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和
賀
郡
江
釣
子
村
に
所
在
す
る
五
条
丸
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
国
庫
補
助
専
業
と
し
て
実
施
し
た
遺
跡
調
査
の
結
果

当
該
古
墳
群
が
耕
地
区
画
整
理
の
対
象
と
し
て
破
壊
さ
れ
る
予
定
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
の
た
め
三
十
七
年
度
に
緊
急
発
掘
調
査
事
業
と
し
て
、
文
化
財
保
護

委
員
会
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
得
て
事
前
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
二
日
か
ら
十
日
間
の
子
定
で
十
九
基
の
古
墳
調
査
を
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
耕
地
整
理
工
事
の
実
施
に
伴
っ
て
、
新
た

に
多
数
の
古
墳
基
底
部
が
土
中
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
、
急
拠
こ
れ
ら
の
継
続
調
査
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
い
、
文
化
財
保
護
委
員
会
及
び
県
財
政

当
局
の
御
理
解
に
よ
り
予
算
の
増
額
を
得
、
十
一
月
下
旬
の
第
三
次
調
査
ま
で
降
雪
中
に
か
か
わ
ら
ず
約
七
十
基
に
及
ぶ
古
墳
調
査
を
実
施
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

調
査
の
結
果
は
、
本
報
告
書
の
と
お
り
本
県
特
有
の
形
態
と
も
い
え
る
古
墳
群
が
解
明
さ
れ
、
並
び
に
多
種
多
様
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
、
特
に
本
県
最
初
の
馬

具
及
び
農
具
資
料
等
が
出
土
し
た
こ
と
な
ど
、
古
墳
研
究
上
の
み
な
ら
ず
、
本
県
の
歴
史
並
び
に
広
く
考
古
学
上
・
貴
重
な
収
獲
に
な
っ
た
と
信
ず
る
次
第
で
あ
る
。

本
調
査
に
は
、
東
北
大
学
教
授
伊
東
信
雄
、
岩
手
大
学
教
授
橋

源
の
両
氏
を
発
掘
担
当
者
と
し
て
多
大
の
労
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
調
査
補
助
に
は
両
大
学
の
助

手
学
生
諸
君
の
多
数
が
参
加
し
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
寒
風
の
も
と
文
字
ど
う
り
献
身
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
地
江
釣
子
村
に
お
い
て
は
教
育
長
渡
辺
民
治
氏
を
は
じ

め
事
務
局
職
員
、
並
び
に
村
文
化
財
保
存
会
の
各
位
等
、
多
数
の
関
係
者
の
熱
心
な
温
か
い
協
刀
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
感
銘
深
い
も
の
が
あ
る

特
に
本
調
査
の
た
め
再
度
現
地
を
来
訪
の
上
御
指
導
い
た
だ
い
た
文
化
財
保
護
委
員
会
の
斎
藤

息
博
士
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
、
末
尾
で
お
る
が
、
調
査
員
の
筒
泊
の
た
め
自
宅
に
こ
こ
ろ
よ
く
御
世
話
を
い
た
だ
い
た
北
上
市
教
育
長
の
佐
々
木
修
氏
の
御
好
意
に
謝
意
を
衰
す
る
次
第

で
あ
る
。昭

和
三

十

八
年
三

月

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育
長

工

藤
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七
一
、
新
平
古
墳

七
二
、
杉
山
第
四
号
墳



五
条
丸
発
掘
調
査
報
告

第
一
章

緒

言

本
書
は
岩
手
県
教
育
委
員
会
が
江
釣
子
村
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
昭
和

三
十
七
年
十
月
は
じ
め
か
ら
十
一
月
末
に
か
け
て
三
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
岩
手

県
和
賀
郡
江
釣
子
村
上
江
釣
子
、
五
条
丸
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
岩
手
県
文
化
財
専
門
委
貝
で
あ
る
東
北
大
学
教
授
伊
東
信
雄
、
岩
手
大

学
教
授
板
橋
源
が
発
掘
担
当
者
と
な
り
東
北
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
、
岩
手

大
学
学
芸
学
部
歴
史
研
究
室
員
を
補
助
員
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
古
墳
の

探
索
、
発
掘
、
遺
物
の
整
理
、
実
測
図
の
作
製
な
ど
は
こ
れ
ら
若
い
補
助
員
の
努
力

に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
書
の
第
四
章
は
各
古
墳
の
調
査
を
恒
接
担
当
し
た
こ

れ
ら
の
補
助
員
の
分
担
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
と
に
そ
の
中
心
と
な
っ

て
尽
力
せ
ら
れ
た
伊
藤
玄
三
、
佐
々
木
博
康
の
両
君
の
労
は
多
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

調
査
に
伴
う
事
務
的
な
面
で
は
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
小
形

信
夫
、
江
釣
子
村
教
育
委
員
会
主
事
斉
藤
尚
己
、
高
橋
直
一
の
諸
氏
を
頬
ら
わ
し

た
。江

釣
子
村
村
長
高
橋
藤
作
、
教
育
長
渡
辺
民
治
、
和
賀
中
央
土
地
改
良
区
理
事

長
高
橋
侃
な
ど
の
諸
氏
に
も
何
に
つ
け
御
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
高
橋
吉
治
、
高

橋
清
、
荻
原
二
郎
の
諸
氏
は
多
忙
の
と
こ
ろ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
第
一
次
調
査
か

ら
第
三
次
調
査
に
至
る
ま
で
、
連
日
わ
れ
な
れ
の
調
査
を
授
け
ら
れ
た
。
調
査
期

間
中
わ
れ
わ
れ
に
宿
舎
を
提
供
せ
ら
れ
て
、
御
世
話
下
さ
っ
た
佐
々
木
修
氏
御
一

家
な
ら
び
に
江
釣
子
村
授
業
セ
ン
タ
ー
係
員
諸
氏
の
厚
意
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
の

忘
れ
ら
れ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
条
丸
古
墳
群
の
発
掘
調
査
が
予
期
以
上
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
熱
心
な
御
援
助
の
結
果
に
ほ
か

第
二
章

発
掘
調
査
の
経
過

第
一
次
発
掘
調
査

昭
和
三
十
七
年
二
月
二
日
、
江
釣
子
村
の
教
育
長
渡
辺
民
治
氏
と
文
化
財
保
存

会
長
小
原
正
憲
氏
が
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
に
見
え
ら
れ
、
和
賀
中
央
土
地
改
良

区
(
理
事
長
高
橋
侃
氏
)
で
は
今
年
十
月
廿
日
頃
か
ら
江
釣
子
村
字
下
江
釣
子
第

一
地
割
、
第
二
地
割
、
第
三
地
割
、
第
四
地
割
、
第
五
地
割
、
第
六
地
割
、
第
七

地
割
、
第
八
地
割
、
第
九
地
割
、
第
一
〇
地
割
に
わ
た
る
約
一
〇
〇
町
歩
と
、
同

村
大
字
上
江
釣
子
第
二
〇
地
割
の
う
ち
二
十
二
町
六
反
歩
、
合
計
二
三
町
六
反

歩
の
耕
地
整
理
に
着
工
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
こ
と
を
告
げ
ら
れ
、
第
二
十
地
割

の
う
ち
、
九
六
番
、
九
八
番
、
九
九
番
、
九
九
番
の
二
、
一
〇
〇
番
の
一
、
一
〇

〇
番
の
四
、
一
一
〇
番
内
に
あ
る
古
墳
の
処
置
に
つ
い
て
相
談
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
こ
ゝ
に
あ
る
古
墳
群
は
昭
和
二
十
六
年
五
月
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
猫

谷
地
古
墳
群
の
西
方
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
県
内
に
適
っ
て
い
る
古
墳
群

と
し
て
ほ
最
大
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
数
の
少
い
東
北
北
部
の
古
墳
群
の

二 田漢∃



一
つ
と
し
て
貴
重
な
文
化
財
で
あ
っ
て
、
み
だ
り
に
破
壊
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
県
教
育
委
員
会
で
は
文
化
財
保
護
委
員
会
に
報
告
、
四
月

九
日
文
化
財
調
査
官
斎
藤
忠
博
士
の
出
張
を
得
て
現
地
を
視
察
し
た
結
果
、
一
部

分
を
保
存
し
、
他
は
土
地
改
良
工
事
着
手
以
前
に
発
掘
調
査
し
て
、
史
跡
の
い
ん

減
に
そ
な
え
る
こ
と
に
し
た
。

調
査
は
国
庫
補
助
を
得
て
次
の
要
項
に
ょ
つ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。

一

発
掘
の
主
体

岩
手
県
教
育
委
員
会

江
釣
村
教
育
委
員
会

二

調

査

員

岩
手
県
文
化
財
専
門
委
員

東
北
大
学
教
授

伊

東

信

韓
譲
離
専
門
委
見

破

調
査
補
助
員

橋

東
北
大
学
助
手

岩
手
大
学
技
官

東
北
大
学
大
学
院
学
生

同東
北
大
学
文
学
部
学
生

同岩
手
大
学
学
芸
学
部
学
生

同同

佐 昆 小 足 横 工 伊 佐 林

藤 野 原 立 山 藤 藤 木

修 勝 隣 邦音 玄 博 謙

順 靖 二 昭 栄 樹 三 康 作

同

高

掻

龍

雄

同

中

居

敏

郎

昭
和
三
十
七
年
十
月
二
日
午
前
、
調
査
員
は
仙
台
と
盛
岡
か
ら
江
釣
子
村
に
到

着
。
午
后
現
場
を
視
察
し
て
発
掘
方
針
を
た
て
た
上
、
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
高
橋
啓
吾
、
文
化
財
係
長
小
形
信
夫
、
江
釣
子
村
長
高
橋
藤
作
、
教
育
長
渡
辺

民
治
な
ど
関
係
諸
氏
参
列
の
上
、
仏
式
に
よ
る
鍬
入
式
を
行
い
、
翌
十
月
三
日
か

ら
発
掘
を
開
始
し
た
。
調
査
に
当
つ
て
は
土
地
改
良
工
事
地
区
内
に
あ
っ
て
、
破

壊
せ
ら
る
べ
き
古
墳
は
全
部
発
掘
調
査
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
昭
和
三
十
六
年
度

に
行
わ
れ
た
遺
跡
基
本
調
査
に
よ
る
と
こ
の
地
区
内
に
は
五
条
丸
第
一
四
号
項
か

ら
第
二
九
号
域
ま
で
、
一
六
基
の
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

中
、
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
第
一
五
、
一
六
、
一
七
、
一
八
号
の
四
基
を

除
い
た
二
一
基
と
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
こ
の
ほ
か
に
新
ら
た
に
発
見
す
る

こ
と
の
出
来
た
第
三
〇
、
三
一
、
三
二
、
三
三
、
三
四
、
三
五
、
三
六
号
の
七
基

計
十
九
基
の
古
墳
を
発
掘
し
た
。
一
応
の
調
査
が
終
っ
た
の
は
十
月
十
二
日
で
あ

っ
た
。

第
二
次
発
掘
調
査

第
一
次
発
掘
調
査
の
際
、
気
が
つ
い
た
こ
と
は
第
三
五
、
三
六
号
境
の
よ
う
に
地

上
に
何
等
古
墳
の
形
を
あ
ら
わ
さ
な
い
古
墳
が
ま
だ
沢
山
残
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
調
査
期
間
に
制
約
が
あ
っ
た
た
め
に
一
応
三
六

号
墳
ま
で
を
調
査
し
た
だ
け
で
終
り
と
し
、
あ
と
は
耕
地
整
理
の
際
に
留
意
し
て

呉
れ
る
様
地
元
の
人
に
依
頼
し
て
引
揚
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
予
想
通
り
第
一
次
調
査
を
行
っ
た
地
区
の
畑
地
で
古
墳
、
か
見
付
か
つ

ー
2
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た
と
い
う
報
告
が
県
教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
左
記
の
よ
う
な
次
第

で
第
二
次
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

調

査

員

岩
手
県
文
化
財
専
門
委
員

岩
手
大
学
教
授

調
査
補
助
員

岩
手
大
学
技
官

岩
手
大
学
板
橋
研
究
室
卒
業
生

同

学

生

板

橋

源

と
多
く
の
古
墳
発
見
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
大
古
墳
群

の
発
掘
調
査
は
、
東
北
北
部
に
お
い
て
は
将
来
も
行
い
得
る
可
能
性
の
少
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
際
徹
底
的
な
調
査
を
敢
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
十

一
月
十
五
日
、
繋
温
泉
秀
山
肝
で
開
催
せ
ら
れ
た
岩
手
県
文
化
財
専
門
委
員
会
で

蒼 鉛 佐

藤 木 木

恒 温 博

弘 子 康

二

調
査
期
間

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
八
日
-
十
三
日

第
二
次
調
査
で
は
第
三
七
号
接
か
ら
第
五
七
号
填
ま
で
の
二
一
基
に
つ
い
て
調

査
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
地
上
に
何
等
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
お

ら
ず
、
地
中
に
埋
れ
て
い
る
石
室
残
存
部
を
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
さ
が
し
当
て

て
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
た
め
遺

物
の
取
上
げ
、
服
影
実
測
な
ど
に
追
わ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
掘
に
お
い

て
は
鉄
鍬
先
、
鉄
斧
、
は
み
な
ど
い
ま
ゝ
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
農
具
、
工

具
、
馬
具
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
当
時
の
こ
の
地
方
の
文
化
状
態
を
考
え
る
上
に
よ

い
資
料
が
得
ら
れ
た
。

第
三
次
発
掘
調
査

第
一
次
発
掘
調
査
以
後
に
お
い
て
二
一
基
の
古
墳
が
発
見
せ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

当
時
の
文
化
を
物
語
る
各
種
の
遺
物
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
五
条
丸

古
墳
調
査
の
重
大
性
を
一
し
お
感
せ
し
め
た
。
さ
ら
に
調
査
を
行
う
な
ら
は
も
つ

こ
の
間
題
が
取
上
げ
ら
れ
、
翌

十
六
日
、
森
嘉
兵
衛
、
板
橋
、

草
間
、
伊
東
の
囲
委
員
は
江
釣

子
村
に
赴
き
、
現
場
や
新
ら
し

い
出
土
物
を
視
察
す
る
と
共
に

調
査
に
つ
い
て
地
元
側
の
協
力

を
も
と
め
、
そ
の
結
果
、
再
び

国
轟
補
助
を
も
仰
い
で
十
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で

一
週
間
の
予
定
で
第
三
次
発
掘

調
査
を
行
う
こ
と
ゝ
な
っ
た
。

第
三
次
調
査
に
は
、
伊
東
、

板
橋
の
ほ
か
、
補
助
員
と
し
て

佐
々
木
博
康
、
伊
藤
玄
三
、
横

山
勝
栄
、
足
立
勝
昭
、
佐
藤
順
、

=
国書雪

島
野
靖
、
高
橋
電
雄
の
諸
君
が
再
び
参
加
し
た
。

あ
い
に
く
十
一
月
二
十
二
日
は
大
雪
と
な
つ
た
た
め
、
積
雪
中
の
発
掘
と
な
り

ボ
ー
リ
ン
グ
、
発
掘
、
実
測
は
困
難
を
ざ
わ
め
た
が
、
第
五
四
号
か
ら
七
九
号
に

至
る
二
六
カ
所
で
地
下
の
積
石
群
を
発
見
、
そ
の
う
ち
二
二
カ
所
は
古
墳
の
石
室



の
の
こ
り
で
あ
る
こ
と
を
た
し
か
め
た
。
今
回
の
発
掘
で
特
に
留
意
し
た
の
は
第

一
次
調
査
の
際
、
発
見
し
な
が
ら
時
間
が
な
い
た
め
に
各
々
の
古
墳
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
局
限
の
調
査
で
あ
っ
て
、
完
掘
す

る
こ
と
は
労
働
力
の
関
係
上
出
来
な
か
っ
た
が
、
ト
レ
ン
チ
掘
り
に
上
っ
て
、
多

く
の
も
の
に
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
古
墳
の
も
と
の
大
き
さ
に
つ
い
て
正

確
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
出
土
遺
物
の
実
測
撮
影
な
ど
を
終
了
し
た
の

は
予
定
の
期
日
を
二
日
お
く
れ
る
十
一
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。

第
三
章

五
条
丸
古
墳
群
の
現
状

こ
ゝ
に
五
条
丸
古
墳
群
と
呼
ぶ
も
の
は
、
も
と
蝦
夷
塚
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
蝦
夷
塚
古
墳
群
の
こ
と
は
星
川
正
面
の
「
公
国
諦
」
に
す
で
に

記
さ
れ
て
い
て
寛
政
の
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

予
が
家
に
蔵
す
る
古
川
の
図
説
左
の
如
し
。
課
し
図
説
は
家
皿
父
吉
覚
か
話

す
所
也
。

一
、
和
賀
都
農
沢
尻
道
上
江
釣
子
村
、
北
見
柳
村
の
内
田
畑
に
里
民
蝦
夷
塚
と

称
す
る
も
の
累
々
と
し
て
所
々
に
存
在
せ
り
。
往
古
は
彬
多
布
け
る
を
里
人

累
年
春
秋
に
是
を
あ
は
き
、
田
畑
の
禰
地
と
す
。
時
に
寛
政
九
己
巳
年
三
月

二
十
五
日
、
予
廻
村
の
刻
、
彼
塚
を
あ
は
く
所
へ
行
懸
り
、
塚
の
内
毎
掘
出

す
古
刀
見
る
所
左
の
如
し
。
(
図
省
略
)

一
、
和
賀
、
稗
貫
郷
村
誌
に
云
、
二
子
通
り
の
う
ち
権
現
堂
の
西
の
か
た
に
蝦

夷
塚
と
云
者
あ
ま
た
有
、
先
年
土
民
是
を
あ
ほ
く
所
、
古
刀
を
出
す
。
中
心

の
先
は
巴
の
如
く
作
り
た
る
も
の
と
云
々
。

一
、
石
部
、
川
石
を
以
結
立
、
間
を
ね
は
土
に
て
塗
り
、
其
上
に
二
尺
余
り
の

大
石
を
梁
と
す
。
其
上
に
は
大
小
の
石
を
積
重
ね
、
口
は
何
れ
も
東
商
に
向

也
。
大
豆
程
の
砂
利
を
敷
、
平
き
石
を
躍
、
其
上
に
刀
を
撞
け
り
、
古
代
の

穴
居
の
跡
と
も
見
得
ず
、
臓
顕
す
る
事
か
た
か
る
べ
し
。

今
の
世
の
大
倉
の
如
く
武
器
、
翫
器
の
類
を
蔵
す
る
所
な
ら
ん
か
。
塚
毎
に

必
古
刀
有
。
或
は
素
焼
の
小
瓶
、
或
は
形
様
々
の
玉
等
あ
り
。
吉
寛
見
る
所
の

も
の
左
に
図
す
る
も
の
な
り
(
図
省
略
)
。
平
宗
に
し
て
曹
補
作
り
と
見
ゆ
る
、

反
り
な
し
。
中
心
に
紐
通
し
の
穴
と
見
し
、
六
分
は
か
り
に
し
て
椀
の
如
き
座

金
有
。
又
同
形
に
し
て
身
一
尺
四
寸
、
先
幅
一
寸
二
分
、
鍔
本
一
寸
五
分
、
中

心
三
寸
八
分
、
穴
等
都
て
同
じ
。
頭
の
金
具
、
銅
不
朽
。
但
赤
銅
か
。
み
が

き
、
色
付
た
ら
は
わ
か
る
べ
し
。
相
木
に
白
布
を
巻
て
押
込
た
り
。
布
目
鱈

に
し
て
、
頭
の
細
通
し
の
穴
に
な
め
し
単
三
寸
積
出
た
り
。
鍔
の
如
き
物
、

厚
さ
三
分
程
、
胴
か
ね
の
如
く
、
切
羽
は
は
き
な
し
。
寮
鍔
の
図
。
古
代
有

比
類
か
。
胴
金
、
組
付
、
芝
引
、
逆
輪
、
共
に
同
じ
か
ね
に
て
作
り
て
悉
く
存

在
せ
り
、
鞘
は
木
の
皮
の
様
な
る
も
の
に
て
か
た
め
、
其
上
を
金
具
に
て
束

ね
た
る
と
見
え
金
具
と
身
と
の
聞
甚
だ
薄
く
、
今
世
の
鞘
に
て
は
用
ひ
が
た

き
程
の
金
具
也
。
此
太
刀
は
中
心
と
も
反
な
く
、
先
本
と
も
に
朽
て
所
々
金
具

有
を
拾
集
め
て
全
体
を
図
す
る
所
也
。
頭
の
う
ち
に
軸
木
健
に
朽
残
た
る
は

か
り
、
都
て
漆
を
用
い
ざ
る
と
見
え
た
り
。
如
レ
此
両
刀
の
剣
も
有
。
先
と
柄

の
万
朽
て
長
短
も
斗
り
が
た
し
。
又
斑
の
如
き
耳
が
寿
と
も
云
べ
き
も
の
、

経
一
寸
八
九
分
、
又
一
寸
五
分
位
の
銅
の
物
あ
り
。
又
玉
色
々
有
。
大
か
た

丸
く
、
水
晶
、
瑠
璃
、
琉
油
の
類
五
合
は
か
り
も
有
し
と
。
是
は
此
塚
に
な

し
。
予
が
見
し
ぼ
長
さ
六
分
程
。
六
角
に
し
て
色
葡
萄
右
の
如
し
。
是
は
飴

ー
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色
也
。

星
川
茂
兵
工
吉
寛
誌

現
在
も
上
江
釣
子
に
蝦
夷
塚
屋
敷
と
い
う
屋
敷
名
が
の
こ
つ
て
お
り
、
い
ま
か

ら
約
三
〇
年
前
そ
の
屋
敷
内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
鉄
刀
、
蕨
手
刀
、
金
環
、
勾
玉
類

が
上
江
釣
子
の
佐
々
木
修
氏
か
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
折
に
は
県
か
ら
菅
野

義
之
助
氏
が
来
て
調
査
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
の
古
墳
の
分
布
範
囲
は
蝦
夷
塚
屋
敷
の
範
囲
を
こ
え
て
五
条
丸
地
域
全
体

に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
五
条
丸
古
墳
群
と
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

江
釣
子
村
に
お
い
て
は
現
在
古
墳
群
な
い
し
は
古
墳
群
で
は
な
い
か
と
み
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
猪
谷
地
、
五
条
丸
の
ほ
か
に
八
幡
、
田
代
、
新
平
の
五
カ
所

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
八
幡
、
猫
谷
地
、
五
条
丸
の
三
カ
所
は
近
接
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
三
カ
所
の
立
地
案
件
に
つ
い
て
略
述
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
1
図
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
三
カ
所
の
古
墳
群
は
和
賀
川
の
北
岸
に
あ
っ
て
東

西
に
並
存
し
て
い
る
。
中
央
が
猫
谷
地
古
墳
群
で
、
そ
の
東
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
、
か
八
略
古
墳
群
、
猪
谷
地
の
西
方
約
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
に
あ
る
の
か
五
条
丸
古
墳
群
で
あ
る
。

和
賀
川
北
岸
の
平
地
は
実
は
和
賀
川
の
造
成
し
た
河
岸
段
丘
で
あ
っ
て
、
国
鉄

横
架
線
に
ほ
ぼ
並
行
し
て
東
西
に
走
っ
て
い
る
平
和
街
道
ハ
秋
田
県
平
麗
郡
と
岩

手
県
和
賀
郡
を
結
ぶ
二
級
国
道
四
号
線
)

に
沿
う
た
水
準
点
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
全
般
的
に
西
が
高
く
、
東
に
向
う
に
従
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
河
岸
段
丘
で

あ
る

(
第
1
図
に
お
い
て
、
平
和
街
道
に
沿
う
水
準
点
は
三
カ
所
に
み
え
て
い
る

が
、
西
か
ら
八
一
・
三
七
メ
ー
ト
ル
、
七
三
・
六
六
メ
ー
ト
ル
、
六
七
・
五
九
メ

ー
ト
ル
と
い
う
よ
う
に
東
に
向
つ
て
一
三
・
七
八
メ
ー
ト
ル
も
低
く
な
つ
て
い

る
)
。こ

こ
に
い
う
三
古
墳
群
は
第
2
図
に
示
し
た
よ
う
に
す
べ
て
が
南
面
し
て
い
る

和
賀
川
造
成
の
第
一
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
て
い
る
。
同
図
に
お
い
て
工
は
氾
濫

章細、._ 書

「

国
書
題
晴
菓

萱重量董童雪国匿萱重要国
t 」

原
で
あ
る
が
こ
の
氾
濫
原
か
ら

見
て
第
一
段
丘
は
約
三
メ
ー
ト

ル
高
く
、
第
二
段
丘
は
第
一
段

丘
よ
り
さ
ら
に
約
二
メ
ー
ト
ル

幸
司
、
○

○
,
「
I
【
、
i
>八

幡
古
墳
群
は
八
幡
神
社
を

中
心
と
し
た
近
傍
一
帯
の
林
の

中
に
十
三
基
ぐ
ら
い
あ
り
、
猫

谷
地
古
墳
群
は
十
六
基
ほ
ど
あ

る
。
こ
の
中
五
基
が
昭
和
二
十

六
年
五
月
に
発
掘
調
査
さ
れ
た

五
条
丸
古
墳
群
は
昭
和
三
十
六

年
度
に
お
こ
な
わ
れ
た
遺
跡
台

帳
作
製
基
礎
調
査
の
際
、
村
教

育
委
員
会
で
調
べ
た
と
こ
ろ
に

雪園田
二

よ
る
と
二
九
基
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
は
封
土
や
積
石
が
あ
っ
て
、
地
上
に
そ
の

姿
を
の
こ
し
て
い
る
も
の
だ
け
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
封
土

や
積
石
が
耕
作
の
た
め
に
削
り
取
ら
れ
て
、
地
上
に
は
何
等
の
遺
構
を
残
さ
ず
、

地
下
に
だ
け
石
室
の
痕
跡
を
と
ゞ
め
て
い
る
も
の
が
、
そ
れ
以
上
に
多
く
あ
る
こ

と
が
今
回
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。



岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
の
「
和
賀
郡
上
江
釣
子
村
弘
化
二
年
春
郷
村
為
御
吟
味

御
乍
打
直
被
仰
付
候
制
御
調
吟
味
出
役
御
勘
定
方
廻
村
百
聞
四
寸
横
取
調
候
分
間

絵
図
面
」
と
い
う
標
題
を
も
つ
古
絵
図
で
は
五
条
丸
古
墳
附
近
の
水
田
や
島
地
の

分
布
状
態
は
現
在
と
大
差
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
近
年
開
墾
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
長
い
間
の
耕
作
や
乱
掘
で
す
で
に
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
古
墳
も
少
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
か
な
り
多
く
の
古
墳
が
第
一

段
丘
上
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

現
在
五
条
丸
地
域
内
に
地
上
か
ら
見
て
古
墳
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
二
十
九
基

あ
る
こ
と
は
い
ま
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
江
釣
子
村
教
育
委
員
会
で
は
東
か
ら

西
に
番
号
に
う
つ
て
一
号
境
か
ら
二
十
九
号
填
ま
で
を
か
ぞ
え
て
い
る
。
一
号
項

は
五
条
丸
の
東
端
町
営
住
宅
の
東
に
あ
り
、
二
十
九
号
域
は
今
回
の
発
掘
区
域
の

西
端
に
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
、
立
木
の
中
に
あ
る
も
の
は
保
存
が
よ
く
径
七
-
一

〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
位
の
墳
丘
を
の
こ
し
て
い
る
が
耕
地
内
に
あ
る

も
の
は
耕
作
の
際
に
四
周
か
ら
削
ら
れ
て
睦
畔
の
交
点
な
ど
に
わ
ず
か
不
整
形
の

墳
丘
の
残
体
を
残
す
に
す
ぎ
ず
、
は
じ
め
て
見
る
人
は
こ
れ
が
古
墳
で
あ
る
か
を

疑
う
ほ
ど
で
あ
る
。

第
四
章

古
墳
の
構
造
と
出
土
遺
物

今
回
わ
れ
わ
れ
が
発
掘
調
査
し
た
の
は
遺
跡
台
帳
に
の
つ
て
い
る
五
条
丸
古
墳

の
中
、
耕
地
整
理
区
域
内
に
あ
る
第
一
五
号
境
か
ら
二
九
号
頃
に
至
る
一
五
基
か

ら
未
発
掘
の
ま
ゝ
保
存
す
べ
き
第
一
五
号
、
一
六
号
、
一
七
号
、
一
八
号
の
四
基
を

除
い
た
一
一
基
と
わ
れ
わ
れ
が
今
回
の
調
査
に
際
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
で
そ
の

所
在
を
つ
き
と
め
た
五
〇
基
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
は
た
し
て
古
墳
の
残
体
で
あ

る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
が
、
一
応
河
原
石
の
分
布
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
は
通
し
番
号
を
打
っ
て
調
査
記
録
を
つ
く
っ
た
。

各
調
査
期
に
発
掘
調
査
し
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
次
調
査

第
一
四
-
三
六
号
(
但
し
一
五
・
一
六
・
一
七
・
一
八
号
を

除
く
)

第
二
次
調
査

第
三
七
-
五
三
号

第
三
次
調
査

第
五
四
-
七
九
号

以
下
個
々
の
古
墳
と
そ
の
出
土
造
物
に
つ
い
て
見
て
見
よ
う
。

第
一
号
墳
̃
第
二
二
号
墳

開
田
指
定
地
域
の
そ
と
に
あ
る
の
で
調
査
の
範
囲
か
ら
除
外
し
た
。

第
一
四
号
墳
(
写
真
5
̃
6
)

第
一
四
号
項
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
部
の
畑
地
に
位
置
し
て
い
た
。
発
掘
前

長
径
三
メ
ー
ト
ル
、
短
径
二
・
五
メ
ー
ト
ル
程
の
平
面
棉
円
形
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
墳
丘
積
石
が
あ
り
、
か
な
り
保
存
良
好
な
墳
丘
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ

た
の
で
あ
る
が
、
発
掘
の
結
果
、
本
来
の
墳
丘
は
ひ
ど
く
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
耕

作
時
に
邪
魔
と
な
る
附
近
の
河
原
石
を
こ
れ
に
積
み
上
げ
て
現
状
の
如
く
右
横
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
上
部
の
積
石
は
乱
れ
て
お
り
、
石
室
の
大
半

は
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
石
室
博
昭
積
石
最
下
段
が
遺
存
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
こ

の
石
室
四
壁
の
右
列
は
長
さ
二
・
一
メ
ー
ト
ル
に
ね
た
つ
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
南

半
部
東
側
に
は
撹
乱
さ
れ
た
礫
層
が
存
在
し
、
そ
の
中
に
混
在
し
て
勾
玉
、
小
玉

ニ
国書星



等
が
発
見
さ
れ
た
。
石
室
の
規
模
は
他
の
側
壁
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
為
に

具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
石
室
の
方
位
は
噛
壁
か
ら
測
定
し
て
N
三

〇
度
W
前
後
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
に
お
け
る
局
限
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
の
ト

レ
ン
チ
を
設
け
な
か
っ
た
の
で
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
遺
物
は
前
述
し
た
篠
膚
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
の
外
に
、
撹
乱
さ
れ
た

積
石
中
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
出
土
状
態
に
お
い
て
原
位
置
を
止
め
る
も
の

は
な
か
っ
た
。
特
に
こ
の
古
墳
出
土
遺
物
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
は
勾
玉
で
あ

り
、
一
七
個
発
見
さ
れ
た
事
は
特
記
さ
れ
よ
う
。

〔
遺
物
〕

こ
の
古
墳
出
土
の
遺
物
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

直

刀

破

片

勾

玉

切

子

玉

ガ

ラ

ス

小

玉

ー
一

一
七一

四
一

0

直
刀
破
片

直
刀
破
片
は
現
存
長
二
一
・
五
セ
ン
チ
の
直
刀
茎
で
あ
り
、
茎
端
よ
り
三
セ
ン

チ
に
目
釘
が
装
着
遺
存
し
て
い
る
。

臼

玉

類

勾
玉
は
一
七
個
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
個
は
硬
玉
製
で
長
さ
四
セ
ン
チ
、

胴
部
は
一
・
五
セ
ン
チ
に
一
・
二
セ
ン
チ
の
隅
丸
長
方
形
を
呈
し
、
灰
緑
色
で
あ

る
。
頭
部
の
孔
は
両
面
穿
孔
で
あ
る
が
、
形
は
他
の
鴇
瑠
勾
玉
と
同
様
コ
の
字
状

を
示
し
て
い
る
。
瑠
璃
製
勾
玉
は
す
べ
て
半
透
明
で
薄
い
飴
色
で
あ
り
、
形
状
は

コ
の
字
形
で
あ
る
。
長
さ
は
三
-
四
セ
ン
チ
、
胴
厚
八
-
一
三
ミ
リ
を
測
り
、
頭

部
の
孔
は
一
六
個
共
片
面
穿
孔
で
あ
る
。

切
子
玉
は
一
個
出
土
し
、
水
晶
製
、
片
面
穿
孔
で
あ
る
。
長
さ
二
セ
ン
チ
腹
径

約
一
・
五
セ
ン
チ
で
、
稜
が
か
な
り
損
耗
し
た
も
の
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
製
小
玉
は
径
三
-
八
、
・
、
り
で
、
色
調
は
暗
青
色
の
も
の
が
大
部
分
で
あ

る
が
、
緑
色
を
帯
び
る
も
の
も
少
数
あ
る
。
出
土
総
数
は
四
一
個
を
か
ぞ
え
る
。

第
一
五
号
墳
̃
第
一
八
号
墳
(
写
真
3
̃
4
)

調
査
古
墳
群
の
ほ
ほ
中
央
部
の
荒
蕪
地
内
に
墳
丘
が
所
在
。
開
田
地
域
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
る
の
で
発
掘
調
査
せ
ず
に
保
存
し
、
今
後
に
そ
な
え
る
こ
と
と
し
た
。

第
一
九
号
墳
(
写
真
7
̃
9
)

第
一
九
号
境
は
五
条
丸
古
墳
群
の
北
部
に
位
置
し
、
調
査
前
に
は
畑
地
と
水
田

の
間
の
畦
畔
上
に
東
西
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
〇
セ
ン

チ
の
不
整
三
角
形
の
プ
ラ
ン
を
も
つ
東
西
に
長
い
積
石
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
附
近
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
積
石
群
の
方
向
と
は
直
交
す
る

南
北
方
向
で
地
表
下
に
河
原
石
が
延
び
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
、
ト
レ
ン

チ
を
北
方
に
広
く
拡
張
し
て
石
室
の
検
出
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
先
に
露
出

し
て
い
た
右
横
部
分
は
こ
の
古
墳
の
南
端
の
部
分
に
相
当
し
、
石
室
の
主
体
部
は

そ
の
北
方
に
延
び
て
い
た
こ
と
が
わ
か
つ
た
が
、
こ
の
部
分
の
石
室
は
す
で
に
削

り
取
ら
れ
て
僅
か
に
そ
の
最
下
段
の
積
石
を
止
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
け

れ
ど
も
、
石
室
の
底
部
が
よ
く
遺
存
し
て
い
た
為
に
石
室
の
平
面
形
は
十
分
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
7
葛



石
室
は
長
さ
四
・
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
北
部
で
五
〇
セ
ン
チ
、
南
部
で
六
〇
セ

ソ
チ
、
高
さ
は
南
端
で
五
〇
セ
ン
チ
程
で
あ
る
。
石
室
南
部
は
八
〇
セ
ン
チ
程
の

長
さ
で
側
壁
.
・
か
遺
存
し
、
入
口
の
左
右
に
は
石
室
南
端
を
劃
す
る
底
部
の
平
石
を

挟
ん
で
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
を
超
え
る
長
手
の
石
を
直
立
さ
せ
て
使
用
し
、
そ
の
上

部
に
は
同
様
の
長
手
の
石
を
天
井
に
操
構
し
て
い
た
。
こ
の
部
分
以
外
に
は
側
壁

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
石
室
北
端
の
東
西
に
も
同
様
の
立
石
が
存

在
し
た
ら
し
く
、
土
層
に
変
化
が
認
め
ら
れ
、
小
ピ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
石

室
底
部
は
一
面
に
棟
数
と
な
っ
て
お
り
、
保
存
が
良
好
で
あ
る
が
、
遺
物
の
出
土

は
少
な
く
、
東
壁
中
央
部
あ
た
り
か
ら
の
盗
掘
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

石
室
の
方
位
は
N
一
〇
度
W
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
室
に
お
い
て
は
、
石
室
の
基
底
部
が
良
く
残
存
し
て
い
た
為
に
、
石
室

構
築
上
の
手
法
が
う
か
が
な
れ
る
点
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
観
察

に
従
え
は
、
ま
ず
最
初
に
右
横
を
す
る
範
囲
の
地
表
面
を
甲
状
に
若
干
掘
り
下

げ
、
そ
の
中
央
に
小
口
を
揃
え
て
河
原
石
を
列
べ
て
石
室
の
プ
ラ
ン
を
作
り
、
内

部
に
は
小
砂
利
を
敷
き
つ
め
、
外
側
に
は
側
壁
を
形
成
す
る
河
原
石
の
後
石
を

つ
め
、
そ
の
外
側
に
は
順
次
河
原
石
を
積
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
は
北
端
近
く
で
棟
敷
面
よ
り
二
〇
セ
ン
チ
程
浮
き
上
っ
て
君
玉
岩
製
の
勾

玉
一
個
が
出
土
し
、
又
、
北
端
よ
り
南
へ
一
メ
ー
ト
ル
東
壁
に
接
し
た
個
所
よ
り

銑
鉄
破
片
が
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
、
石
室
繭
端
の
後
詰
石
の
附
近
か

ら
須
恵
器
破
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
出
土
状
態
に
注
目
す
べ
き

も
の
は
な
い
。

局
限
は
石
室
の
東
西
南
北
の
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
追
求
し
た
結
果
、
東

●
西
・
北
の
三
方
向
に
お
い
て
土
層
の
変
化
を
認
め
、
周
陸
の
存
在
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
そ
の
平
面
形
は
他
の
例
に
お
い
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
円
形
で
あ
っ

た
事
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
東
石
の
内
径
は
八
・
三
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
陳
幅
は
一

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
石
室
の
南
方
は
陳
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
こ
れ

も
他
の
例
か
ら
推
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
は
周
陸
が
絶
ち
切
れ
て

い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

〔
遣
物
〕

第
一
九
号
墳
出
土
の
遣
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鉄

錫

破

片

碧
玉
岩
製
勾
玉

ガ

ラ

ス

小
玉

須
恵
器
破
片

0

鉄
鍛
破
片

茎
部
小
破
片
で
、
長
さ
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
断
面
方
形
で
あ
る
。

臼

勾

玉

長
さ
二
・
三
セ
ン
チ
の
砦
玉
岩
製
勾
玉
で
あ
る
。
胴
部
は
九
ミ
リ
×
ヒ
・
五
ミ

リ
の
隅
丸
長
方
形
を
重
し
、
頭
部
孔
は
片
面
穿
孔
で
あ
る
。

申

ガ
ラ
ス
小
玉

ガ
ラ
ス
小
玉
径
は
三
、
、
リ
、
暗
青
色
の
も
の
一
個
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

㊥

須
恵
器
破
片

須
恵
器
破
片
は
一
点
で
あ
る
。
器
厚
田
ミ
リ
、
灰
白
色
で
、
焼
成
・
整
形
共
に

良
好
で
、
叩
き
目
は
認
め
ら
れ
な
い
。
詩
形
は
小
破
片
の
為
不
明
で
あ
る
。

第
二
〇
号
墳
(
写
真
1
0
̃
墓

二
国書王



第
二
〇
号
域
は
五
条
丸
古
墳
群
の
北
部
に
位
置
し
、
墳
丘
は
大
分
削
ら
れ
て
は

い
た
が
、
東
西
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ゞ
長
方
形
の
平

面
を
呈
し
、
南
北
稜
線
が
高
く
、
一
見
屋
柴
状
を
示
し
、
高
さ
は
最
高
位
で
九
〇

セ
ン
チ
を
算
し
て
い
た
。
調
査
前
に
は
河
原
石
が
多
数
露
出
し
て
い
た
が
、
東
側

で
は
比
較
的
多
量
の
黒
色
腐
植
土
が
被
覆
し
て
雑
草
が
お
ゝ
つ
て
い
た
。
こ
の
古

墳
は
丁
度
水
田
と
畑
の
間
の
蛙
畔
に
位
置
し
て
お
り
、
周
辺
か
ら
墳
丘
裾
部
の
積

石
が
投
げ
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
墳
丘
原
形
が
比
較
的
良
く
止
め
ら

れ
て
い
る
部
類
に
属
す
る
。
こ
の
墳
丘
上
部
を
清
掃
し
た
結
果
、
上
部
の
河
原
石

は
乱
雑
に
積
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
順
次
除

去
し
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
墳
頂
下
二
〇
I
三
〇
セ
ン
チ

で
石
室
側
壁
の
河
原
石
小
口
積
の
配
列
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
小
口

積
の
原
形
を
止
め
る
も
の
を
追
求
し
な
が
ら
石
室
を
調
査
し
て
い
つ
た
が
、
予
想

外
に
石
室
の
東
・
南
部
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
瀬
戸
物
破
片
、
ガ
ラ
ス
破
片
等
が

出
土
し
、
積
石
も
こ
の
部
分
は
乱
さ
れ
て
お
り
、
盗
掘
の
厄
に
遭
っ
て
い
る
こ
と

が
歴
然
と
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
部
分
も
石
室
下
部
の
積
石
の
若
干
の
残

存
か
ら
石
室
の
輪
廉
は
十
分
に
推
定
で
き
る
。

即
ち
、
石
室
は
河
原
石
を
小
口
積
と
し
、
長
さ
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
北
側

は
狭
く
最
短
三
四
セ
ン
チ
、
南
端
は
七
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石
室
の
高
さ
は
西
壁

で
約
六
〇
セ
ン
チ
を
算
す
る
。
石
室
北
端
に
は
高
さ
約
四
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
八
セ

ン
チ
程
の
立
石
が
置
か
れ
て
い
た
。
南
端
に
は
長
さ
五
三
セ
ン
チ
、
幅
二
二
セ
ン

チ
前
後
の
靴
底
形
の
平
石
が
撞
か
れ
て
い
た
。
西
壁
は
河
原
石
が
小
口
積
さ
れ
た

状
態
が
良
く
残
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
壁
面
の
観
察
に
よ
れ
は
、
側
壁
を
構
築
す

る
に
際
し
て
長
さ
四
〇
セ
ン
チ
前
後
の
長
手
の
石
四
本
を
ほ
ゞ
等
間
隔
に
立
て
、

そ
の
間
に
河
原
石
の
小
口
を
壁
面
で
そ
ろ
え
て
積
み
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
東
側

の
側
壁
は
原
形
を
止
め
て
い
る
の
は
北
寄
り
の
部
分
の
み
で
あ
り
、
大
部
分
は
破

壊
さ
れ
て
最
下
段
の
積
石
を
残
す
の
み
で
あ
る
が
、
三
本
の
立
石
は
面
壁
と
対
称

の
位
置
に
な
お
遺
存
し
て
い
て
、
同
様
の
構
成
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
石
室
底
部
は
盗
掘
の
際
の
撹
乱
の
為
に
失
な
わ
れ
た
も
の
か
側
壁
立
石

間
に
存
在
す
る
筈
の
仕
切
石
は
一
個
所
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
又
、
底
面
の
礫

敦
も
北
端
並
び
に
側
壁
下
の
一
部
を
除
い
て
完
全
に
撹
乱
を
受
け
て
い
た
が
、
そ

の
散
布
状
況
か
ら
見
て
、
元
来
は
石
室
全
面
に
敷
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
で
き

る
。
こ
の
礫
と
共
に
木
炭
の
細
粒
が
混
在
し
て
い
た
が
、
こ
ゝ
で
も
他
の
石
室
で

も
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
礫
敦
の
下
部
に
は
木
炭
も
敷
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
石
室
で
は
北
端
で
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
五
セ
ン
チ
前
後
の
天
井
石

が
二
個
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
石
の
東
端
は
石
室
内
に
ず
り
落
ち
て
い
て
、
架

橋
の
原
形
を
推
定
せ
し
め
て
い
た
。
石
室
の
方
位
は
N
二
二
度
E
で
あ
っ
た
。

遺
物
は
石
室
中
央
部
で
調
査
中
に
ガ
ラ
ス
破
片
、
瀬
戸
物
破
片
等
が
出
土
し
た

の
で
多
く
を
望
め
そ
う
に
も
な
か
つ
た
が
、
側
壁
沿
い
の
部
分
は
撹
乱
を
免
が
れ

て
い
て
、
刀
・
刀
子
等
の
出
土
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
、
直
刀
と
蕨
手

刀
は
柄
部
を
南
と
し
て
東
壁
南
端
か
ら
発
見
さ
れ
、
刀
子
の
一
つ
は
西
壁
中
央
直

下
で
茎
を
北
と
し
て
、
又
、
他
の
一
つ
は
石
室
北
部
で
や
は
り
茎
を
北
と
し
て
発

見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
石
室
底
部
の
礫
敷
上
面
か
ら
出
土
し
て
い
て
副
葬

時
の
状
態
を
止
め
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
翻
尾
金
具
残
片
及
び
ガ

ラ
ス
小
玉
は
撹
乱
さ
れ
た
礫
中
か
ら
発
見
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
小
玉
は
石
室
中
央
部
で

三
伯
を
、
又
、
輪
尾
金
具
残
片
は
石
室
南
部
で
夫
々
見
出
さ
れ
て
い
る
。

周
鹿
は
東
・
西
・
北
の
三
個
所
で
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
そ
の
結
果

一 国漢雪



東
西
内
径
八
・
六
メ
ー
ト
ル
、
陳
帽
一
・
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
局
限
が
ま
ね
つ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
陳
の
深
さ
及
び
石
室
南
方
の
状
態
に
つ
い
て
は
未
調
査

で
あ
る
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
石
室
南
方
の
周
膿
は
他
の
例
か
ら
考
え
て
も
絶
ち

切
ら
れ
て
い
て
存
在
し
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
二
〇
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
(
第
5
図
)

直

刀

蕨

手

刀

刀

子

輔
尾
金
具
残
片

不
明
棒
状
鉄
器
残
片

ガ

ラ

ス

小

玉

.
一

-二
-

-三

0

直
刀
(
第
5
図
)

全
長
六
〇
セ
ン
チ
、
茎
部
一
C
・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
部
四
九
・
五
セ
ン
チ
、
関

近
く
で
幅
三
・
八
セ
ン
チ
、
先
端
に
近
づ
く
に
従
っ
て
幅
狭
と
な
る
。
茎
に
は
径

五
ミ
リ
の
目
釣
が
一
個
認
め
ら
れ
る
。
鍔
は
喰
出
鍔
で
あ
り
、
鰐
元
に
は
柄
縁
金

具
並
び
に
輔
口
金
具
が
、
遺
在
し
て
い
る
。
又
鰐
よ
り
切
先
方
向
に
二
二
セ
ン
チ
の

個
所
に
足
金
具
残
片
が
鋸
着
し
て
い
る
が
、
位
置
か
ら
見
て
二
の
足
に
相
当
す
る

も
の
で
あ
ろ
ろ
う
。
刀
全
体
は
表
面
が
固
く
鋳
び
て
い
て
、
保
存
は
極
め
て
良
好

で
あ
る
。

0

蕨
手
刀

全
長
五
〇
・
三
セ
ン
チ
、
柄
部
一
二
・
七
セ
ン
チ
、
刀
身
部
三
七
・
六
セ
ン
チ

関
近
く
で
幅
四
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
切
先
に
向
つ
て
幅
狭
と
な
っ
て
い
る
。

柄
頭
に
は
径
二
・
七
セ
ン
チ
の
菊
座
が
認
め
ら
れ
、
璃
目
孔
は
鋏
び
て
貫
通
し
て

い
な
い
。
鰐
は
狭
長
倒
卵
形
の
喰
出
鍔
で
あ
り
、
柄
縁
金
具
が
銃
着
し
て
い
る
。

こ
の
蕨
手
刀
も
菊
座
の
文
様
が
不
明
な
程
表
面
が
錫
化
し
て
い
る
が
、
保
存
は
良

好
で
あ
る
。

臼

刀

子

刀
子
は
二
日
出
土
し
、
一
は
完
形
で
あ
り
、
全
長
一
五
・
四
セ
ン
チ
、
茎
部
五

・
八
セ
ン
チ
、
刃
部
九
・
六
セ
ン
チ
、
幅
約
一
・
五
セ
ン
チ
で
表
面
が
鋳
化
し
て

い
る
が
、
保
存
は
良
好
で
あ
る
。
中
央
部
に
鞘
を
覆
つ
た
と
思
お
れ
る
樹
皮
巻
の

遺
残
ら
し
き
も
の
が
鋸
着
し
て
い
る
。

刀
子
の
他
の
も
の
は
刃
部
の
中
央
よ
り
先
端
を
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
存
部
九

・
二
セ
ン
チ
、
茎
部
約
五
・
五
セ
ン
チ
、
刃
部
は
約
三
・
七
セ
ン
チ
を
残
す
の
み

で
あ
る
。
関
附
近
で
折
れ
て
い
て
、
し
か
も
鋳
化
席
に
災
さ
れ
て
こ
の
部
分
で
鸞

曲
し
て
い
る
が
、
ほ
ゞ
前
述
の
刀
子
と
同
様
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈲

輔
尾
金
具
残
片

鉄
製
輔
尾
金
具
残
片
で
あ
る
が
、
現
存
の
長
さ
十
セ
ン
チ
、
幅
は
推
定
四
セ
ン

チ
前
後
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
鞄
屋
金
具
は
ど
の
刀
と
組
合
う
も
の

か
は
そ
の
出
土
位
置
が
離
れ
て
い
た
為
に
知
り
得
な
か
っ
た
。

㊥

不
明
棒
状
鉄
器
残
片

現
存
長
一
一
・
三
セ
ン
チ
、
断
面
円
形
の
棒
状
品
で
あ
る
が
、
や
ゝ
攣
曲
し
て

い
る
点
が
特
徴
と
さ
れ
る
が
、
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

㈱

ガ
ラ
ス
小
玉

ガ
ラ
ス
小
玉
三
個
は
直
径
一
̃
一
・
二
セ
ン
チ
の
比
較
的
大
形
の
も
の
で
あ

り
、
暗
青
色
を
呈
し
て
い
る
。

第
二
一
号
墳
(
写
真
1
4
̃
2
0
)

一 間 ニ



第
二
一
号
境
は
第
二
〇
号
韻
の
北
、
一
五
メ
ー
ト
ル
、
三
本
の
峠
道
の
交
叉
点
上

に
位
置
し
て
い
る
。
墳
丘
は
積
石
を
露
出
し
て
お
り
、
南
北
四
・
四
メ
ー
ト
ル
、

東
西
三
・
二
メ
ー
ト
ル
の
梯
形
状
の
平
面
を
な
し
、
南
北
稜
線
が
高
く
な
っ
て
い

て
、
水
田
面
よ
り
八
五
セ
ン
チ
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
墳
丘
も
比
較
的
保
存
の
良
好

な
石
室
が
存
在
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
積
石
上
部
の
調
査
を

進
め
る
に
従
っ
て
、
か
な
り
撹
乱
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、
南
半

部
の
積
石
は
全
く
乱
さ
れ
、
積
石
の
間
か
ら
瀬
戸
物
破
片
や
土
玉
が
発
見
さ
れ
、

盗
掘
と
破
壊
の
厄
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
石
室

北
半
部
に
お
い
て
は
墳
頂
下
四
〇
セ
ン
チ
位
に
長
棉
円
形
の
天
井
石
二
伸
が
存
在

し
、
こ
の
附
近
で
は
側
壁
も
約
二
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
が
原
形
を
止
め
て
い
た
。

石
室
は
、
北
半
部
の
小
口
積
側
壁
の
遺
存
部
分
は
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、

南
半
部
の
撹
乱
さ
れ
た
礫
叛
の
範
囲
か
ら
推
定
し
て
長
さ
約
三
・
三
メ
ー
ト
ル
前

後
、
幅
は
北
側
で
四
〇
セ
ン
チ
、
中
央
部
で
六
〇
セ
ン
チ
程
度
で
あ
る
。
高
さ
は

天
井
石
遺
布
部
で
約
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
石
室
側
壁
に
は
石
室
北
端
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
の
所
に
立
石
が
東
西
に
相
対
し
て
認
め
ら
れ
、
こ
の
立
石
の
上
に
天
井

石
の
一
個
が
架
橋
さ
れ
て
い
た
。
立
石
間
の
石
室
底
面
に
は
二
個
の
河
原
石
を
配

し
て
仕
切
石
と
し
て
い
た
。
石
室
底
部
に
は
一
面
に
礫
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
下
部
か
ら
木
炭
が
少
量
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
南
半
部
は
礫
敷
の
下
部

ま
で
撹
乱
を
受
け
て
い
る
為
、
詳
し
い
こ
と
は
知
り
得
な
か
っ
た
。
石
室
の
方
位

は
N
一
三
度
W
で
あ
る
。

遺
物
は
主
と
し
て
石
室
内
の
礫
敷
上
面
か
ら
出
土
、
刀
子
は
二
日
と
も
仕
切
石

の
南
北
か
ら
出
土
し
、
練
玉
は
礫
敷
上
に
散
在
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
練
玉
の

若
干
は
、
南
半
部
の
撹
乱
積
石
の
間
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
出
土
状
態
に
お
い

て
原
位
置
を
止
め
る
も
の
は
仕
切
石
附
近
の
一
部
を
除
い
て
殆
ん
ど
な
か
つ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

周
堕
の
調
査
は
こ
の
第
二
一
号
境
に
お
い
て
最
初
に
試
み
ら
れ
、
そ
の
平
面
形

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
局
限
は
東
西
内
径
八
メ
ー
ト
ル
、
外
径
一
一
・
四
メ
ー
ト
ル

最
大
限
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
最
小
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
最
大
で
現
地
表
下

一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
勿
論
、
深
さ
を
除
い
た
他
の
数
値
は
、
現
地
表
面
下

五
〇
セ
ン
チ
前
後
の
黄
褐
色
粘
土
層
の
上
部
で
明
瞭
と
な
っ
た
暖
を
測
定
し
た
結

果
で
あ
る
が
、
睦
の
上
線
が
ど
の
程
度
の
も
の
と
な
る
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
陵
の
平
面
形
は
円
形
で
あ
る
が
、
石
室
南
方
で
は
黄
褐
色
粘
土
層
に
腺

の
連
続
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
約
三
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
絶
ち
切
れ
て
い

た
。
こ
の
部
分
は
他
の
古
墳
の
睦
に
お
い
て
も
絶
ち
切
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

た
の
で
、
こ
の
様
な
平
面
形
が
五
条
丸
古
墳
群
の
陸
の
基
本
形
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
陸
の
幅
、
深
さ
は
多
少
前
後
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
石
室
の
東
西

に
お
い
て
は
幅
広
く
、
深
く
、
石
室
北
部
で
は
幅
狐
で
浅
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な

傾
向
も
他
の
例
で
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
陸
を
営
む
上
で
の
共

通
の
性
格
と
考
え
ら
れ
る
。
隈
の
南
端
は
次
第
に
深
さ
を
減
じ
て
消
滅
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
陸
を
掘
り
上
げ
た
土
は
恐
ら
く
積
石
を
讃
う
盛
土
と
し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
盛
土
を
し
た
墳
丘
は
見
当
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
陸
か
ら
掘
り
上
げ
ら
れ
た
黄
褐
色
粘
土
が
、
再
び
陸
の
拙
没
土
層
の

間
に
間
層
と
し
て
流
入
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
そ
の
流
入
す
る
条
件
を
考
慮

す
れ
ば
墳
丘
盛
土
と
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
推
定
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
よ
う
に
し
て
築
造
さ
れ
た
墳
丘
も
、
盛
土
の
性
質
上
比
較
的
早
く
に
再
び
低
位

の
蝮
に
流
入
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
は
降
魔
の
土
層
を
検
討
し
た

一星間 ニ



結
果
、
深
い
個
所
で
は
泥
質
を
帯
び
る
も
の
が
あ
る
が
、
概
し
て
そ
の
よ
う
な
傾

向
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
空
陸
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

第
二
一
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

刀

子

不

明

鉄

片

0

刀
子
(
第
了
図
)

刀
子
二
は
ロ
出
土
し
て
お
り
、

1
は
全
長
二
〇
・
五
セ
ン
チ
刀
部
一
五
セ
ン
チ

茎
部
五
・
五
セ
ン
チ
幅
中
央
で
一
八
セ
ン
チ
、
柄
元
に
幅
五
ミ
リ
の
金
具
を
遺
存

し
て
い
る
。
茎
部
片
面
に
は
木
質
の
銃
着
が
認
め
ら
れ
る
。
2
は
全
長
一
五
セ
ン

チ
刀
部
九
・
五
セ
ン
チ
、
茎
部
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
中
央
部
で
一
セ
ン
チ
、
関
都

か
ら
茎
部
が
若
干
反
っ
て
い
る
。
共
に
か
な
り
錫
化
し
て
い
る
。

0

不
明
鉄
片
(
第
了
図
)

一
見
錫
茎
部
様
の
現
存
長
二
∴
ハ
セ
ン
チ
の
棒
状
断
片
で
あ
る
が
、
二
本
の
細

い
鉄
棒
を
振
り
合
せ
た
も
の
と
観
察
さ
れ
、
小
断
片
の
為
、
何
の
断
片
で
あ
る
か

ば
知
り
得
な
か
っ
た
。

白

土

玉

こ
の
古
墳
か
ら
は
土
玉
以
外
の
玉
類
は
出
土
し
な
か
つ
た
。
土
玉
は
粘
土
で
径

六
-
一
〇
、
、
、
り
の
小
玉
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
孔
を
あ
け
表
面
に
黒
漆
様
の
も
の
を

塗
っ
た
も
の
で
総
数
五
五
個
発
見
さ
れ
た
。

第
二
二
号
墳
(
写
真
2
 
1
̃
2
 
6
)

本
塩
の
位
置
は
調
査
古
墳
群
の
北
都
、
水
田
の
壷
暗
部
に
あ
り
、
第
二
〇
号
接

の
西
に
所
在
す
る
。
第
一
次
調
査
時
の
墳
丘
の
現
状
は
東
西
径
三
メ
ー
ト
ル
七
五

セ
ン
チ
、
南
北
三
メ
ー
ト
ル
六
五
セ
ン
チ
の
不
整
の
下
万
上
円
形
に
河
原
石
を
利

用
し
た
輩
石
が
つ
ま
れ
、
そ
の
高
さ
は
現
地
表
面
か
ら
七
五
セ
ン
チ
、
墳
丘
上
に

は
珪
石
が
露
出
し
、
ま
た
一
〇
セ
ン
チ
程
に
土
が
雄
積
し
て
い
る
。

崩
潰
し
て
い
る
計
石
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
、
墳
丘
の
中
心
か
ら
や
や
西
よ
り
に

河
原
石
で
長
方
形
に
つ
ま
れ
た
石
室
が
発
見
さ
れ
た
。
石
室
は
内
法
寸
法
で
、
長

さ
二
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部
で
四
四
セ
ン
チ
、
中
央
部
で
三
一
セ
ン

チ
、
南
部
で
四
六
セ
ン
チ
、
床
面
よ
り
の
高
さ
五
八
セ
ン
チ
。
石
室
の
主
軸
は
磁

北
か
ら
一
三
度
三
〇
分
西
。
墳
丘
上
部
の
珪
石
が
崩
潰
し
て
い
た
た
め
天
井
石
の

詳
細
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
河
原
石
で
つ
ま
れ
た
北
壁
(
奥
壁

)
の
中
央
に
は
高
さ
四
七
セ
ン
チ
、
幅
二
五
セ
ン
チ
の
一
個
の
大
形
な
石
が
た
て

ら
れ
て
い
た
。
東
と
西
の
側
壁
は
河
原
石
を
小
口
積
に
し
、
八
個
の
支
石
が
四
対

ほ
ぼ
対
称
的
に
東
西
両
壁
に
た
て
ら
れ
て
お
り
、
東
壁
の
支
石
の
位
置
は
北
壁
よ

り
六
五
セ
ン
チ
、
六
五
セ
ン
チ
、
六
五
セ
ン
チ
、
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
の
間

隔
で
、
四
壁
の
そ
れ
は
七
〇
セ
ン
チ
:
八
〇
セ
ン
チ
、
七
〇
セ
ン
チ
、
一
メ
ー
ト

ル
で
、
最
南
部
の
一
対
の
支
石
は
南
壁
中
に
所
在
し
て
い
た
。
床
面
に
は
木
炭
細

片
を
含
む
厚
さ
二
〇
セ
ン
チ
の
礫
層
が
あ
り
、
そ
の
間
に
北
壁
よ
り
二
メ
ー
ト
ル

南
に
一
個
の
仕
切
石
が
あ
る
。
ま
た
表
門
部
と
み
ら
れ
る
両
壁
は
高
さ
五
五
セ
ン

チ
、
幅
三
三
セ
ン
チ
の
一
個
の
大
き
な
石
が
た
て
ら
九
、
前
に
の
べ
た
最
南
部
の

支
石
が
そ
の
東
西
両
側
壁
に
所
在
し
、
そ
の
間
隙
を
石
室
内
側
の
も
の
は
横
積
に

外
側
の
も
の
は
小
口
積
に
、
河
原
石
を
積
重
ね
て
閉
塞
し
て
い
る
。
表
門
部
か
ら
つ

つ
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
南
の
張
出
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
三
朋
潰
さ
れ
て
し
ま

こ旺題国王



つ
た
も
の
か
、
そ
の
痕
跡
は
明
瞭
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
墳
丘
中
央
部
を
中
心
に
し
て
墳
丘
を
磁
北
に
沿
う
て
東
、
西
、
南
、
北
の

四
方
向
に
各
々
長
さ
四
メ
ー
ト
ル

(
但
、
西
の
ト
レ
ン
チ
は
五
メ
ー
ト
ル
)
、
幅

六
〇
セ
ン
チ
、
現
地
表
面
か
ら
の
深
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
周
陸
探
索
の
ト
レ
ン
チ
を

い
れ
た
。
墳
丘
中
心
部
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
地
点
に
黄
褐
色
粘
土
の
地
山
の

間
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
挽
打
黒
褐
色
土
が
発
見
さ
れ
た
。
他
の
例
と
同
様
に

局
限
跡
の
一
部
で
あ
る
。
念
の
た
め
東
の
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
そ
の
撹
揮
黒
褐
色

土
を
東
西
に
切
断
し
て
み
た
。
そ
の
挽
拝
黒
褐
色
土
の
断
面
は
ゆ
る
や
か
な
V
宇

状
を
な
し
、
も
っ
と
も
厚
い
と
こ
ろ
で
四
〇
セ
ン
チ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
周
陸
を
全

掘
し
た
第
二
一
号
境
の
局
限
の
断
面
形
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
南
の
ト
レ
ン
チ

か
ら
は
周
陸
の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
も
第
二
一
号
項
の
例
と

こ
れ
ま
た
同
一
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
周
隈
の
南
部
(
石
室
の
前
面
)
は
浅
く
、

地
山
の
黄
褐
色
粘
土
に
達
し
な
い
ほ
ど
の
深
さ
に
掘
ら
れ
た
う
た
が
い
も
あ
る
。

局
限
の
東
西
径
は
、
東
側
の
醒
跡
の
西
へ
り
(
内
は
)
か
ら
西
側
の
陳
跡
の
東
へ

り
(
内
は
)
ま
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
一
五
セ
ン
チ
(
墳
丘
中
心
部
よ
り
東
へ
は
四
メ

ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
西
へ
は
五
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
)
。
北
は
石
室
の
北
壁

か
ら
北
側
の
陸
跡
の
南
へ
り
(
内
は
)
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
(
墳
丘
中

心
部
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
八
五
セ
ン
チ
)
で
あ
っ
た
。
そ
の
陸
の
幅
は
東
側
で
一
メ

ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
、
西
で
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
北
で
七
五
セ
ン
チ
あ
っ

た
。出

土
遺
物
は
西
側
の
側
壁
中
央
部
、
北
か
ら
二
番
目
の
支
石
の
下
の
床
面
か
ら

鉄
刀
一
個
、
把
を
南
、
刀
方
を
東
む
き
に
、
鋳
化
し
て
い
た
が
、
ほ
ぼ
完
全
に
近

い
状
態
で
、
そ
の
東
南
部
の
床
面
の
石
間
か
ら
は
刀
子
二
伸
、
錬
鉄
一
個
と
を
発

見
し
た
ほ
か
、
床
面
に
は
木
炭
細
片
が
散
在
し
て
い
た
。

鉄
刀
の
刀
身
は
茎
先
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
残
存
部
分
で
の
全
長
は
五
三
セ
ン

チ
、
う
ち
刀
の
長
さ
は
四
セ
ン
チ
五
ミ
リ
の
両
刀
、
刀
背
方
向
に
弱
い
反
り
が
あ
る

が
愚
図
し
て
附
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
鋸
化
の
た
め
お
よ
そ
で
は
あ
る
が
、
身

の
幅
は
四
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
厚
さ
一
セ
ン
チ
、
角
苗
の
手
法
に
よ
る
二
等
辺
三
角

形
の
断
面
と
み
ら
れ
る
。
関
都
は
銃
化
で
不
明
。
茎
三
ミ
リ
の
目
針
孔
一
個
が

あ
り
目
釘
も
存
す
る
。
完
存
し
て
い
な
い
の
で
径
の
長
さ
は
不
明
。
断
面
は
茎

幅
三
七
ソ
チ
六
ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
強
の
方
形
。
外
装
の
う
ち
、
輪
郭
は
輔
口
金

具
、
足
金
具
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
ほ
か
は
、
鍔
、
責
金
具
、
輔
尻
金
具
、
軸
木
に

つ
い
て
は
鋸
化
の
た
め
不
明
。
輔
口
金
具
は
五
ミ
リ
幅
の
鐘
が
前
後
に
二
鎮
あ

る
。
あ
る
い
は
喰
出
鍔
の
一
部
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
断
面
は
背
部
に
す
ぼ

ま
っ
た
卵
形
で
、
縦
の
長
さ
六
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
幅
は
二
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
厚
さ

四
ミ
リ
。
足
金
具
は
一
の
足
、
二
の
足
と
も
に
存
し
、
一
の
足
は
輔
口
金
具
よ
り

七
セ
ン
チ
五
ミ
リ
の
位
置
で
五
ミ
リ
幅
の
銭
が
二
セ
ン
チ
強
の
間
隔
で
前
後
に
二

鐘
あ
り
背
部
山
形
の
詳
細
は
錫
化
で
不
明
。
縦
長
六
セ
ン
チ
八
ミ
リ
、
幅
二
セ
ン

チ
、
厚
さ
三
ミ
リ
。
二
の
足
は
一
の
足
よ
り
六
セ
ン
チ
五
ミ
リ
の
と
こ
ろ
に
一
の

足
と
ほ
ほ
同
一
形
態
に
あ
り
、
山
形
に
は
長
さ
二
セ
ン
チ
、
幅
三
ミ
リ
強
の
方
孔

が
あ
っ
た
。

縦
長
、
幅
は
欠
損
し
て
不
明
、
厚
さ
三
、
、
、
り
弱
。
把
に
つ
い
て
は
欠
除
せ
る
た
め

一
切
不
明
。

刀
子
の
一
は
茎
の
大
部
分
を
欠
失
す
る
が
身
部
を
遺
存
し
、
現
長
で
一
二
セ
ン

チ
二
、
、
リ
、
う
ち
身
の
長
さ
一
〇
セ
ン
チ
六
ミ
リ
強
、
刀
背
方
向
に
反
り
が
あ

り
、
そ
の
カ
ー
ブ
は
刀
の
方
向
と
一
致
し
て
い
る
。
身
幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
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リ
弱
と
測
れ
る
ほ
か
は
鋸
化
の
た
め
不
詳
。

他
の
一
つ
は
身
部
残
片
で
長
さ
六
セ
ン
チ
弱
、
幅
は
一
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
厚
さ

五
ミ
リ
強
で
、
鋸
化
の
た
め
詳
細
は
不
明
。

鉄
鎌
は
身
の
大
半
を
存
し
て
い
る
が
、
茎
と
過
剰
の
一
部
を
欠
失
。
刀
線
に
角

が
あ
っ
て
そ
の
平
面
形
は
五
角
形
を
呈
し
て
い
る
有
茎
平
板
の
錫
で
陽
扶
が
あ

る
。
残
存
で
の
総
長
九
セ
ン
チ
三
ミ
リ
強
、
身
の
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
二
セ
ン
チ

五
ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
の
楠
田
に
ち
か
い
長
方
形
の
断
面
に
は
鏑
は
み
え
な
い
。

逆
刺
は
明
瞭
に
存
す
る
。
鋸
化
の
た
め
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
不
明
。

第
〇
三
一
号
墳
(
写
真
2
7
̃
3
 
1
)

第
二
三
号
項
は
二
二
号
損
の
北
二
一
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
水
田
の
睦
畔
交
叉

点
上
に
存
在
す
る
。
こ
の
辺
か
五
条
丸
古
墳
群
の
ほ
ゞ
北
端
に
当
る
。
調
査
前
は

一
辺
三
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
正
三
角
形
状
プ
ラ
ン
を
有
し
、
高
さ
六
〇
セ
ン
チ

程
度
の
右
横
で
あ
っ
た
。
右
横
の
規
模
が
小
形
で
あ
っ
た
の
で
、
調
査
は
右
横
外

の
発
掘
を
も
行
つ
た
が
、
石
室
の
遺
構
は
右
横
下
に
遺
存
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

右
横
の
上
部
を
調
べ
な
が
ら
除
去
し
て
い
つ
た
結
果
、
石
室
は
前
半
部
を
残
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
石
室
中
に
上
部
か
ら
河
原
石
が
陥
入
し
て
い
る
状
態

が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
賄
大
し
た
部
分
に
お
い
て
は
床
面
に
特
に
径
五
セ

ン
チ
前
後
の
石
が
密
集
し
て
い
る
の
か
注
目
さ
れ
た
。

石
室
は
現
存
の
南
半
部
長
さ
一
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
前
後
、
高
さ

は
西
壁
で
約
五
〇
セ
ン
チ
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
石
室
の
長
さ
は
、
現

存
部
の
礫
敷
北
方
に
も
僅
か
に
礫
の
散
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
二
・
四
メ
ー
ト
ル
は
た
ど
れ
る
こ
と
に
な
る
。
側
壁
に
は
西
壁
に
顕
著

な
立
石
が
あ
り
、
石
室
南
端
西
壁
に
も
立
石
の
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の

間
に
小
口
積
に
河
原
石
が
積
ま
れ
て
い
る
。
石
室
底
面
は
一
面
に
石
が
敷
か
れ
、

そ
の
厚
さ
は
一
〇
セ
ン
チ
前
後
に
及
ん
で
い
る
。
調
査
の
終
末
に
こ
の
石
室
の
一

部
を
更
に
詳
細
に
検
討
し
た
が
、
そ
の
際
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
石
室
の
内
部
に
向

つ
て
側
壁
積
石
の
傾
斜
が
認
め
ら
れ
、
石
室
構
築
に
先
立
っ
て
地
面
を
若
干
掘
り

下
げ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
又
、
側
壁
最
下
段
の
積
石
底
面
と
轢
数
の
下
部

と
は
ほ
ゞ
同
一
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
立
石
は
そ
れ
ら
よ
り
も
更
に
深
く
埋
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
側
壁
の
河
原
右
の
配
列
も
、
主
軸
に
対
し
て
直
角
に

小
口
を
揃
え
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
外
側
の
河
原
石
は
そ
れ
と
は
逆
に
主

軸
に
平
行
し
て
積
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

遺
物
は
石
室
南
端
で
柄
頭
を
南
西
に
向
け
、
刀
部
を
石
室
内
部
に
向
け
て
蕨
手

刀
一
口
が
出
土
し
、
玉
類
は
そ
の
周
囲
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た
。
特
に
、
玉
類

で
は
ガ
ラ
ス
小
玉
が
東
側
に
多
く
、
土
玉
か
西
側
に
多
く
出
土
し
た
の
が
注
目
さ

れ
た
。

局
限
は
東
西
北
の
三
方
向
で
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
調
査
し
た
結
果
、
夫
々
で
土

層
の
変
化
を
認
め
、
周
陸
の
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

内
径
約
七
メ
ー
ト
ル
で
、
東
北
で
は
限
幅
は
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
西
で

は
僅
か
に
三
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
石
室
南
方
に
は
周
陸
が
め
ぐ
っ
て
い
な
い
こ

と
が
知
ら
れ
た
の
で
そ
の
部
分
は
調
査
を
省
略
し
た
。

第
二
三
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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0

蕨
手
刀

鋏
化
が
甚
し
い
が
、
全
長
五
六
・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
部
四
三
・
五
セ
ン
チ
、
柄

部
一
三
セ
ン
チ
、
関
近
く
で
幅
四
・
五
セ
ン
チ
を
測
り
、
刀
身
先
端
に
近
く
な
る

に
従
い
幅
荻
と
な
っ
て
い
る
。
柄
部
の
錫
化
は
特
に
ひ
ど
く
、
柄
頭
の
箱
庭
も
見

出
せ
な
い
。
鍔
は
喰
出
鍔
で
、
一
の
足
の
足
金
具
は
連
環
式
で
あ
る
が
、
二
の
足

の
も
の
は
一
方
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
連
環
式
の
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
刀
身
先
端
に
は
鞘
尾
金
具
の
一
部
が
ゆ
が
ん
で
附

着
し
て
い
る
。
刀
身
は
折
れ
口
の
観
察
に
よ
れ
ば
合
せ
鍛
え
で
あ
り
、
断
面
に
一

ミ
リ
前
後
の
空
隙
を
有
し
て
い
る
。
な
お
、
刀
身
部
に
は
輔
木
の
錫
着
が
比
較
的

良
く
認
め
ら
れ
る
。

臼

ガ
ラ
ス
小
玉

ガ
ラ
ス
小
玉
は
三
-
一
三
耗
程
度
の
径
を
有
し
、
大
き
目
の
も
の
は
暗
青
色
で

あ
る
が
、
径
三
種
の
小
形
の
も
の
に
は
線
色
を
帯
び
る
も
の
が
あ
る
。
五
三
個
出

土
し
て
い
る
。

臼

土

玉

土
玉
は
総
数
七
一
個
あ
り
、
径
七
ミ
リ
か
ら
一
一
ミ
リ
種
皮
の
も
の
で
あ
る
。

中
に
は
表
面
が
滑
沢
で
、
黒
色
漆
塗
の
痕
跡
を
明
瞭
に
止
め
て
い
る
も
の
も
あ

る
。

第
二
四
号
墳
(
写
巽
3
2
̃
3
3
)

本
項
は
調
査
古
墳
群
の
西
北
端
の
水
田
の
畦
畔
部
に
位
置
し
、
第
二
二
号
境
の

西
に
あ
る
。
第
一
次
調
査
時
の
墳
丘
は
東
西
径
三
メ
ー
ト
ル
〇
五
セ
ン
チ
、
南
北

径
二
メ
ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
の
不
整
の
菱
形
で
、
河
原
石
を
使
用
し
た
珪
石
が
現

地
表
面
よ
り
五
五
セ
ン
チ
の
高
さ
に
残
存
し
て
お
り
、
墳
丘
上
に
は
計
石
が
蕗
出

し
、
ま
た
二
〇
セ
ン
チ
程
に
土
の
雄
積
が
あ
る
現
状
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
埴
積
上
と
崩
潰
し
て
い
る
珪
石
を
除
去
し
た
と
こ
ろ
た
ゞ
ち
に
、
な
か

は
崩
潰
し
て
い
る
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見
さ
れ
た
石
室
は
河
原
石
を
小

口
積
に
し
た
東
西
の
両
側
壁
基
底
部
を
わ
ず
か
に
存
し
て
い
る
。
東
壁
は
残
存
部

で
の
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
床
面
よ
り
の
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
、
西
の
そ

れ
は
五
〇
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
長
さ
で
、
床
面
よ
り
の
高
さ
も
二
〇
セ
ン
チ
、

そ
の
両
側
壁
の
幅
は
五
〇
セ
ン
チ
、
石
室
の
主
軸
は
磁
北
か
ら
三
六
度
三
〇
分

西
。
床
面
に
は
木
炭
細
片
を
含
む
一
五
セ
ン
チ
程
の
礫
層
が
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
崩
演
の
た
め
一
切
不
明
で
あ
る
。

局
限
に
つ
い
て
は
時
間
的
関
係
か
ら
発
掘
せ
ず
に
お
え
た
。

出
土
遺
物
は
床
面
の
陸
間
よ
り
勾
玉
三
伯
、
切
子
玉
一
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
二

五
個
を
え
た
の
み
で
あ
る
。

第
二
五
・
二
六
号

遺
跡
台
帳
作
製
の
際
第
二
五
・
二
六
号
横
と
命
名
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
五
条

丸
古
墳
群
の
西
端
に
位
置
し
、
農
道
下
に
存
在
す
る
積
石
群
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は

か
つ
て
馬
車
道
と
し
て
使
用
さ
れ
た
由
で
あ
り
、
多
数
の
河
原
石
が
あ
た
か
も
二

基
の
古
墳
墳
丘
状
に
積
ま
れ
て
い
た
の
で
調
査
し
た
。
表
面
の
黒
色
腐
植
土
を
除

去
し
て
調
査
し
た
結
果
、
こ
の
二
つ
の
積
石
群
は
東
西
方
向
に
長
く
つ
ゞ
く
も
の

で
、
長
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
・
五
-
三
メ
ー
ト
ル
の
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
長
軸
の
方
位
は
他
の
古
墳
の
方
位
と
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
又
、
積
石
中
か
ら
は
瀬
戸
物
破
片
等
が
出
土
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も

=旺菓∃



の
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
後
世
農
道
の
傾
斜
を
埋
め
る
為
に
近
隣
の
墳
丘
積
石

を
運
ん
で
築
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
か
な
り
ほ
う
大
な
積
石
群

で
あ
る
点
か
ら
、
石
室
を
内
部
に
包
含
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
の
で
、

一
応
積
右
上
部
を
除
去
し
、
後
、
更
に
長
軸
よ
り
南
側
の
積
石
を
除
去
し
て
調
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
東
南
部
で
長
さ
一
・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
一
列
の
小
口
を
揃
え
て

並
べ
ら
れ
た
右
列
が
発
見
さ
れ
、
石
室
側
壁
の
基
底
部
か
と
疑
わ
れ
た
。
け
れ
ど

も
そ
の
方
位
は
他
の
古
墳
石
室
と
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
東
西
方
向
を

示
し
て
お
り
、
か
つ
、
農
道
の
縁
辺
部
に
配
さ
れ
た
土
留
石
と
目
さ
れ
る
節
も
あ

っ
て
、
石
室
の
遺
残
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
積
石
群
は
大
き
な

も
の
で
は
あ
つ
た
が
、
以
上
の
結
果
か
ら
古
墳
と
は
全
く
無
関
係
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
た
。

遺
物
も
瀬
戸
物
破
片
以
外
は
何
ら
出
土
し
て
い
な
い
。

第
二
七
号
墳

第
二
七
号
蝶
は
五
条
丸
古
墳
群
の
西
端
に
位
置
し
、
第
二
五
・
第
二
六
号
積
石

と
命
名
し
た
積
石
群
の
南
西
の
水
田
と
畑
の
間
の
傾
斜
し
た
草
地
に
存
在
す
る
。

こ
ゝ
は
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
河
原
石
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
調
査
を

行
な
っ
た
。
発
掘
の
結
果
、
河
原
石
は
東
北
か
ら
南
西
方
向
に
長
日
に
発
見
さ

れ
、
長
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
奥
の
立
石
か
と
思

わ
れ
る
立
石
が
一
個
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
河
原
石
棺
は
極
め
て
乱
雑
に
出
土

し
、
こ
れ
自
体
か
ら
石
室
の
形
を
考
え
る
こ
と
は
無
理
と
判
断
さ
れ
た
。
遺
物
の

出
土
も
全
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
二
八
号

遺
物
台
帳
に
第
二
八
号
墳
と
あ
る
も
の
は
地
上
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の

盛
土
が
あ
る
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
内
部
に
積
石
が
な
い
の
で
古
墳
と
認
め

る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
二
九
号
墳
(
写
真
3
4
̃
3
 
5
)

本
項
は
調
査
古
墳
群
の
西
南
端
の
畑
地
に
位
置
し
、
第
一
次
調
査
時
に
は
桑
の

木
が
は
え
て
い
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
珪
石
と
思
わ
れ
る
河

原
石
群
を
発
見
し
、
そ
れ
を
手
か
か
り
と
し
て
東
西
径
九
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン

チ
、
南
北
径
七
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
の
不
整
円
形
の
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
そ
の

す
べ
て
を
発
掘
し
た
。

本
接
は
現
地
表
面
下
四
〇
セ
ン
チ
で
東
西
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
メ
ー
ト
ル
と

い
う
ざ
わ
め
て
大
形
の
乱
雑
な
不
整
隅
丸
方
形
の
石
積
で
あ
り
:
て
の
東
北
部
だ

け
は
他
の
面
よ
り
二
五
セ
ン
チ
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
高
く
、
河
原
石
の
長
軸
東
西
方

向
に
む
け
て
三
、
四
列
ず
つ
整
然
と
南
北
に
な
ら
べ
ら
れ
た
河
原
石
群
が
あ
る
。

こ
の
河
原
石
群
は
一
重
だ
け
で
あ
っ
て
そ
の
下
は
挽
拝
さ
れ
た
黒
褐
色
土
と
乱
積

の
河
原
石
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
古
墳
と
認
定
で
き
る
確
証
に
と
は
し
い
の
で
、
そ
の

乱
雑
な
右
横
を
除
去
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
除
去
し
た
結
果
、
右
横
の
下
に
は

薄
い
撹
拝
黒
褐
色
土
が
あ
り
、
そ
の
下
は
黄
褐
色
粘
土
の
地
山
に
達
す
る
。
右
横

中
央
部
の
薄
い
撹
揮
黒
褐
色
土
中
か
ら
は
人
骨
の
碓
片
が
四
カ
所
、
集
中
的
に
発

見
さ
れ
、
ま
た
人
骨
片
発
見
地
点
を
中
心
に
し
て
径
五
メ
ー
ト
ル
不
整
円
形
の
外

周
に
撹
拝
黒
褐
色
土
の
落
込
が
認
め
ら
れ
た
。
落
込
の
幅
は
一
メ
ー
ト
ル
前
後
、

深
さ
は
二
〇
セ
ン
チ
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
程
度
で
あ
る
。

星案聞萱星



こ
れ
は
古
墳
の
周
陸
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
に
こ
の
ト
レ
ン
チ
の
ほ
ほ
中

央
部
を
長
く
東
西
に
わ
た
っ
て
地
山
へ
の
切
込
具
合
を
断
面
に
よ
っ
て
判
断
す
る

こ
と
と
し
た
。
断
面
は
右
横
の
中
央
部
(
人
骨
片
発
見
地
点
と
略
同
一
)
を
中
高

に
、
東
と
西
と
に
次
第
に
深
く
な
る
。
全
体
的
に
み
れ
ば
山
形
の
レ
ン
ズ
状
の
断

面
を
呈
す
る
。
そ
の
両
端
に
陸
跡
の
落
込
部
分
が
さ
ら
に
ゆ
る
や
か
な
V
字
状
に

深
く
な
っ
て
い
る
。

前
に
の
べ
た
よ
う
に
、
河
原
石
の
右
横
状
態
か
ら
は
古
墳
と
判
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
た
だ
人
骨
片
の
出
土
と
、
陳
跡
と
み
ら
れ
る
撹
揮
黒
褐
色
土
の
落

込
、
乱
積
で
は
あ
る
が
お
び
た
だ
し
い
河
原
石
の
存
在
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
古

墳
の
跡
と
考
え
る
の
か
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ト
レ
ン
チ
の
南
へ
り
の
断
面
を
み

る
と
後
世
に
挽
拝
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
黒
褐
色
と
黄
褐
色
の
混
合
土
が
現
地
表
面

ち
か
く
に
ま
で
み
え
て
い
る
の
で
、
本
項
は
築
造
以
後
、
何
人
か
に
よ
っ
て
発
掘
さ

れ
、
乱
雑
な
状
態
に
お
か
れ
た
ま
ま
今
日
に
い
た
っ
て
再
発
掘
さ
れ
た
と
み
る
べ

き
で
あ
る
。
以
上
の
想
定
は
そ
の
右
横
よ
り
近
世
の
陶
土
器
砕
片
の
出
土
に
よ
っ

て
証
明
さ
れ
る
。
た
だ
前
に
記
し
た
本
項
の
東
北
部
の
他
の
面
よ
り
も
二
五
セ
ン

チ
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
高
く
整
然
と
つ
ま
れ
た
河
原
石
群
に
つ
い
て
は
、
築
造
当
時

の
状
態
の
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
と
も
、
後
世
に
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
も
、
一

方
的
に
決
定
で
き
る
材
料
は
な
い
の
で
あ
る
。

出
土
遺
物
は
上
記
の
人
骨
砕
片
と
近
世
の
陶
土
器
砕
片
の
ほ
か
に
若
干
の
須
恵

破
片
だ
け
で
あ
る
。

第
三
〇
号
墳
(
写
真
3
 
6
̃
3
 
7
)

第
三
〇
号
韻
は
第
二
一
号
境
と
第
二
三
号
境
の
水
田
畦
畔
の
交
叉
点
に
位
置

す
る
。
第
三
〇
号
墳
以
下
は
遺
物
台
帳
作
製
の
際
に
気
付
か
れ
ず
今
回
の
調
査
に

よ
っ
て
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
墳
丘
は
周
縁
を
削
ら
れ
て
四
×

四
×
二
・
五
メ
ー
ト
ル
程
の
不
整
三
角
形
状
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
仁
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
高
さ
は
最
南
部
で
水
田
面
よ
り
四
〇
セ
ン
チ
程
度
で
あ
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
こ
の
古
墳
の
石
室
底
面
は
ほ
ゞ
完
全
に
遺
存
し
て
い
た
が
、
南

半
部
は
最
下
段
の
積
石
の
み
が
残
っ
て
い
る
。
北
半
部
は
比
較
的
保
存
が
良
好
で

あ
り
、
天
井
部
に
わ
た
さ
れ
た
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
の
長
石
も
蔦
構
さ
れ
た
ま
ま
発

見
さ
れ
た
。
石
室
は
長
さ
二
・
九
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
北
端
が
乱
さ
れ
て
お

り
、
他
の
石
室
に
お
け
る
よ
う
な
北
壁
の
立
石
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
正
確
に

は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
は
ゞ
三
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き

る
。
石
室
幅
は
南
部
で
は
六
〇
セ
ン
チ
、
北
部
で
は
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石
室
底

部
に
は
一
面
に
礫
が
敷
か
れ
、
中
央
南
寄
り
に
仕
切
石
が
一
個
所
存
在
し
て
い
た
。

石
室
の
方
位
は
N
二
四
度
E
で
あ
る
。
側
壁
の
立
石
は
両
壁
に
お
い
て
五
〇
セ
ン

チ
間
隔
で
三
個
存
在
し
た
が
、
東
壁
で
は
北
端
の
一
個
が
煤
位
置
を
保
っ
て
い
る

以
外
は
崩
れ
て
い
た
。
東
西
両
側
壁
最
下
段
の
積
石
は
礫
数
の
面
よ
り
も
一
五
-

二
五
セ
ン
チ
深
い
個
所
に
据
え
ら
れ
て
い
て
、
石
室
構
築
上
の
順
序
を
推
定
せ
し

め
る
も
の
が
あ
っ
た
。

遺
物
は
、
石
室
南
部
の
礫
敷
上
に
土
玉
が
密
集
し
て
出
土
し
た
。
刀
は
西
壁
寄

り
中
央
に
蕨
手
刀
が
柄
頭
を
南
と
し
、
刀
部
を
内
側
に
し
て
二
折
し
て
出
土
し
、

石
室
北
部
で
も
や
は
り
四
壁
沿
い
に
檀
刀
が
二
日
交
叉
し
て
発
見
さ
れ
た
。

周
蛇
は
東
・
北
・
西
の
三
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
検
出
し
た
が
、
そ
の
結

果
内
径
約
九
メ
ー
ト
ル
、
陸
幅
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
周
隈
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

二
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か
っ
た
。

第
三
〇
号
墳
出
土
の
遺
物
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

直

刀

蕨

手

刀

土

玉

日

直
刀

(
第
1
 
2
図
)

垣
刀
は
二
日
あ
い
、
一
は
全
長
五
八
セ
ン
チ
、
刀
身
部
は
五
〇
セ
ン
チ
前
後
と

思
わ
れ
る
が
、
関
の
部
分
に
礫
が
附
着
銃
化
し
て
い
る
為
に
正
確
に
は
知
り
得
な

い
。
刀
幅
は
中
央
部
で
三
・
八
セ
ン
チ
を
測
る
。

他
は
現
存
長
三
四
セ
ン
チ
の
刀
部
先
端
を
欠
損
し
た
垣
刀
で
あ
り
、
茎
部
一
二

セ
ソ
チ
、
幅
中
央
部
で
三
セ
ン
チ
の
稚
小
形
の
鉄
刀
で
あ
る
。
茎
部
端
よ
り
二
・

五
セ
ン
チ
に
目
釘
が
遺
存
し
て
い
る
。

臼

蕨
手
刀
(
第
1
 
2
図
)

蕨
手
刀
は
全
長
四
六
・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
部
長
三
三
セ
ン
チ
、
柄
部
三
一
・
五

セ
ン
チ
幅
は
関
近
く
で
四
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
刀
身
先
端
に
向
う
に
従
っ
て
次
第

に
幅
狭
と
な
っ
て
い
る
。
柄
頭
は
敵
手
状
を
呈
し
、
菊
座
は
二
・
五
セ
ン
チ
で
そ

の
中
央
に
径
一
セ
ン
チ
の
鳩
目
、
か
あ
る
。
鍔
は
喰
出
鍔
で
あ
り
、
一
の
足
に
連
環

式
足
金
具
が
見
ら
れ
る
が
、
二
の
足
の
金
具
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
刀
身
部
の
折

損
し
た
個
所
の
断
面
観
察
に
よ
る
と
、
刀
身
の
内
部
に
空
隙
が
認
め
ら
れ
、
鉄
板

金
を
折
り
ま
げ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲

土

玉

こ
の
古
墳
か
ら
は
玉
類
と
し
て
は
土
玉
の
み
が
出
土
し
、
総
数
九
七
個
を
数
え

る
。
径
は
六
ミ
リ
か
ら
一
セ
ン
チ
程
度
ま
で
あ
り
、
完
全
な
も
の
に
は
清
沢
の
あ

る
漆
塗
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
〇

第
三
〇
号
墳

第
三
一
号
境
は
第
一
九
号
域
の
北
一
四
メ
ー
ト
ル
の
水
田
瞳
畔
三
叉
状
交
叉
点

に
位
置
し
、
若
干
の
積
石
が
露
出
し
て
い
た
。
こ
の
三
〇
セ
ン
チ
程
の
高
さ
を
有
す

る
積
石
は
農
耕
に
際
し
て
支
障
を
き
た
す
附
近
散
在
の
河
原
石
を
畦
畔
積
上
げ
た

も
の
で
あ
ろ
と
う
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
発
掘
の
結
果
地
表
下
二
〇
セ
ン
チ
に
直

径
三
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
河
原
石
が
発
見
さ
れ
、
礫
も
散
在
し
て
石
室
の
存
在

が
考
え
ら
れ
た
。
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
が
、
石
室
を
具
体
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
程
撹
乱
が
甚
し
い
事
が
知
ら
れ
た
ゞ
げ
で
あ
っ
た
。
遺
物
も
乱
雑
に
積

ま
れ
た
河
原
石
及
び
散
在
す
る
礫
中
か
ら
玉
類
が
数
個
発
見
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い

局
限
に
つ
い
て
は
、
東
西
北
の
三
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
調
査
し
た
。
そ

の
結
果
、
三
方
向
共
に
土
層
の
変
化
が
認
め
ら
れ
、
周
陸
の
存
在
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
周
隈
の
東
西
内
径
は
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
脾
幅
は
一

メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
は
石
室
の
規
模
は
知
り
得
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
河
原
石
が
多
数
存

在
し
、
石
室
底
面
に
敷
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
礫
も
あ
り
、
玉
類
の
出
土
も
あ
る
こ

と
に
加
え
て
局
限
の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
古
墳
の
遺
残
で
あ
る
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

第
三
一
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
小
玉

七

他
の
石
室
か
ら
発
見
さ
れ
る
も
の
と
同
様
の
暗
青
色
の
ガ
ラ
ス
小
玉
で
あ
り
、

径
五
ミ
リ
前
後
で
あ
る
。

「
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第
三
二
号
墳

第
三
二
号
境
は
第
一
九
号
境
と
第
二
〇
号
境
の
間
の
水
田
と
畑
の
境
に
位
置
し

て
お
り
、
墳
丘
の
右
横
は
わ
ず
か
し
か
地
上
に
あ
ら
わ
れ
て
お
ら
な
か
っ
た
。
ボ

ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
こ
の
個
所
に
河
原
石
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
こ

れ
を
発
掘
し
た
。
発
掘
の
結
果
、
地
表
下
に
散
在
す
る
大
部
分
の
河
原
石
は
石
室

と
認
め
難
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
ト
レ
ン
チ
西
方
で
僅
か
に
石
室
ら
し
い
部
分
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
室
は
積
石
最
下
段
の
南
端
一
部
を
遺
存
す
る
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
側
壁
は
東
西
の
七
〇
セ
ン
チ
程
度
と
南
辺
を
残
し
、
石
室
底
面
に
は

轢
敦
が
認
め
ら
れ
た
。
南
壁
は
他
の
例
に
良
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
平
石
は
置
か

れ
ず
底
部
も
小
口
積
と
な
っ
て
い
た
。

遺
物
は
全
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

又
、
周
陸
も
東
西
北
の
三
方
向
で
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
を
行
な
つ
た
が
、
遂

に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
或
い
は
こ
の
古
墳
が
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
て
、
周
陸

も
黄
褐
色
粘
土
層
ま
で
達
し
て
い
な
い
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
確
か
で
は
な
い
。

第
三
三
号
墳

第
三
三
号
項
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
北
寄
り
の
畑
地
睦
に
位
置
し
、
一
辺
三

メ
ー
ト
ル
前
後
、
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
程
度
の
小
墳
丘
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
墳
丘

の
表
土
を
除
去
し
、
河
原
石
の
状
態
を
調
査
し
た
が
、
河
原
石
は
南
北
三
メ
ー
ト

ル
南
端
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
三
角
形
状
を
示
し
、
右
横
の
高
さ
も
四
〇
セ
ン
チ
程
度

に
達
し
て
い
る
が
、
石
室
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
配
列
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、
乱
雑

に
積
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
石
室
底
面
に
敷
か
れ
た
石
の

存
在
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
墳
丘
は
古
墳
と
畑
作
に
支
韓
を
き

た
す
附
近
の
河
原
石
を
こ
の
部
分
に
集
積
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
四
号
墳

第
二
二
号
項
の
南
、
三
三
メ
ー
ト
ル
の
畑
の
中
に
あ
る
。
地
上
に
姿
を
あ
ら
わ

さ
ず
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
に
ょ
つ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
た
。
河
原
石
五
個
と
礫
若

干
を
の
こ
す
の
み
で
石
室
の
原
形
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
三
五
号
墳
(
写
真
3
8
̃
4
 
1
)

第
三
吾
万
頃
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
部
西
南
の
畑
地
に
存
在
し
、
墳
丘
は
全

く
形
を
止
め
て
い
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
応
援
に
き
た
江
釣
子
中
学
生
の
諸
君
の

ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
地
表
下
に
河
原
右
列
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
こ
れ

を
調
査
し
た
。

石
室
は
耕
土
下
二
五
セ
ン
チ
前
後
の
個
所
に
最
下
段
の
積
右
列
を
遺
存
し
て
お

り
、
河
原
石
の
配
列
か
ら
考
え
て
石
室
の
中
央
部
か
ら
北
端
に
か
け
て
残
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
石
室
現
存
部
の
長
さ
は
約
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
北
部
で
四

五
セ
ン
チ
、
南
寄
り
で
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。
石
室
底
部
に
は
礫
敷
が
あ
り
、

仕
切
石
が
一
個
所
存
在
し
て
い
る
。
石
室
の
方
位
は
N
二
度
E
で
あ
っ
た
。
こ
の

古
墳
に
お
い
て
も
石
室
底
部
の
右
列
の
保
存
が
良
好
で
あ
る
為
に
、
下
底
部
に
お

け
る
右
横
の
様
子
が
良
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
他
の
石
室
に
お
け
る
場

合
と
同
様
長
日
の
河
原
石
の
小
口
を
揃
え
て
石
室
側
壁
を
築
き
:
そ
の
外
側
で
は

二 間■∃



同
様
の
河
原
石
を
そ
れ
ら
と
画
角
に
配
し
、
間
隙
に
ば
あ
と
づ
め
の
礫
を
入
れ
て

い
く
の
か
石
室
構
築
の
第
一
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

遺
物
は
石
室
中
央
部
の
仕
切
石
北
側
か
ら
出
土
し
、
直
刀
、
刀
子
、
ガ
ラ
ス
小

玉
が
礫
敷
上
に
発
見
さ
れ
、
両
刀
は
柄
部
を
商
と
し
て
東
壁
沿
い
に
見
出
さ
れ
て

い
る
。
又
、
他
の
一
例
の
刀
子
茎
と
思
わ
れ
る
も
の
は
仕
切
石
の
南
一
・
四
メ
ー

ト
ル
の
東
壁
積
右
列
延
長
線
上
に
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
既
に
側
壁
も

破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
原
位
置
を
止
め
る
も
の
で
は
な
い
。

周
隈
は
八
本
の
放
掴
状
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
探
索
し
た
結
果
、
か
な
り
耕
土

下
の
黒
色
土
層
が
深
く
不
鮮
明
な
個
所
も
あ
っ
た
か
、
内
径
約
二
一
メ
ー
ト
ル
、

陸
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
哩
か
存
在
す
る
こ
と
が
あ
と
づ
け
ら
れ
た
。
特

に
、
こ
の
古
墳
に
お
い
て
は
石
室
南
側
に
も
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
検
討
を
加
え
た

が
、
や
は
り
、
他
の
例
と
同
様
に
石
室
南
方
に
は
周
塊
の
存
在
は
認
め
ら
れ
ず
、

こ
の
部
分
で
局
限
、
か
切
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
周
陸
と
石
室

の
間
に
幅
五
〇
セ
ン
チ
前
後
の
小
規
模
な
瀧
が
存
在
す
る
こ
と
が
石
室
商
方
で
知

ら
れ
た
が
、
石
室
を
完
全
に
周
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
或
い
は
、
古
墳

右
横
の
限
界
と
関
連
す
る
施
設
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
節
も
あ
る
が
、

他
に
例
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

第
三
五
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

電

力

刀

子

ガ
ラ
ス
小
玉

0

直

刀

直
刀
は
保
存
良
好
で
、
全
長
五
四
・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
部
四
四
・
五
セ
ン
チ
、

茎
都
一
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
間
近
く
で
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鍔
は
噴
出
鍔
で
あ
り
、

一
の
足
二
の
足
の
足
金
具
も
遺
存
し
、
単
環
式
で
あ
る
。
輔
尻
金
具
も
共
に
出
土

し
て
お
り
、
刀
身
、
茎
に
は
鞭
、
把
の
木
質
部
も
か
な
り
良
好
に
鋳
化
遺
存
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
茎
先
端
に
は
目
釘
も
認
め
ら
れ
る
。

臼

刀

子

刀
子
は
二
日
認
め
ら
れ
、
一
は
全
長
二
〇
・
八
セ
ン
チ
、
幅
中
心
部
で
一
・
五

セ
ン
チ
の
稽
大
き
目
の
刀
子
で
あ
る
。
銃
の
為
、
関
の
部
分
が
不
明
瞭
で
あ
る

が
、
刀
部
は
一
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
ろ
う
。
刀
部
先
端
近
く
、
鉄
製
円
板
状
の
附

着
物
が
あ
る
が
何
で
あ
る
か
ば
不
明
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
現
在
長
七
セ
ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
前
後
の
刀
子
茎
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
刀
部
を
全
く
欠
い
て
い
る
為
に
は
っ
き
り
と
し
な
い
け
れ
ど
も
、

一
応
刀
子
と
し
て
考
え
て
お
く
。
茎
先
端
に
は
目
釘
が
装
着
さ
れ
た
ま
ゝ
鋸
び
て

い
る
〇

日

ガ
ラ
ス
小
玉

ガ
ラ
ス
製
小
玉
は
径
三
-
一
〇
ミ
リ
で
、
色
調
は
暗
青
色
の
も
の
が
大
部
分
で

あ
る
が
、
少
数
の
も
の
が
線
色
を
示
し
、
一
例
だ
け
ピ
ン
ク
色
の
も
の
が
あ
っ
た

こ
の
古
墳
か
ら
は
ガ
ラ
ス
小
玉
た
け
し
か
出
土
し
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
総
数
は

三
〇
五
個
で
あ
る
。

第
三
六
号
墳
(
写
真
4
2
)

第
三
六
号
接
は
第
三
五
号
域
の
東
北
三
二
メ
ー
ト
ル
、
第
一
四
号
域
の
東
南
に

接
し
て
存
在
し
、
地
上
に
は
何
等
遺
構
が
あ
ら
l
わ
れ
て
い
な
い
っ
発
掘
の
結
果
は
南

北
に
長
さ
約
四
・
五
メ
ー
ト
ル
に
l
わ
た
っ
て
河
原
右
が
発
見
さ
れ
、
石
室
の
基
底

二回国書星



部
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
石
室
は
河
原
右
小
口
積
の
側
壁
最
下
段

を
残
し
て
お
り
、
北
壁
も
小
口
積
の
よ
う
で
あ
る
。
長
さ
は
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、

幅
は
四
〇
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。
石
室
底
面
に
は
一
面
に
礫
が
敷
か
れ
、
遺
物
は

こ
の
礫
敷
上
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
石
室
の
南
側
に
は
第
六
六
号
墳
等
と
同
様
の

前
庭
様
の
施
設
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
か
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
張
り
出
し
部
は
石
室

南
端
よ
り
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
南
へ
延
び
、
張
り
出
し
南
端
の
幅
は
一
・
二
メ
ー

ト
ル
に
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
張
り
出
し
部
の
東
西
線
は
石
室
側
壁
同
様

の
小
口
を
内
側
に
揃
え
た
河
原
右
列
で
あ
る
が
、
そ
の
内
側
の
北
半
に
は
平
石
が

敷
か
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
石
室
の
方
位
は
N
四
度
E
で
あ
っ
た
。

周
陸
は
東
、
北
、
東
南
の
三
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
調
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
北
・
東
の
二
方
向
で
は
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
周
雌
の
存
在
が
知
ら
れ

た
か
、
東
商
方
向
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
東
南
方
向
は
既
に
こ
の
部
分
で
は

周
隈
の
商
都
の
切
断
部
分
に
な
っ
て
い
る
為
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
局
限
の
東
西
内
径
は
石
室
と
発
見
さ
れ
た
周
腔
と
の
距
離
か
ら
算

定
し
て
七
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
三
六
号
項
の
出
土
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

刀

子

ガ
ラ
ス
小
玉

0

刀

子

第
三
七
号
墳
(
写
真
4
 
3
)

調
査
古
墳
群
の
最
西
北
端
の
水
田
の
畦
畔
部
に
あ
る
本
項
は
、
第
二
次
調
査
の

さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
い
う
小
試
掘
に
よ
り
そ
の
所
在
を
確
認
し
、
南
北
五
メ

ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
発
掘
に
と
り
か
か
っ
た
。
現
地

表
面
下
一
七
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
で
石
室
の
基
底
部
の
み
が
わ
ず
か
に
残
存
し
て
い

た
。
残
存
部
分
は
河
原
石
の
側
壁
若
干
と
床
面
の
木
炭
細
片
を
交
え
た
礫
群
と
が

発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
際
群
の
間
に
は
各
々
二
個
東
西
に
長
く
な
ら
べ
ら

れ
た
仕
切
の
石
が
六
カ
所
あ
る
の
み
で
あ
る
。
残
存
部
分
で
の
石
室
の
大
い
ざ
は

内
法
で
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
、
床
面
か
ら
の
高
さ
は

不
明
で
あ
る
。
方
位
は
〇
度
即
ち
磁
北
を
さ
し
て
い
た
。
上
記
の
ほ
か
は
崩
演
の

た
め
に
不
明
。

周
腺
に
つ
い
て
は
第
三
次
調
査
の
お
り
に
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
と
き

は
す
で
に
本
項
の
周
囲
は
開
田
工
事
中
で
あ
る
の
で
調
査
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
が
あ
る
の
み
で
、
他
の
何
物
を
も
み
な
か
っ

た
。

-21-

全
長
一
五
セ
ン
チ
の
刀
子
で
あ
る
。

臼

ガ
ラ
ス
小
玉

暗
青
色
並
び
に
線
色
を
呈
す
る
も
の
で
、
三
六
個
発
見
さ
れ
た
。
径
単
二
-
一

二
ミ
リ
で
あ
る
。

第
三
八
号

第
二
次
調
査
の
さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
と
に
よ
っ
て
若
干
の
河
原
石

を
確
認
し
、
発
掘
を
お
こ
な
つ
た
が
乱
雑
に
河
原
石
を
山
積
に
し
た
跡
で
、
古
墳

で
は
な
い
。
山
積
の
地
域
は
東
西
七
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
南
北
四
メ
ー
ト
ル



六
〇
セ
ン
チ
の
不
整
棉
円
形
で
、
遺
物
は
出
土
せ
ず
。

第
三
九
号
墳
(
写
真
4
4
̃
4
5
)

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
か
ら
西
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
二
次
調
査
の
さ
い
ボ

ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
在
を
確
認
し
た
。
南
北
五
メ
ー
ト

ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
現
地
表
面
か
ら
四
二
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石
室

の
一
部
を
発
見
し
た
。
残
存
の
石
室
は
、
側
壁
基
底
部
若
干
と
床
面
の
木
炭
細
片

を
含
む
礫
群
と
で
あ
る
。
礫
の
間
に
は
一
個
の
仕
切
石
が
移
動
し
た
位
道
で
発
見

さ
れ
る
ほ
ど
崩
潰
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
の
で
、
石
室
の
大
い
ざ
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
そ
の
方
位
は
八
度
東
と
み
ら
れ
る
。

周
陳
に
つ
い
て
は
探
査
で
き
か
ね
た
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
、
石
室
中
央
部
の
礫
の
間
か
ら
刀
子

三
伯
、
鋲
状
金
具
一
個
、
そ
の
目
釘
一
個
、
鉄
片
一
個
、
須
恵
砕
片
四
個
、
土
製

の
練
玉
二
三
七
個
が
計
上
さ
れ
た
。
刀
子
は
い
ず
れ
も
欠
損
し
て
い
て
、
一
個
は

残
存
部
分
で
の
長
さ
五
セ
ン
チ
六
ミ
リ
、
幅
一
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
厚
さ
三
、
、
、
リ
、

次
の
一
個
は
長
さ
三
セ
ン
チ
八
ミ
リ
、
幅
九
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
強
、
第
三
の
も

の
は
長
さ
一
セ
ン
チ
六
ミ
リ
、
幅
一
セ
ン
チ
四
、
、
、
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
で
あ
る
。
鋲

状
金
具
は
径
三
セ
ン
チ
三
ミ
リ
、
高
さ
一
セ
ン
チ
二
ミ
リ
の
半
円
球
状
の
金
具
で

断
面
で
の
厚
さ
一
ミ
リ
強
。
中
央
に
径
三
ミ
リ
の
方
孔
が
あ
る
。
そ
れ
を
と
め
る

目
釘
付
長
さ
二
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
径
三
ミ
リ
で
頭
部
断
面
は
T
宇
状
を
な
し
て
い

る
。

第
四
〇
号
墳
(
写
真
4
6
)

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
か
ら
西
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
九
号
境
の
東
南
に

あ
る
。
こ
れ
も
第
二
次
調
査
の
お
り
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
で
そ
の
所
在
を

確
認
し
た
。
南
北
四
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
の
ト

レ
ン
チ
を
現
地
表
面
か
ら
三
二
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発

見
し
た
石
室
の
残
存
部
分
は
側
壁
に
使
用
し
た
河
原
石
五
個
と
木
炭
細
片
を
含
む

著
し
い
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
内
法
の
幅
は
五
五
セ
ン
チ
、
方
位
七
度
西
と
計

ら
れ
た
以
外
は
大
い
さ
、
状
態
に
つ
い
て
は
崩
潰
さ
れ
て
い
る
の
で
一
切
は
不
明

で
あ
る
。

周
陸
探
査
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
本
韻
の
西

側
に
新
し
く
水
田
の
睦
畔
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
蛇
の
探
索
は
で
き
ず
、

結
局
、
東
側
に
二
つ
、
北
側
に
一
つ
探
査
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
の
み
で
あ
る
。
各

々
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
他
の
例
と
同
様
な
陣
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。
東
の
二
つ
の

ト
レ
ン
チ
の
う
ち
南
よ
り
の
も
の
は
第
四
〇
号
瑞
の
南
の
測
点
よ
り
東
の
陸
の
西

ヘ
リ
ま
で
四
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
北
よ
り
の
も
の
は
第
四
〇
号
項
の
北
の
測

点
よ
り
五
メ
ー
ト
ル
で
幅
一
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
、
北
側
の
も
の
は
三
メ
ー
ト

ル
三
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。

遺
物
は
何
も
出
土
せ
ず
。

第
四
一
号
墳

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
か
ら
固
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
四
〇
号
域
の
北
に
位

置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
さ
い
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
と
に

よ
っ
て
確
認
し
た
。
南
北
三
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ

で
現
地
表
面
か
ら
四
五
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
の
石
室

一一22
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の
残
存
部
分
は
西
側
壁
若
干
で
、
西
壁
中
に
は
支
石
と
し
て
直
立
し
て
い
る
一
個

の
河
原
石
が
あ
っ
た
。
石
室
の
底
部
に
は
木
炭
細
片
を
含
ん
だ
床
面
と
み
ら
れ
る

轢
群
が
あ
り
、
石
室
の
残
存
部
分
で
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
、
幅
五
五

セ
ン
チ
、
方
位
は
六
度
西
と
計
測
さ
れ
た
。
高
さ
そ
の
他
の
状
況
に
つ
い
て
は
崩

演
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
の
と
き
に
お
こ
な
っ
た
。
東
に
二
つ
、
西
に
一
つ
、
探
査

の
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
、
他
と
同
様
な
睦
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。
確
認
し
た
範
囲
で
の

周
陸
は
東
に
二
つ
い
れ
た
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
、
北
よ
り
の
陸
で
測
定
す
れ
ば
東
の

陸
の
西
ヘ
リ
よ
り
西
の
陸
の
東
ヘ
リ
ま
で
八
メ
ー
ト
ル
、
南
よ
り
で
は
六
メ
ー
ト

ル
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
陛
幅
は
東
の
二
つ
の
う
ち
北
の
も
の
は
一
メ
ー
ト
ル
二

〇
セ
ン
チ
、
南
の
も
の
は
八
〇
セ
ン
チ
、
西
は
八
〇
セ
ン
チ
の
陸
幅
で
あ
っ
た
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
他
に
伸
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

第
四
〇
言
古
墳

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
の
や
や
北
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
前
述
の
第
四
〇
、
四

一
号
項
の
北
に
位
撞
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査

と
小
試
掘
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
南
北
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ン
チ
で
現
地
表
面
か
ら
二
五
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
九

個
の
河
原
石
と
木
炭
細
片
を
含
む
礫
若
干
を
発
見
し
た
だ
け
で
、
わ
ず
か
に
そ
の

方
位
が
六
度
西
と
計
ら
れ
た
の
み
で
、
そ
の
他
石
室
に
つ
い
て
の
詳
細
は
崩
潰
さ

れ
て
一
切
は
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
石
室
を
中
心
に
、
東
、
西
、
北
に
各
々
一
つ
の
ト
レ

ン
チ
を
い
れ
て
探
索
し
た
結
果
、
東
と
西
と
か
ら
は
他
の
例
と
同
様
な
陸
の
痕
跡

を
発
見
し
た
。
東
の
陸
の
西
へ
り
よ
り
西
の
陸
の
東
へ
り
ま
で
七
メ
ー
ト
ル
二
〇

セ
ン
チ
、
東
の
陛
幅
は
九
〇
セ
ン
チ
、
西
の
は
六
〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、
な
お
北
の

ト
レ
ン
チ
か
ら
は
陸
の
痕
跡
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
だ
け
で
、
そ
の
他
の
出
土
を
み
な
か
っ
た
。

第
四
三
号
墳
(
写
真
4
 
7
)

木
境
は
調
査
古
墳
群
の
中
央
部
の
畑
地
に
あ
り
、
西
に
は
第
三
九
、
四
二
号

境
、
北
に
は
第
一
九
号
域
、
南
に
は
第
四
〇
、
四
一
号
項
が
所
在
す
る
。
本
項
も

第
二
次
調
査
の
と
き
他
と
同
様
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
存
在

を
確
認
し
、
一
辺
五
メ
ー
ト
ル
の
不
整
方
形
の
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
。
現
地
表
面

下
四
五
セ
ン
チ
で
一
辺
五
メ
ー
ト
ル
弱
の
不
整
隅
丸
方
形
の
右
横
を
発
見
し
た
。

と
こ
ろ
で
今
回
調
査
の
古
墳
は
一
つ
の
石
積
に
一
つ
の
石
室
を
有
す
る
の
か
普
通

で
あ
る
が
、
本
域
は
石
室
が
四
つ
も
複
合
し
て
あ
っ
た
。
複
合
し
て
い
る
四
つ
の

石
室
の
う
ち
三
つ
は
南
北
を
主
軸
と
し
て
西
側
よ
り
東
側
へ
順
次
南
下
り
に
並
行

の
状
態
に
所
在
し
、
他
の
一
つ
は
そ
の
北
に
東
西
を
主
軸
に
し
て
所
在
し
て
い

た
。
叙
述
の
便
宜
上
、
西
側
か
ら
東
側
へ
三
つ
な
ら
ん
で
い
る
石
室
は
西
石
室
、

中
央
石
室
、
東
石
室
と
名
づ
け
、
北
の
そ
れ
は
北
石
室
と
す
る
。
内
法
寸
法
で
西

石
室
の
長
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
、
中
央
石
室
の
長
さ

二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
、
東
石
室
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
五
〇

セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
、
北
石
室
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
二
五
セ
ン
チ
、
幅
六
〇

セ
ン
チ
。
石
室
の
方
位
は
中
央
石
室
の
主
軸
で
一
八
度
三
〇
分
東
で
、
各
々
の
石

室
の
床
面
に
は
木
炭
細
片
と
礫
と
か
散
在
し
て
い
た
。
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は

萌
潰
さ
れ
て
い
る
の
で
一
切
不
明
で
あ
る
。
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周
睦
探
査
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
石
室
を
中
心
に
探
索
の

ト
レ
ン
チ
は
東
、
四
、
両
に
各
々
一
つ
、
北
里
一
つ
い
れ
た
。
東
、
西
、
北
の
二

つ
か
ら
は
他
の
例
と
同
様
な
陸
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
東
の
陸
の
西
へ
り
か
ら

西
の
陸
の
東
へ
り
ま
で
一
一
メ
ー
ト
ル
、
東
の
陛
幅
は
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン

チ
西
の
陸
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
、
北
の
二
つ
の
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
東
よ

り
の
方
は
第
四
三
号
横
の
北
の
測
点
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
で
、
陸
幅
は

一
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
、
西
よ
り
の
方
は
第
四
三
号
境
の
北
の
測
点
か
ら
四
メ

ー
ト
ル
で
、
陸
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
石
室
の
南
に
い
れ

た
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
陸
の
痕
跡
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
須
恵
砕
片
が
若
干
発
見
さ
れ
た
の
み

で
あ
る
。

第
四
四
号
墳
(
写
真
4
 
8
)

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
の
畑
地
に
あ
り
、
前
述
の
第
三
三
号
損
は
東
に
、
第
四

〇
号
横
に
西
に
、
第
四
一
、
四
四
号
韻
は
北
に
、
第
一
四
号
蝶
は
南
と
い
う
位
置

に
存
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
と
き
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に

よ
っ
て
判
明
。
南
北
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
の
ト
レ
ン
チ
で

現
地
表
面
か
ら
三
五
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見
し
た
石
室
は
側

壁
基
底
部
に
利
用
し
た
河
原
石
群
と
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
の
交
っ
た
礫
群

と
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
石
室
の
幅
が
北
部
で
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
と
計
ら
れ

た
ほ
か
、
そ
の
大
い
さ
、
状
態
に
つ
い
て
は
競
演
さ
れ
て
い
て
一
切
不
明
で
あ
る
。

方
位
は
大
略
二
〇
度
三
〇
分
西
。

周
陸
は
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
に
発
掘
。
石
室
の
東
と
西
と
に
各
々
一
つ
の
ト

レ
ン
チ
を
入
れ
て
探
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
他
の
例
と
同
様
な
陸
の
痕
跡
を
東
側

の
ト
レ
ン
チ
か
ら
発
見
し
た
。
そ
れ
は
第
四
四
号
境
の
北
の
測
点
か
ら
東
の
陸
跡

の
西
へ
り
ま
で
六
メ
ー
ト
ル
、
陸
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
。
な
お
西
側
の

ト
レ
ン
チ
か
ら
は
陸
の
痕
跡
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

出
土
遺
物
は
第
四
三
号
境
と
同
様
に
上
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
須
恵
砕
片
が

若
干
発
見
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

第
四
五
号
墳
(
写
其
4
 
9
)

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
か
ら
南
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
六
号
項
の
東
に
位

置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
さ
い
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ

っ
て
判
明
。
南
北
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
現
地
表
面
か
ら
五

〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見
の
石
室
は
側
壁
基
底
部
に
使
用
し

た
河
原
石
群
と
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
含
む
石
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
大

い
ざ
は
内
法
で
三
メ
ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部
で
五
〇
セ
ン
チ
、
南
部
で

七
〇
セ
ン
チ
で
、
そ
の
方
位
は
一
度
三
〇
分
東
。
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
崩

潰
に
よ
り
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
に
発
掘
。
石
室
を
中
心
に
東
、
西
、
南
、
北
の
四

万
向
に
各
々
一
つ
の
探
索
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
。
東
、
西
、
北
の
ト
レ
ン
チ
か
ら

は
他
の
例
と
同
様
に
陸
の
痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
東
の
陸
の
西
ヘ
リ
よ
り
西
の
陸

の
東
へ
り
ま
で
は
一
二
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
東
の
陛
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
一
〇

セ
ン
チ
、
西
の
そ
れ
は
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
、
北
の
陸
は
第
四
五
号
蝶
の
北

の
測
点
か
ら
そ
の
南
へ
り
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
。
な
お
南
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
浬
の
痕
跡
は
発
見
せ
ず
。
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遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
石
室
中
央
部
の
礫
の
間
か
ら
切
子
玉
一
個

ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
六
九
個
の
出
土
を
み
た
。

第
四
六
号
墳
(
写
真
5
 
0
)

調
査
古
墳
群
の
中
央
か
ら
東
南
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
四
五
号
項
の
東
南
に

位
置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
さ
い
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に

ょ
っ
て
判
明
。
南
北
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
現
地
表
面
か

ら
六
〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
側
壁
基
抵
部
の
河
原
石
群

と
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
交
え
た
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
大
い
ざ
は
そ

の
幅
が
五
〇
セ
ン
チ
、
方
位
は
九
度
三
〇
分
東
と
計
測
で
き
る
ほ
か
は
一
切
不
明

で
あ
る
ほ
ど
著
し
い
崩
潰
状
態
に
あ
っ
た
。

第
三
次
調
査
の
お
り
に
石
室
の
東
、
西
、
南
、
北
に
各
々
一
つ
ず
つ
周
陸
探
索

の
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
が
東
、
西
、
北
の
各
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
陸
の
痕
跡
を
認
定

で
き
ず
、
わ
ず
か
南
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
他
例
と
同
様
の
陸
の
痕
跡
を
発
見
し
た
。

そ
の
跡
は
第
四
六
号
増
の
南
の
測
点
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
南
に
、
そ
の

北
へ
り
が
あ
り
、
幅
九
〇
セ
ン
チ
で
所
在
し
て
い
た
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
み
で
あ
っ
た
。

第
四
七
号
墳
(
写
真
5
1
̃
望

調
査
古
墳
群
の
中
央
か
ら
東
南
よ
り
の
畑
地
に
位
置
し
、
第
四
五
号
項
の
東
、

第
四
六
号
増
の
北
に
あ
る
。
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
の
と
き
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査

と
小
試
掘
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
南
北
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン

チ
で
現
地
表
面
か
ら
五
〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
側
壁
基

底
部
の
河
原
右
群
と
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
含
ん
だ
轢
群
と
で
あ
る
。
石

室
の
大
い
ざ
は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部
で
四
五
セ
ン
チ
、
南

部
で
七
〇
セ
ン
チ
、
方
位
は
二
八
度
東
と
計
測
で
き
る
ほ
か
は
崩
潰
さ
れ
て
い
て

明
か
で
は
な
い
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
の
折
に
発
掘
し
た
。
黒
色
腐
植
土
下
の
墳
褐
色
粘
土
層
に

ま
で
掘
り
込
ま
れ
た
陸
の
痕
跡
か
ら
算
定
し
、
そ
の
東
西
の
内
径
は
一
〇
・
五
メ

ー
ト
ル
で
あ
り
、
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
が
、
不
整
で
あ
る
。
周
睦
の

平
面
形
は
円
形
で
あ
る
が
、
南
側
即
ち
石
室
前
面
は
切
れ
て
い
る
点
は
他
例
と
同

様
で
あ
る
。

唯
、
こ
の
古
墳
の
局
限
の
南
側
の
切
れ
て
い
る
部
分
は
約
二
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
か
な
り
狭
い
。
元
来
は
浅
い
陸
が
あ
り
、
黄
褐
色
粘
土
に
ま
で
到
達
⊥
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
所
以
で
あ
る
。

遺
物
は
す
べ
て
第
二
次
調
査
の
折
に
出
土
し
て
い
る
。
出
土
品
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

一陽萱星

一
、
直

刀

二
、
刀
子
残
片

三
、
鉄
錫
残
片

四
、
馬

具

0

桓
刀

三
口
分
残
片和

一

三
日
分
残
片

一
は
直
刀
茎
部
先
端
残
片
で
長
さ
三
・
二
セ
ン
チ
幅
一
・
五
セ
ン
チ
、
目
釘
が

う
た
れ
て
い
る
。

他
は
画
刀
切
先
の
先
端
で
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
二
セ
ン
チ
、
背
幅
五
セ
ン

チ
で
あ
る
。



他
の
一
つ
は
輔
付
の
直
刀
先
端
部
で
木
製
輔
付
の
長
さ
八
セ
ン
チ
、
幅
は
広
い

部
分
で
二
・
五
セ
ン
チ
刀
身
部
は
七
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
輔
の
木
質
部
は
銃
化

し
て
い
る
が
、
断
面
か
ら
推
定
さ
れ
る
範
囲
で
は
、
縦
約
三
セ
ン
チ
、
幅
一
・
八

セ
ン
チ
の
倒
卵
形
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
外
に
輔
尾
金
具
を
附
し
た
輔
先
端
部
が
あ
る
。
鞘
は
木
製
が
鋳
化
し
、
金

具
は
鉄
薄
板
で
作
ら
れ
長
さ
二
・
五
セ
ン
チ
、
先
端
部
で
二
・
三
セ
ン
チ
で
あ

る
。
側
面
は
倒
卵
形
で
あ
る
。

臼

刀
子
残
片

一

刀
子
茎
部
の
み
の
残
片
で
、
長
さ
五
・
八
セ
ン
チ
幅
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
断
面

観
察
に
よ
る
と
、
中
央
部
に
間
際
が
あ
る
。

臼

錬
鉄
残
片

四

鉄
錬
茎
部
残
片
で
あ
り
、
断
面
は
一
片
六
ミ
リ
前
後
方
形
で
あ
る
。

㈲

馬

具

馬
具
の
中
、
轡
が
一
兵
分
出
土
し
て
い
る
。
轡
は
引
手
(
二
本
)
喩
鏡
板
(
二

面
)
が
存
在
し
て
い
る
が
嬢
は
な
い
。
そ
の
他
の
環
状
具
も
あ
る
が
、
す
べ
て
轡

の
部
分
品
で
あ
る
。
引
手
は
約
二
〇
セ
ン
チ
で
両
端
に
環
状
部
を
造
り
出
し
、
鉄

棒
は
一
辺
九
ミ
リ
の
断
面
方
形
で
あ
る
。
引
手
の
一
万
は
中
央
か
ら
二
折
し
て
い

る
。
輪
鏡
板
は
や
は
り
、
一
辺
七
、
、
、
り
前
後
の
方
形
断
面
の
鉄
椿
を
曲
げ
て
作
ら

れ
、
立
間
も
稚
小
形
の
環
状
に
作
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
両
環
の
間
に
は
、
三
×

五
ミ
リ
の
方
形
の
孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
鋏
具
の
止
め
金
が
附
さ
れ
て
い
た
と
想

定
さ
れ
る
。

引
手
と
鏡
板
は
、
他
に
、
も
う
一
個
の
小
環
と
共
に
組
合
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

小
環
は
嬢
の
両
端
の
環
状
部
分
で
あ
る
。
鏡
板
は
縦
七
・
二
ミ
リ
、
最
大
幅
六

・
三
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

鉄
製
鋏
具
は
長
さ
八
セ
ン
チ
と
九
セ
ン
チ
、
幅
四
・
五
セ
ン
チ
の
同
形
の
二
伸

が
あ
る
。
稽
大
形
品
で
あ
る
が
断
面
方
形
の
鉄
棒
を
使
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
木
炭
細
片
が
床
面
の
礫
問
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

第
四
八
号
墳

調
査
古
墳
群
の
東
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
四
六
号
蝶
の
東
に
位
置
す
る
。
第

二
次
調
査
時
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
は
確
認
さ
れ

た
。
南
北
四
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
し
、

現
地
表
面
下
三
〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
側
壁
基
底
部
の

河
原
石
群
と
床
面
と
思
わ
れ
る
木
炭
細
片
を
有
す
る
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
大

い
ざ
は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
幅
」
-
ハ
〇
セ
ン
チ
、
方
位
五
度
西
と
算
定

で
き
る
ほ
か
は
崩
演
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
時
に
、
石
室
か
ら
東
、
西
、
北
の
三
万
向
へ
探
索
の
ト
レ

ン
チ
を
い
れ
、
各
々
か
ら
他
と
同
様
な
陸
の
跡
を
確
認
し
た
。
確
認
し
た
周
陸
は

東
の
陸
の
西
へ
り
か
ら
西
の
陸
の
東
へ
り
ま
で
一
一
メ
ー
ト
ル
、
第
四
八
号
域
の

北
の
測
点
か
ら
北
の
陸
の
南
べ
り
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
。
陸
幅
は
東
の

陸
で
は
四
〇
セ
ン
チ
、
西
は
一
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
、
北
は
一
メ
ー
ト
ル
六
〇

セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
南
側
は
未
発
掘
。

出
土
遺
物
は
床
面
の
轢
間
か
ら
切
子
玉
四
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
二
三
〇
個
(
う

ち
大
型
の
、
も
の
一
〇
個
)
、
土
製
練
玉
(
八
個
す
べ
て
大
型
の
も
の
)
、
土
師
破

片
若
干
の
ほ
か
木
炭
細
片
が
発
見
さ
れ
た
。
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第
四
九
号
墳

調
査
古
墳
群
の
東
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
四
八
号
境
の
東
南
に
位
置
す
る
。

第
二
次
調
査
時
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
は
確
認
さ

れ
た
。
南
北
三
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
の
ト
レ
ン

チ
で
発
掘
し
、
現
地
表
面
下
三
五
メ
ー
ト
ル
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ

は
側
壁
基
底
部
の
河
原
石
群
と
床
面
と
思
わ
れ
る
木
炭
細
片
を
有
す
る
礫
群
と
で

あ
る
。
石
室
の
大
い
ざ
は
幅
六
〇
セ
ン
チ
、
方
位
一
一
度
東
と
算
定
で
き
る
ほ
か

は
崩
演
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
時
に
、
石
室
か
ら
東
、
西
、
北
の
三
方
向
へ
探
索
の
ト
レ

ン
チ
を
い
れ
、
各
々
か
ら
他
と
同
様
な
陸
の
跡
を
確
認
し
た
。
確
認
し
た
周
陸
は

東
の
陸
の
西
へ
り
か
ら
西
の
陸
の
東
へ
り
ま
で
七
メ
ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
、
第
四

九
号
項
の
北
の
測
点
か
ら
北
の
陸
の
南
へ
り
ま
で
一
メ
ー
ト
ル
七
五
セ
ン
チ
。
陸

幅
は
東
の
陸
で
は
一
メ
ー
ト
ル
一
二
セ
ン
チ
、
西
は
八
〇
セ
ン
チ
、
北
は
八
五
セ

ン
チ
で
あ
る
。
な
お
前
側
は
未
発
掘
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
、
礫
間
か
ら
鉄
鍛
一
個
を
発
見
し

た
。
発
見
し
た
錬
鉄
は
身
部
の
残
片
で
、
他
例
と
同
様
な
五
角
形
の
有
茎
平
板
の

錫
で
腸
扶
が
あ
る
。
大
い
ざ
も
略
同
一
で
あ
る
。

第
五
〇
号
墳
(
写
真
5
3
)

調
査
古
墳
群
の
東
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
四
九
号
域
の
北
に
位
置
す
る
。
第

二
次
調
査
時
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
ょ
つ
て
そ
の
所
在
は
確
認
さ
れ

た
。
南
北
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
し
、
現
地
表
面
下

四
五
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
側
壁
基
底
部
の
河
原
石
群
と

床
面
と
思
わ
れ
る
木
炭
細
片
を
有
す
る
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
大
い
ざ
は
長
さ

四
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部
で
五
三
セ
ン
チ
、
南
部
で
六
一
セ
ン
チ
、

方
位
二
九
度
西
と
算
定
で
き
る
ほ
か
は
崩
濃
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
第
三
次
調
査
時
に
、
石
室
か
ら
東
、
西
、
北
の
三
万
向
へ
探
索
の
ト
レ

ン
チ
を
い
れ
、
各
々
か
ら
他
と
同
様
な
睦
の
跡
を
確
認
し
た
。
確
認
し
た
周
陸
は

東
の
陸
の
西
へ
り
か
ら
西
の
睦
の
東
ヘ
リ
ま
で
一
四
メ
ー
ト
ル
、
第
五
〇
号
境
の

北
の
測
点
か
ら
北
の
陸
の
南
へ
り
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
一
八
〇
セ
ン
チ
。
陸
幅
は
東
の

陸
で
は
一
メ
.
-
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
西
は
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
、
北
は
一
メ

ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
南
側
は
未
発
掘
。

出
土
遺
物
は
床
面
の
礫
間
か
ら
勾
玉
一
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
一
〇
〇
個
の
ほ
か

に
木
炭
細
片
が
発
見
さ
れ
た
。

第
五
一
号
墳
(
写
真
5
4
̃
5
5
)

調
査
古
墳
群
の
東
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
五
〇
号
境
の
北
に
存
す
る
。
第
二
次

調
査
時
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
は
認
め
ら
れ
た
。

南
北
五
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
し
、
現
地

表
面
下
五
〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
側
壁
基
底
部
の
河
原

石
若
干
と
床
面
と
思
わ
れ
る
木
炭
細
片
を
有
す
る
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
の
大
い

ざ
は
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
四
セ
ン
チ
、
方
位
三
五
度
西
と
算
定
で
き
る
ほ
か

競
演
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
腔
は
第
三
次
調
査
時
に
、
石
室
か
ら
西
の
方
向
の
み
に
探
索
の
ト
レ
ン
チ
を
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い
れ
、
他
と
同
様
な
陸
の
跡
を
確
認
し
た
。
確
認
し
た
西
の
陸
の
痕
跡
は
石
室
の

西
側
壁
の
内
べ
り
か
ら
陸
の
東
ヘ
リ
ま
で
二
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
、
そ
の
幅
は

一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
東
、
北
、
南
の
三
万
向
は
未
発
掘
。

出
土
遺
物
は
前
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
、
石
室
中
央
部
の
礫
間
か
ら
鉄
錫
五

七
個
(
う
ち
ほ
ぼ
完
全
な
も
の
一
三
個
)
鳴
具
二
伸
、
鉄
鍬
鋤
先
一
個
、
鉄
斧
一

個
、
棒
状
鉄
金
具
二
伸
、
二
又
鉄
金
具
一
個
、
か
発
見
さ
れ
た
。

遺
物
の
詳
細
に
つ
い
て
の
べ
る
と
錬
鉄
は
五
七
個
で
、
そ
の
内
訳
は
ほ
ほ
完
存

し
て
い
る
も
の
、
身
か
茎
の
一
部
は
欠
失
し
て
い
る
が
原
型
を
推
定
で
き
る
も

の
あ
わ
せ
て
二
二
佃
、
身
部
残
片
一
六
個
、
茎
部
残
片
二
八
個
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
身
、
茎
ほ
ほ
完
存
し
て
い
る
一
三
個
に
つ
い
て
身
の
形
式
か
ら
み
れ
ば
前
に
の

べ
た
刀
線
に
角
が
あ
っ
て
、
そ
の
平
面
形
は
五
角
形
の
腸
扶
の
あ
る
有
茎
平
板
の

も
の
の
ほ
か
に
、
丸
味
を
も
っ
た
力
線
で
、
前
者
に
く
ら
へ
て
や
や
細
長
く
、
か
つ

矩
か
い
身
で
、
腸
決
の
あ
る
石
巻
平
根
の
も
の
も
あ
る
。
両
者
と
も
楕
円
に
ち
か

い
長
方
形
の
断
面
に
は
鋪
な
く
、
逆
刷
も
明
瞭
に
あ
る
か
、
脇
決
も
適
期
も
前
者

の
万
が
大
き
い
。
前
者
の
身
長
四
セ
ン
チ
五
ミ
リ
内
外
、
身
幅
二
セ
ン
チ
内
外
に
く

ら
べ
て
後
者
は
身
長
三
セ
ン
チ
五
、
、
、
り
内
外
、
身
幅
一
セ
ン
チ
五
ミ
リ
内
外
で
前

者
に
比
し
て
や
や
小
型
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
刀
線
か
鈍
角
三
角
形
で
身
の
部
分

が
三
角
翼
に
ち
か
い
も
の
も
あ
る
が
銃
化
が
い
ち
ぢ
る
し
い
の
で
細
部
は
不
明
。

茎
長
は
完
全
な
も
の
で
一
〇
セ
ン
チ
前
後
、
身
に
ち
か
い
茎
の
断
面
は
径
五
、
、
、
り

の
方
形
、
な
か
に
は
長
方
形
の
も
の
も
あ
る
。
茎
先
で
は
次
第
に
丸
く
細
く
な
っ

て
い
る
。

馬
具
二
伸
の
う
ち
一
個
は
鉄
製
の
轡
金
具
で
、
二
本
の
引
手
、
鏡
板
の
輪
鏡
部

街
が
連
結
し
て
遺
存
し
て
い
た
。
引
手
の
長
さ
は
約
一
七
セ
ン
チ
、
両
端
の
壷

は
径
三
セ
ン
チ
の
環
状
、
引
手
の
壷
部
を
除
い
て
の
外
面
は
継
目
の
痕
跡
を
残
し

て
い
る
が
、
引
手
を
ね
じ
ま
げ
て
つ
く
り
だ
し
た
も
の
か
、
縄
目
の
き
ざ
み
を
附

し
た
も
の
か
は
銃
化
の
た
め
不
明
。
鏡
板
は
輪
鋭
部
の
み
残
存
し
、
立
間
の
部
分

は
欠
失
し
て
い
る
。
残
存
の
輪
鏡
は
楕
円
形
の
環
状
を
重
し
、
長
軸
で
五
セ
ン
チ

強
、
矩
軸
で
四
セ
ン
チ
、
断
面
は
径
七
ミ
リ
の
隅
丸
方
形
、
外
面
に
縄
目
の
痕
跡

は
な
い
。
街
は
両
端
に
径
三
セ
ン
チ
の
環
状
の
街
先
が
あ
り
、
そ
の
長
さ
は
約
一

〇
セ
ン
チ
で
あ
る
か
ら
、
鏡
板
と
鏡
板
の
間
は
二
〇
セ
ン
チ
前
後
に
な
る
。
街
の

断
面
は
径
一
セ
ン
チ
の
隅
丸
万
形
、
外
面
に
縄
目
の
痕
跡
は
な
い
。

他
の
一
個
は
鉄
製
環
状
の
欽
具
残
片
で
、
長
さ
、
幅
と
も
五
セ
ン
チ
、
楕
円
形

の
環
と
止
金
と
が
遺
存
し
て
い
る
。
断
面
は
径
八
・
、
、
り
の
隅
丸
方
形
で
、
そ
の
外

面
は
何
の
模
様
も
痕
跡
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

鉄
鍋
鋤
先
は
平
面
が
じ
字
状
を
な
し
、
内
へ
り
こ
ぞ
っ
て
溝
を
つ
く
り
、
木
身

を
は
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
一
端
は
欠
失
し
て
い
る
か
平
面
で
の
長
さ
は
約

一
六
セ
ン
チ
五
、
、
、
リ
、
幅
二
〇
セ
ン
チ
、
刃
先
の
維
長
四
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
厚
さ

は
満
都
で
一
セ
ン
チ
二
ミ
リ
、
刃
部
で
三
ミ
リ
、
溝
の
断
面
ほ
じ
字
形
を
な
し
、

開
口
部
の
幅
七
ミ
リ
、
深
さ
一
セ
ン
チ
二
ミ
リ
、
全
体
の
銃
化
は
い
ち
ぢ
る
し

ヽ

○

鉄
斧
は
、
そ
の
平
面
形
は
定
角
式
の
縦
長
で
、
長
さ
一
五
セ
ン
チ
。
幅
五
セ
ン

チ
五
ミ
リ
、
厚
さ
一
セ
ン
チ
八
ミ
リ
の
楕
円
形
に
ち
か
い
長
方
形
の
断
面
を
も

ち
、
厚
さ
八
ミ
リ
の
鉄
板
を
過
平
な
円
柱
状
に
つ
き
あ
わ
せ
て
柄
を
い
れ
る
袋
部

を
つ
く
っ
て
い
る
。
外
側
の
長
径
五
セ
ン
チ
。
袋
部
は
径
三
セ
ン
チ
五
ミ
リ
で
、

そ
の
深
さ
は
七
セ
ン
チ
。

椿
状
鉄
金
具
二
個
の
う
ち
、
一
個
は
残
存
で
の
長
さ
二
三
セ
ン
チ
、
断
面
は
中
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央
部
で
径
八
ミ
リ
の
方
形
、
先
端
部
に
ち
か
づ
く
に
つ
れ
て
丸
く
細
く
な
っ
て
い

る
。
先
端
部
は
や
や
と
が
っ
て
い
る
。
他
端
は
欠
失
し
て
い
る
の
で
不
明
。
形
状

か
ら
み
れ
ば
剃
突
具
と
思
わ
れ
る
か
、
逆
刺
に
つ
い
て
は
錫
化
の
た
め
不
明
。

他
の
一
個
は
残
存
で
の
長
さ
七
セ
ン
チ
、
径
八
ミ
リ
の
方
形
の
断
面
。
一
端
は

鋏
化
の
た
め
∵
状
を
呈
し
て
い
る
。
他
端
は
欠
矢
の
た
め
不
明
。

二
又
鉄
金
具
は
残
存
で
の
総
長
七
セ
ン
チ
弱
、
先
端
部
か
ら
基
部
ま
で
の
長
さ

五
セ
ン
チ
五
、
、
、
リ
、
基
部
の
長
さ
一
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
基
部
か
ら
先
端
部
に
う
つ

ろ
肩
幅
一
セ
ン
チ
八
ミ
リ
、
一
方
の
先
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
他
端
は
遺
存
、

形
状
は
直
線
で
な
く
内
醤
し
、
先
端
部
は
と
が
り
、
逆
刺
状
の
言
が
あ
る
。
断
面

は
基
部
、
先
端
部
と
も
径
五
ミ
リ
の
円
形
。
即
実
具
の
一
種
で
あ
ろ
う
。

第
五
一
二
号
墳
(
写
真
5
 
6
̃
5
 
7
)

調
査
古
墳
群
の
最
東
北
の
水
田
中
に
あ
り
、
そ
の
所
在
は
第
二
次
調
査
時
に
ボ

ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
た
。
南
北
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ

ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
し
、
現
地
表
面
下
四
五
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発

見
し
た
。
そ
の
石
室
は
河
原
石
を
小
口
積
に
し
た
側
壁
の
基
底
部
と
、
そ
の
床
面

と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
含
む
礫
群
と
で
あ
る
。
礫
は
二
カ
所
の
長
大
な
河
原
石

で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
石
室
の
大
い
ざ
は
内
法
で
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
九
五
セ
ン
チ

幅
は
北
部
で
一
〇
度
三
〇
分
東
と
計
測
で
き
た
ほ
か
は
崩
演
の
た
め
に
明
ら
か
で

は
な
い
。

周
陸
の
探
査
も
第
二
次
調
査
時
に
、
石
室
を
中
心
に
西
と
北
の
二
方
向
の
み
ト

レ
ン
チ
を
い
れ
、
他
の
例
と
同
様
な
陸
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。
そ
の
陛
跡
の
う
ち

西
の
ト
レ
ン
チ
の
も
の
は
石
室
の
西
側
壁
内
べ
り
か
ら
西
の
陸
の
東
べ
り
ま
で
五

メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
。
北
の
も
の
は
第
五
二
号
境
の
北
の
測
点
か
ら
北
の
陸
の

南
ヘ
リ
ま
で
三
ミ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
の
位
置
に
あ
っ
た
。
陸
幅
は
東
の
陸
は
一

メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
、
西
の
は
一
メ
ー
ト
ル
一
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
な
お
東
と

帝
の
方
向
は
苗
代
の
た
め
発
掘
で
き
な
か
っ
た
。

出
土
遺
物
は
大
刀
二
伸
、
刀
子
二
伸
、
鉄
錫
一
個
、
銀
輪
金
具
一
個
、
鉄
鎌
一

個
、
錐
一
個
、
勾
玉
四
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
二
三
八
個
、
(
う
ち
大
型
の
も
の
三

伯
)
を
床
面
か
ら
発
見
し
た
ほ
か
木
炭
細
片
が
散
在
し
て
い
た
。

主
な
遺
物
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
大
刀
二
伸
の
う
ち
一
個
は
把
頭
部
を
残
し
て

外
装
部
は
鋸
化
の
た
め
不
明
で
あ
る
、
か
、
刀
身
は
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
た
。
全
長
三

二
セ
ン
チ
三
ミ
リ
、
身
の
長
さ
二
四
セ
ン
チ
強
、
直
刀
で
反
は
認
め
ら
れ
な
い
。
角

背
の
手
法
に
よ
る
二
等
辺
三
角
形
の
断
面
の
幅
は
三
セ
ン
チ
一
ミ
リ
、
背
部
で
の

厚
み
は
六
ミ
リ
強
、
関
都
で
は
茎
部
か
ら
一
つ
の
段
を
も
っ
て
や
や
広
く
な
り
刀

身
に
移
る
。
身
が
茎
と
接
す
る
部
分
に
幅
一
セ
ン
チ
一
ミ
リ
強
の
脛
巾
が
あ
る
。

脛
巾
は
卵
形
の
断
面
で
縦
長
二
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
断
面
で
の
幅
一
セ
ン
チ
五
ミ
リ

強
、
厚
さ
一
ミ
リ
弱
。
茎
は
そ
の
長
さ
八
セ
ン
チ
二
ミ
リ
、
先
細
り
に
な
る
が
、

中
間
部
で
の
茎
幅
一
セ
ン
チ
六
ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
、
茎
先
近
く
に
径
三
、
、
、
り
弱

の
目
釘
孔
一
個
が
あ
り
、
目
釘
も
存
す
る
。
外
装
は
方
頭
の
把
頭
が
遺
存
し
て
い

た
。
長
さ
三
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
卵
形
の
断
面
の
縦
長
四
セ
ン
チ
、
幅
二
セ
ン
チ
八

ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
弱
。
そ
の
ほ
か
輔
木
の
一
部
が
刀
身
に
銃
着
し
て
い
た
が
鋳

化
の
た
め
に
詳
細
は
不
明
。

他
の
一
個
の
大
刀
は
長
さ
五
セ
ン
チ
八
ミ
リ
の
刀
身
部
の
残
片
で
、
身
幅
三
セ

ン
チ
六
ミ
リ
、
背
部
の
厚
み
五
ミ
リ
の
断
面
は
角
背
の
二
等
辺
三
角
形
を
呈
し
て

い
る
。
外
装
そ
の
他
に
つ
い
て
は
不
明
。
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刀
子
二
個
の
う
ち
一
個
は
茎
先
を
欠
損
す
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
全
形
を
遺
存

し
て
い
る
。
現
存
長
一
三
セ
ン
チ
、
刀
長
九
セ
ン
チ
五
ミ
リ
、
残
存
の
茎
長
三
セ

ン
チ
五
ミ
リ
、
身
幅
一
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
、
、
、
り
弱
、
茎
長
七
、
、
、
り
強
、
厚
さ
三
ミ

リ
、
茎
が
身
と
接
す
る
部
分
に
は
脛
巾
が
あ
る
。
脛
巾
は
長
さ
七
ミ
リ
、
断
面
で

の
縦
長
略
一
セ
ン
チ
六
ミ
リ
、
幅
一
セ
ン
チ
一
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
弱
、
反
は
み

え
な
い
。
外
装
に
つ
い
て
は
不
明
。

他
の
一
個
は
錐
を
含
む
身
の
残
片
で
茎
と
身
の
一
部
を
欠
い
て
い
る
。
現
存
長

一
〇
セ
ン
チ
、
身
幅
一
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
厚
さ
五
ミ
リ
弱
、
外
装
に
つ
い
て
は
不

明
。鉄

錫
は
刃
先
部
を
含
む
身
の
残
片
で
、
茎
よ
り
の
身
部
を
欠
き
、
茎
部
は
不

明
。
刃
線
に
角
の
あ
る
五
角
形
の
平
板
の
錫
で
、
現
存
長
四
セ
ン
チ
八
ミ
リ
、
身

幅
一
セ
ン
チ
九
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
強
の
楕
円
に
長
方
形
の
断
面
に
は
鏑
の
跡
は

み
え
な
い
。

銀
輪
金
具
は
直
径
七
セ
ン
チ
五
ミ
リ
の
環
状
の
金
具
で
、
そ
の
断
面
は
径
七
ミ

リ
の
隅
丸
方
形
、
両
面
の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
ひ
く
い
突
起
か
あ
る
。
輪
は
一
重

で
二
重
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
他
の
詳
細
は
錫
化
で
不
明
。

鉄
鎌
は
折
か
え
し
部
を
含
む
旗
長
の
直
刃
の
あ
る
金
具
で
両
端
と
も
に
欠
失
し
て

い
る
。
茎
に
つ
い
て
は
不
明
。
残
部
で
の
長
さ
五
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
身
中
央
部
で

の
幅
一
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
強
、
鋳
化
で
細
部
は
不
明
。

鈍
は
現
存
す
る
長
さ
二
セ
ン
チ
七
ミ
リ
、
四
七
チ
シ
六
ミ
リ
、
八
セ
ン
チ
五

ミ
リ
、
二
セ
ン
チ
八
ミ
リ
の
四
片
に
折
れ
て
お
り
、
共
に
直
接
に
は
む
す
び
つ

か
な
い
。
残
存
部
か
ら
み
る
と
そ
の
大
略
は
、
先
端
が
三
角
形
に
ひ
ら
い
て
内
轡

し
た
刃
の
あ
る
身
部
が
径
三
ミ
リ
の
角
柱
状
に
な
り
、
細
長
い
木
で
つ
く
ら
れ
た

柄
に
は
め
こ
ま
れ
て
固
定
さ
れ
る
。
柄
は
径
七
ミ
リ
の
丸
柱
状
で
、
着
装
の
た
め
、

柄
の
表
面
に
コ
イ
ル
状
に
ま
き
か
た
め
た
糸
状
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
身
部

の
他
端
は
柄
か
ら
は
み
た
し
、
次
第
に
丸
く
細
く
な
っ
て
い
る
。

第
五
三
号
墳

調
査
古
墳
群
の
西
北
部
の
水
田
中
に
あ
り
、
第
二
二
、
二
三
号
頃
の
西
隣
に
位

置
す
る
。
第
二
次
調
査
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
は

判
明
。
南
北
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
で
発
掘
し
、
現
地
表
面

下
二
〇
セ
ン
チ
で
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見
し
た
石
室
は
側
壁
基
底
部
と

仕
切
石
と
に
使
用
さ
れ
た
若
干
の
河
原
石
と
、
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
含

む
礫
群
と
で
あ
る
。
石
室
は
わ
ず
か
に
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
七
〇
セ
ソ
チ
、

そ
の
方
位
一
四
度
三
〇
分
西
と
計
測
で
き
る
だ
け
で
、
そ
の
ほ
か
は
崩
演
の
た
め

に
明
か
で
は
な
い
。

周
陸
は
時
間
に
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
探
索
せ
ず
に
お
え
た
。

出
土
遺
物
は
前
に
記
し
た
木
炭
細
片
の
す
み
で
あ
る
。

ー30-

第
五
四
号
墳
(
写
真
5
8
)

調
査
古
墳
群
の
最
東
端
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
次
調
査
に
お
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ

探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
は
確
め
ら
れ
た
。
南
北
五
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ

ン
チ
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
ト
.
レ
ン
チ
を
現
地
表
面
か
ら
五
五
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石

室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
の
石
室
は
側
壁
の
基
底
部
と
床
面
と
み
ら
れ
る
お
び



た
だ
し
い
礫
と
で
あ
る
。
探
聞
に
木
炭
細
片
が
交
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
測
定
で
き
る
石
室
の
大
い
ざ
は
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
九
〇
セ
ン
チ
、
幅
は

北
部
で
六
〇
セ
ン
チ
、
中
央
部
-
工
ハ
〇
セ
ン
チ
、
南
部
で
六
三
セ
ン
チ
、
残
存
部

分
で
の
床
面
か
ら
の
高
さ
一
八
セ
ン
チ
、
方
位
は
二
七
度
西
、
そ
の
ほ
か
は
崩
演

の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
は
石
室
を
中
心
と
し
て
東
、
西
、
北
の
三
方
向
に
探
査
の
ト
レ
ン
チ
を
い

れ
、
他
と
同
様
な
挽
揮
黒
褐
色
土
の
睦
の
痕
跡
を
確
認
し
た
確
認
し
た
。
東
の
陸

の
西
ヘ
リ
よ
り
西
の
陸
の
東
へ
り
ま
で
三
一
メ
ー
ト
ル
、
東
の
陛
幅
は
一
メ
ー
ト

ル
五
五
セ
ン
チ
、
西
の
陛
幅
は
一
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
、
北
の
陸
は
石
室
の
北

か
ら
そ
の
南
ヘ
リ
ま
で
四
メ
ー
ト
ル
六
五
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

南
は
道
路
の
た
め
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
ず
。

遺
物
は
発
見
さ
れ
ず
。

第
五
五
号
墳

調
査
古
墳
群
の
東
端
の
畑
地
に
あ
り
、
第
五
四
号
境
の
南
、
の
ち
に
の
べ
る
第

五
六
号
境
の
東
に
位
置
す
る
。
第
三
次
調
査
に
お
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試

掘
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
を
認
め
た
。
南
北
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ

ン
チ
を
現
地
表
面
か
ら
四
五
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見

し
た
石
室
は
散
乱
状
態
に
近
い
ほ
ど
ひ
ど
く
崩
潰
さ
れ
て
い
て
、
石
室
の
お
よ
そ

の
幅
が
四
〇
セ
ン
チ
、
方
位
は
一
二
度
三
〇
分
東
と
計
ら
れ
た
ほ
か
一
切
不
明
で

あ
る
。

周
陸
は
石
室
を
中
心
に
東
と
北
と
に
一
つ
ず
つ
、
西
に
は
第
五
六
号
境
の
周
陸

探
査
を
か
ね
て
、
東
西
に
平
行
し
て
二
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
た
。
東
と
西
の
ト

レ
ン
チ
か
ら
睦
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
、
か
、
北
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
第
五

五
号
韻
の
北
の
測
点
よ
り
陸
の
商
へ
り
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
で
、
四
五
セ
ン
チ
幅
の

他
と
同
様
の
周
陸
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
。
石
室
の
南
側
は
未
発
掘
。

遣
物
は
出
土
せ
ず
。

第
五
六
号
墳

第
五
六
号
蝶
は
発
掘
地
域
の
東
南
端
の
畑
地
に
位
僅
す
る
。
耕
土
下
二
〇
セ
ン

チ
前
後
で
河
原
石
が
発
見
さ
れ
、
南
北
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一
・
五
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
分
布
状
態
か
ら
石
室
の

存
在
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
南
寄
り
に
仕
切
有
様
の
平
石
の
存
在
も

注
患
さ
れ
た
が
、
第
五
五
号
頃
に
近
接
し
過
ぎ
る
き
ら
い
も
あ
っ
て
、
石
室
と
判

断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

第
五
七
号
墳

第
五
七
号
境
は
第
五
六
号
境
の
西
北
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
畑
地
に
位
置
し
、
地
表

面
に
は
何
ら
の
痕
跡
も
止
め
て
い
な
か
っ
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
地
表
南
下

二
五
セ
ン
チ
前
後
で
石
室
遺
残
を
発
見
し
た
。
石
室
は
長
さ
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル

程
度
を
遺
存
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
側
壁
の
小
口
積
最
下
段
を
残
し
、

そ
の
配
列
か
ら
見
て
石
室
中
央
部
と
判
断
さ
れ
た
。
石
室
幅
は
四
〇
セ
ン
チ
前
後

で
あ
り
、
底
面
中
央
に
一
枚
の
仕
切
石
が
認
め
ら
れ
、
少
量
の
礫
も
存
在
し
て
い

て
石
敦
の
痕
跡
を
止
め
て
い
た
。
石
室
の
方
位
は
N
一
度
三
〇
分
W
で
あ
る
。

こ
の
石
室
か
ら
は
遺
物
が
全
く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

周
陸
は
東
側
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
検
出
に
つ
と
め
た
が
、
確
認
す
る
こ
と

ニ
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が
で
き
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
他
の
古
墳
と
同
様
に
周
陸
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
黄
褐
色
粘
土
層
ま
で
到
達
し
な
い
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
為
に

発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
五
八
号
墳

調
査
古
墳
群
の
東
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
五
一
号
接
の
南
、
第
五
四
号
頃
の
西

に
位
置
す
る
。
第
三
次
調
査
に
お
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
そ

の
所
在
は
確
め
ら
れ
た
。
南
北
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
現

地
表
面
か
ら
四
〇
セ
ン
チ
掘
下
げ
て
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ
の
石
室
は
基

底
部
の
側
壁
に
使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
河
原
石
九
個
と
床
面
と
考
え
ら
れ
る
石
群

(
木
炭
細
片
の
有
無
は
不
明
)

の
み
で
、
そ
の
石
室
の
残
存
部
分
で
の
長
さ
は
二

メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
五
〇
セ
ン
チ
、
方
位
一
四
度
東
と
計
上
さ
れ
た
ほ

か
は
崩
演
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

周
陸
に
つ
い
て
は
石
室
を
中
心
と
し
て
東
、
西
、
北
の
三
方
向
に
そ
の
探
査
の

ト
レ
ン
チ
を
い
れ
、
他
と
同
様
な
陸
跡
の
存
在
を
確
認
し
た
。
径
は
東
の
陸
の
西

へ
り
よ
り
西
の
睦
の
東
へ
り
ま
で
六
メ
ー
ト
ル
二
七
セ
ン
チ
、
東
の
陸
幅
は
六
〇

セ
ン
チ
、
西
の
そ
れ
は
八
五
セ
ン
チ
、
北
の
陸
の
位
置
は
第
五
八
号
境
の
北
の
測

点
よ
り
北
の
睦
の
南
へ
り
ま
で
三
メ
ー
ト
ル
一
五
セ
ン
チ
、
そ
の
幅
は
一
メ
ー
ト

ル
三
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石
室
の
南
側
に
は
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
ず
。
出
土
遺
物
も

な
か
っ
た
。

第
五
九
号
積
石
は
第
五
八
号
頃
の
西
二
八
メ
ー
ト
ル
、
第
四
八
号
境
と
の
中
間

に
位
橙
し
、
畑
地
に
存
在
し
て
い
る
。
発
掘
の
結
果
、
現
地
衰
下
三
五
セ
ン
チ
前

後
で
河
原
石
が
魂
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
河
原
石
の
出
土
状
態
は

雑
然
と
し
て
お
り
、
石
室
遺
残
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
遺
物
も
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

第
五
九
号
積
石

第
六
〇
号
墳
(
写
真
5
 
9
)

第
六
〇
号
境
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
部
西
寄
り
、
第
四
七
号
接
の
北
方
に
位

置
し
て
い
る
。
発
掘
の
結
果
、
耕
土
下
二
五
セ
ン
チ
前
後
で
石
室
基
底
部
の
右
列

が
発
見
さ
れ
た
。
河
原
石
は
石
室
最
下
段
の
小
口
積
の
配
列
が
比
較
的
良
好
に
遺

存
し
、
石
室
の
規
模
も
ほ
ゞ
判
明
し
た
。
石
室
の
長
さ
は
現
存
部
分
で
二
・
七
メ

ー
ト
ル
を
算
し
、
石
室
南
端
が
若
干
破
壊
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
原
形
は
そ

れ
よ
り
多
少
長
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
石
室
幅
中
央
部
で
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石

室
の
方
位
は
N
二
〇
度
三
〇
分
E
で
あ
る
。

遺
物
は
全
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
前
に
盗
掘
撹
乱
を
受
け
て
い
る
為
、

そ
の
折
に
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

周
陸
は
北
・
北
岡
・
西
の
三
個
所
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
調
査
し
た
が
、
西
側

ト
レ
ン
チ
に
幅
一
・
一
五
メ
ー
ト
ル
の
陣
の
存
在
が
知
ら
れ
た
の
み
で
、
他
の
二

個
所
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
部
分
で
は
恐
ら
く
周
陸
が
浅
か
つ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
周
腔
の
東
西
内
径
は
、
石
室
と
西
側
遺
在
の
陸
か
ら
推
定
し
て
四
メ

ー
ト
ル
前
後
の
も
の
と
な
ろ
う
。
東
側
は
水
田
と
な
っ
て
い
る
の
で
調
査
し
な
か

っ
た
。

コ
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第
六
-
号

第
三
次
調
査
に
お
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
り
若
干
の
河
原
石
を

認
め
、
発
掘
を
し
た
が
畦
畔
の
右
横
で
古
墳
の
跡
で
は
な
い
。
畦
畔
右
横
の
地
域

は
東
西
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
は
西
側
で
六
〇
セ
ン
チ
、
東
側
で
二
メ
ー
ト
ル
の
東

に
開
い
た
不
整
梯
形
状
の
平
面
形
の
地
域
で
、
遺
物
は
出
土
せ
ず
。

第
六
一
二
号
墳

調
査
古
墳
群
の
中
央
部
、
や
や
東
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
六
一
号
頃
の
西
に

位
置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
三
次
調
査
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
と
に
よ

っ
て
確
め
ら
れ
、
南
北
四
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ

で
発
掘
。
現
地
表
面
下
四
五
セ
ン
チ
に
お
い
て
石
室
の
一
部
を
発
見
し
た
。
発
見

し
た
石
室
は
崩
演
が
ひ
ど
く
、
散
乱
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
底
部
を
わ
ず
か
に
通

有
し
て
い
た
。
残
存
部
で
の
石
室
の
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部

で
五
七
セ
ン
チ
、
商
都
で
四
五
セ
ン
チ
、
方
位
は
六
度
三
〇
分
西
と
計
上
で
き
る

ほ
か
は
崩
演
の
た
め
一
切
不
明
で
あ
る
。

石
室
を
中
心
と
し
て
西
、
北
の
二
方
向
に
い
れ
た
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
か
ら
は
腔

の
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
東
と
南
は
ト
レ
ン
チ
を
い
れ
な
か
っ
た
。

遺
物
も
出
土
せ
ず
。

第
ふ
ハ
三
号

第
六
三
号
と
命
名
し
た
も
の
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
部
で
、
第
六
〇
号
域
の

西
に
位
置
し
て
い
る
。
耕
土
面
下
約
二
五
セ
ン
チ
の
深
さ
で
河
原
石
四
個
が
散
在

し
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
河
原
石
は
古
老
の
造
残
と
は
認
め
灘
い
も
の
で
あ

り
、
古
墳
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
六
四
号

第
六
四
号
は
第
四
八
号
域
の
西
北
に
接
し
て
い
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
、
耕

土
下
に
河
原
石
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
調
査
を
行
な
っ
た
。
発
掘
の

結
果
、
耕
土
面
下
二
五
セ
ン
チ
前
後
に
河
原
石
が
七
-
八
倒
散
在
す
る
の
が
認
め

ら
れ
た
が
、
礫
の
存
在
は
認
め
ら
れ
ず
、
石
室
の
遺
残
と
は
確
認
出
来
な
か
っ

た
。

第
六
五
号
墳

第
六
五
号
横
は
前
者
の
商
に
接
し
て
東
南
寄
り
の
畑
地
に
位
置
し
、
地
表
面
に

は
何
ら
痕
跡
を
止
め
て
い
な
か
っ
た
。
河
原
石
の
存
在
が
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
知

ら
れ
た
の
で
、
発
掘
し
、
地
表
下
約
三
〇
セ
ン
チ
で
石
室
基
底
部
の
右
列
が
乱
れ

て
発
見
さ
れ
た
。
一
部
分
で
礫
敦
が
遺
存
し
、
そ
の
上
に
刀
子
残
片
も
出
土
し
、
石

室
が
こ
の
部
分
に
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
石
室
の
規
模

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
で
き
な
い
。
比
較
的
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
大

形
の
河
原
石
と
礫
敗
の
残
存
か
ら
推
定
し
て
幅
が
ほ
ゞ
四
〇
セ
ン
チ
程
度
で
あ
る

ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

局
限
は
西
・
北
の
二
方
向
で
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
両

側
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
幅
約
三
〇
セ
ン
チ
の
睦
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
蛇
も
黄
褐
色
粘
土
層
に
達
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
北
側
ト
レ
ン
チ
で
は
不
明
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で
あ
っ
た
。
石
室
の
位
置
と
西
側
陸
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
周
陸
の
径
は
三
-
四

メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
ろ
う
。

第
六
五
号
塔
の
出
土
遺
物
に
決
の
通
り
で
あ
る
。

刀
子
残
片

一

長
さ
現
存
四
・
六
セ
ン
チ
、
幅
約
一
セ
ン
チ
の
刀
子
残
片
で
あ
る
。
そ
の
形
状

よ
り
見
て
、
恐
ら
く
刃
部
の
先
端
近
い
破
片
で
あ
ろ
う
。

第
六
ふ
曾
号
墳
(
写
真
0
0
̃
6
 
1
)

第
六
六
号
韻
は
第
六
五
号
の
南
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
道
路
と
の
間
で
、
石
室
基
底

部
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
石
室
は
耕
土
南
下
二
五
セ
ン
チ
前
後
の
深
さ
で

側
壁
の
積
右
が
一
段
乃
至
二
段
に
発
見
さ
れ
、
石
室
内
部
の
轢
敗
も
良
好
に
遺
存

し
て
い
た
。

こ
こ
の
古
墳
の
遺
存
部
分
は
四
・
四
メ
ー
ト
ル
を
測
る
が
、
石
室
は
礫
敦
の
範

囲
か
ら
考
え
て
長
さ
三
・
一
メ
ー
ト
ル
前
後
で
、
そ
の
南
側
に
長
さ
約
一
メ
ー
ト

ル
の
振
り
出
し
の
施
設
が
認
め
ら
れ
る
。
石
室
幅
は
ほ
ゞ
七
〇
セ
ン
チ
前
後
で
あ

る
。
石
室
側
壁
は
小
口
を
揃
え
た
河
原
石
の
配
列
が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
が
、
そ

の
外
側
の
河
原
右
は
殆
ん
ど
遺
存
せ
ず
、
石
室
基
底
部
が
一
段
低
く
営
ま
れ
た
事

が
知
ら
れ
、
耕
作
に
際
し
て
も
破
壊
を
免
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
石
室

底
面
に
は
礫
が
一
面
に
敷
か
れ
、
北
端
よ
り
一
二
ハ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
ま
で
に
は

そ
の
下
部
に
更
に
平
た
い
河
原
石
を
敷
き
並
べ
て
あ
っ
た
こ
と
が
特
記
で
き
る
。

石
室
の
方
位
は
N
三
一
度
W
で
あ
る
。

石
室
南
方
の
張
り
出
し
部
は
、
石
室
南
端
に
桓
接
し
、
長
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
に

及
び
小
口
を
揃
え
た
河
原
右
の
配
列
を
示
し
、
石
室
に
接
し
た
部
分
は
石
室
幅
と

ほ
ゞ
同
幅
で
あ
る
が
、
そ
の
南
端
内
幅
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
を
計
り
、
南
に
広
が

り
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
張
り
出
し
部
の
内
部
で
は
、
北
寄
り
に
一
辺
六
〇
セ
ン

チ
の
方
形
状
に
黄
褐
色
粘
土
面
か
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
は
何
ら
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
張
り
出
し
部
と
石
室
の
間
に
は
墓
石
が
横
に
撞
か
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
ら
し
い
が
、
遺
存
し
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
石
室
の
礫
の
切
れ
目
か
ら

そ
れ
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
張
り
出
し
部
の
存
在
は
五
条
丸
古
墳
群
中
で
も
数
少

な
い
も
の
で
あ
り
、
石
室
前
庭
部
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

遺
物
の
多
く
の
出
土
は
石
室
内
部
礫
敷
上
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
直
刀
は
石
室

中
央
南
寄
り
に
茎
部
を
北
と
し
て
刀
子
は
中
央
北
寄
り
に
茎
部
を
南
と
し
て
発
見

さ
れ
、
玉
類
は
中
央
部
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
た
。
土
師
器
は
小
形
の
壷
と
高
林

が
張
り
出
し
部
東
北
隅
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
土
製
紡
錘
車
破
片
が
一
個

石
室
上
部
の
土
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

周
陸
は
最
初
四
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
追
求
し
た
が
、
後
に
周
陸
の
プ

ラ
ン
の
検
出
を
目
的
と
し
て
ト
レ
ン
チ
を
拡
大
し
、
周
陸
全
形
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
東
西
内
径
約
八
メ
ー
ト
ル
、
陸
幅
一
・
二
メ
ー
ト
ル
前

後
で
あ
る
。
こ
の
周
陸
の
南
側
は
七
メ
ー
ト
ル
程
絶
ち
切
れ
て
い
て
、
他
の
例
と

同
様
の
平
面
を
示
し
て
い
る
。
周
陸
北
部
は
一
部
不
鮮
明
で
あ
り
、
陸
が
五
メ
ー

ト
ル
北
方
へ
延
び
て
派
生
し
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
る
が
、
第
六
六
号
項
の
周
睦

の
基
本
形
は
円
形
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
陸
の
深
さ
は
未
調
査
の
為
不

明
で
あ
る
。

第
六
六
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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ガ
ラ
ス
小
玉

土
玉

土
師
器

土
製
紡
錘
車

八
二 四 六

0

直
刀

全
長
二
九
・
五
セ
ン
チ
、
刀
身
部
二
三
セ
ン
チ
、
茎
部
六
・
五
セ
ン
チ
、
中
央

部
幅
二
・
八
セ
ン
チ
で
小
形
の
垣
刀
で
あ
り
、
茎
部
に
目
釘
が
二
個
所
に
遺
存
し

て
い
る
。
か
な
り
鋸
化
が
激
し
い
。

臼

刀
子

刀
子
は
現
存
長
一
一
・
五
セ
ン
チ
で
、
刃
部
の
先
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
茎
部

を
約
五
セ
ン
チ
、
刃
部
に
は
齢
に
巻
か
れ
た
樺
巻
き
の
遺
残
が
認
め
ら
れ
る
。

白

ガ
ラ
ス
小
玉

ガ
ラ
ス
小
玉
は
総
数
八
六
個
出
土
し
、
径
三
乃
至
四
ミ
リ
の
小
形
の
も
の
ば
か

り
で
あ
り
、
暗
青
色
を
帯
び
て
.
い
る
。

㈲

土
玉

土
玉
は
計
四
個
の
み
出
土
し
て
い
る
。
完
全
な
一
個
は
径
七
ミ
リ
の
一
見
算
盤

玉
状
を
呈
し
て
い
る
。

田

土
師
器

土
師
器
は
小
形
壷
一
個
と
高
林
一
個
が
出
土
し
て
い
る
。

㈱

土
製
紡
錘
車

土
製
紡
錘
車
は
淡
黄
褐
色
の
表
面
を
呈
し
、
内
部
は
黒
褐
色
を
示
す
こ
と
が
断

面
に
観
察
で
き
る
。
現
存
径
五
・
七
セ
ン
チ
、
中
央
に
径
八
ミ
リ
の
孔
が
認
め
ら
れ

る
。
原
形
は
底
径
六
・
三
セ
ン
チ
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
と
推
定
で

き
る
。

第
六
七
号

第
六
七
号
境
は
第
六
六
号
境
の
直
ぐ
南
側
に
位
陸
し
て
お
り
、
耕
土
面
下
二
五

セ
ン
チ
程
の
深
さ
に
二
伸
の
大
形
の
石
が
発
見
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
他
に
こ
れ

と
近
接
し
て
河
原
石
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
第
六
六
号
境
に
近
接

し
過
ぎ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
古
墳
石
室
と
関
連
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。第

六
八
号

第
六
八
号
と
命
名
し
た
も
の
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
部
、
第
六
六
号
境
の
西

南
に
位
置
し
て
い
る
。
耕
土
面
下
約
三
〇
セ
ン
チ
に
河
原
石
九
個
が
存
在
し
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
配
列
は
乱
れ
て
お
り
、
石
室
の
遺
残
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
距
離
的
に
も
第
六
六
号
境
に
近
す
ぎ
る
の
で
、
古
墳
と
考
え
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

第
六
九
号
墳
(
写
真
6
2
̃
6
4
)

第
六
九
号
境
は
五
条
丸
古
墳
群
の
南
端
の
道
路
ぞ
い
の
畑
の
中
に
位
置
し
、
耕

作
に
よ
る
削
平
の
為
に
地
表
面
に
は
全
く
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ボ
ー
リ
ン
グ

の
結
果
、
地
表
面
下
に
河
原
石
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
発
掘
し
た
と

こ
ろ
、
石
室
の
基
底
部
が
発
見
さ
れ
、
側
壁
も
小
口
積
二
段
程
度
ま
で
遺
存
し
て

い
た
。

石
室
は
長
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
北
部
で
四
〇
セ
ン
チ
、
南
部
で
五
五
七

ニ匪萱雪



ソ
チ
前
後
で
、
南
部
で
広
く
な
っ
て
い
る
。
北
端
の
側
壁
石
は
失
な
わ
れ
て
い
る

が
、
南
端
は
小
口
積
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
室
内
面
に
は
一
面
に
礫
が
敷
か

れ
、
北
部
轢
敷
端
よ
り
南
へ
五
〇
セ
ン
チ
の
所
に
仕
切
石
の
一
部
が
認
め
ら
れ

た
。
石
室
の
方
位
は
N
一
一
・
三
〇
度
E
で
あ
る
。

遺
物
は
石
室
中
央
の
四
壁
寄
り
に
直
の
が
柄
部
を
南
と
し
て
出
土
し
、
そ
の
北

に
銑
鉄
か
二
一
本
一
括
出
土
し
、
鍛
先
を
南
と
し
て
発
見
さ
れ
た
。

周
陸
は
東
西
北
の
三
万
回
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
て
調
査
し
た
結
果
、
北
側
で
は

石
室
北
端
か
ら
六
五
セ
ン
チ
の
所
よ
り
幅
四
〇
セ
ン
チ
の
陸
か
存
在
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
、
又
、
西
側
で
は
石
室
西
壁
よ
り
西
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
か
ら
土
層

の
変
化
が
認
め
ら
れ
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
陸
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東

側
で
は
黄
褐
色
粘
土
層
に
は
周
睦
の
掘
り
こ
み
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
東
壁
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
程
の
地
点
の
黒
色
腐
植
土
層
中
に
黄
褐
色
粘
土
粒

を
少
量
含
む
部
分
が
あ
り
、
浅
い
陸
が
こ
の
部
分
を
通
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
こ
の
古
墳
の
周
陛
東
西
内
径
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
幅
、
深
さ
共
西
側
が
大
き
く
、
北
か
ら
東
に
か
け
て
は
小

さ
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
石
室
の
位
性
は
こ
の
周
艦
内
の
東
寄
り
に

存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
周
睦
は
、
他
の
例
に
比
し
て
小
規
模
な
も
の
で
あ

る
。第

六
九
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

0
∴
直

刀

両
刀
は
全
長
四
・
四
六
セ
ン
チ
、
刀
身
部
三
二
∴
千
セ
ン
チ
、
柄
部
一
二
・
一

セ
ン
チ
、
関
近
く
で
身
幅
三
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
鍔
は
長
径
六
・
二
セ
ン
チ
、

短
径
四
・
七
セ
ン
チ
の
倒
卵
形
の
鍔
で
あ
る
。
鍔
元
に
は
金
具
か
鋸
着
し
て
遺
存

し
て
い
る
。
な
お
柄
部
に
は
繁
巻
か
認
め
ら
れ
る
。

0

鉄

鍛

鉄
鍵
は
総
計
一
二
点
出
土
し
、
最
も
長
い
も
の
で
一
二
・
五
セ
ン
チ
あ
る
。
鍛

先
端
は
四
点
出
土
し
、
す
べ
て
細
根
の
片
刃
箭
式
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
他
は

茎
部
断
片
で
あ
り
、
一
部
分
蟹
殻
を
残
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
個
に
は
布
片

が
鋸
着
し
て
い
る
。

第
七
〇
号
墳

調
査
古
墳
群
の
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
五
号
項
の
東
、
第
六
九
号
境
の
西

北
に
位
置
し
、
第
三
次
調
査
の
と
き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
、

現
地
表
面
下
二
〇
セ
ン
チ
で
南
北
に
長
く
散
在
し
て
い
る
礫
を
交
え
た
撹
拝
黒
褐

色
土
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ト
レ
ン
チ
を
南
北
五
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
メ
ー
ト

ル
に
拡
張
し
て
、
そ
の
範
囲
を
追
跡
す
る
こ
と
と
し
た
。
追
跡
の
結
果
、
こ
の
礫

を
交
え
た
挽
拝
黒
褐
色
土
は
、
方
位
が
一
八
度
東
と
み
ら
れ
る
ほ
か
崩
演
の
た
め

古
墳
と
認
定
で
き
る
よ
う
な
河
原
石
も
、
出
土
品
も
発
見
さ
れ
ず
。
よ
っ
て
周
陸

の
存
在
で
こ
の
痕
跡
は
古
墳
か
否
か
を
判
断
す
る
以
外
に
は
途
ほ
な
い
。

故
に
周
陸
探
査
は
、
そ
の
痕
跡
部
を
中
心
に
、
南
を
除
い
て
ト
レ
ン
チ
を
東
に

二
つ
、
西
は
ト
レ
ン
チ
幅
の
ま
ま
に
腑
に
三
メ
ー
ト
ル
拡
げ
、
さ
ら
に
そ
の
西
一

一
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
で
延
長
し
て
み
た
。
陸
の
跡
は
東
に
二
つ
い

れ
た
ト
レ
ン
チ
か
ら
と
、
西
に
五
メ
ー
ト
ル
幅
で
拡
張
し
た
地
域
か
ら
二
条
南
北

に
長
く
は
ま
平
行
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
他
の
例
と
同
じ
く
黄
褐
色
粘

一
彊確漢∃



土
の
地
山
に
挽
揮
黒
褐
色
土
の
痕
跡
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
陸
の
う
ち
東
に

い
れ
た
二
つ
の
ト
レ
ン
チ
の
北
側
の
ト
レ
ン
チ
の
陛
跡
は
第
七
〇
号
頃
の
南
と
北

の
測
点
を
む
す
ぶ
線
上
か
ら
、
酷
の
西
の
ヘ
リ
ま
で
二
メ
ー
ト
ル
六
六
セ
ン
チ
か

ら
二
メ
ー
ト
ル
七
七
セ
ン
チ
、
幅
は
八
〇
セ
ン
チ
強
。
東
の
ト
レ
ン
チ
の
う
ち
南
側

の
も
の
は
同
じ
線
上
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
三
∪
セ
ン

チ
東
、
幅
は
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
〇
セ
ン
チ
あ
っ
た
.
西
の
ト
レ
ン
チ
で
は
同
じ
線

上
か
ら
西
へ
三
メ
ー
ト
ル
五
六
セ
ン
チ
で
第
一
の
陳
の
東
ペ
ソ
に
達
す
る
。
幅
は

六
〇
セ
ン
チ
。
五
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
で
第
二
の
陸
に
、
幅
は
一
メ
ー
ト
ル
一

五
セ
ン
チ
前
後
。
睦
の
東
西
の
内
径
は
西
の
第
一
の
睦
ま
で
六
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ

ン
チ
前
後
、
第
二
の
醒
ま
で
は
八
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
る
。
以
上
、
陳
の
痕
跡
、

東
西
径
よ
り
お
し
て
前
記
の
礫
を
交
え
た
撹
拝
黒
褐
色
土
は
石
室
床
面
の
基
陸
部

分
と
み
て
よ
い
。
た
だ
第
七
〇
号
域
の
北
の
測
点
か
ら
北
へ
五
メ
ー
ト
ル
延
長
し

た
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
陳
跡
の
認
定
は
で
き
ず
、
ま
た
南
側
に
つ
い
て
は
未
発
掘
で

あ
っ
た
。

出
土
品
も
前
に
記
し
た
と
お
り
何
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

第
七
二
号
墳
(
写
真
ア
ユ
)

第
七
一
号
増
は
第
四
五
号
域
と
第
七
〇
号
蝶
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
畑
地
表

面
下
二
五
セ
ン
チ
前
後
で
石
室
基
底
の
遺
存
部
分
を
発
見
し
た
。
石
室
は
北
半
部

の
基
底
積
石
二
段
ま
で
を
残
し
、
東
西
側
壁
は
河
原
右
を
小
口
積
と
し
、
北
壁
は

河
原
右
の
横
積
と
な
っ
て
い
た
。
石
室
の
南
半
部
は
河
原
石
を
欠
い
て
い
る
が
、

現
存
長
一
・
三
メ
ー
ト
ル
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
前
後
は
延
び
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

土
層
に
若
干
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
石
室
幅
は
約
四
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石
室

底
面
に
は
礫
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
は
木
炭
粒
が
認
め
ら
れ

た
。
遺
物
は
棟
数
上
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
な
お
、
石
室
の
方
位
は
N
二
〇
度

E
で
あ
っ
た
。

周
陣
は
、
ト
レ
ン
チ
に
よ
っ
て
調
査
し
た
が
、
黄
褐
色
粘
土
層
ま
で
到
達
し
て

い
な
か
っ
た
も
の
ら
し
く
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
他
の
多
く
の
例
で

発
見
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
、
浅
く
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
周
睦
は
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
七
一
号
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鉄

鍛

破

片

刀

子

破

片

切

子

玉

ガ

ラ

ス

小

玉

六二一

八
〇

二
五

二囲「国王

0

錬
鉄
破
片

鉄
鎌
破
片
は
す
べ
て
茎
部
で
あ
り
、
長
さ
三
-
四
セ
ン
チ
の
小
破
片
で
あ
る
。

そ
の
中
、
箆
被
の
部
分
を
残
す
も
の
が
あ
る
が
、
錫
化
し
て
い
る
為
に
正
確
に
そ

の
長
さ
は
わ
か
ら
な
い
。

臼

刀
子
破
片

刀
子
破
片
は
二
個
あ
り
、
一
は
長
さ
六
・
四
セ
ン
チ
、
幅
一
、
三
セ
ン
チ
で
刃

部
中
程
の
破
片
で
あ
る
。
他
の
一
つ
も
刃
部
破
片
と
思
お
れ
る
も
の
で
あ
り
・
長

さ
三
・
八
セ
ン
チ
の
小
破
片
で
あ
る
。

田

切

手

玉

比
較
的
小
形
の
切
子
玉
で
水
晶
製
で
あ
る
。
高
さ
一
・
四
セ
ン
チ
、
腹
径
一
・



二
セ
ン
チ
、
片
面
穿
孔
で
あ
る
。

㈲

ガ
ラ
ス
小
玉

他
の
石
室
か
ら
出
土
す
る
も
の
と
同
様
の
大
き
さ
で
、
小
形
の
径
三
ミ
リ
程
度

の
も
の
が
多
い
。
色
調
は
暗
青
色
が
多
く
、
線
色
の
も
の
が
若
干
含
ま
れ
る
。

田

土

玉

土
玉
は
表
面
清
沢
な
漆
塗
で
、
大
き
い
も
の
は
直
径
一
二
ミ
リ
で
、
こ
の
他
の

古
墳
出
土
の
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

第
七
二
号
墳

第
七
二
号
境
は
第
四
四
号
域
と
第
四
五
号
境
の
中
間
に
位
置
し
、
墳
丘
は
全
く

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
表
下
約
二
五
セ
ン
チ
の
個
所
に
石
室
積
石
最
下
段
の
遺

残
が
発
見
さ
れ
た
。
積
石
造
存
部
分
は
石
室
東
壁
の
北
部
最
下
段
六
個
と
、
相
対

す
る
位
置
の
西
壁
最
下
段
の
一
個
の
み
で
あ
っ
た
。
但
し
、
東
壁
で
は
最
下
段
の

積
石
除
去
後
の
跡
形
が
若
干
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
基
と
し
て
石

室
の
規
模
を
考
え
る
と
、
現
在
河
原
右
の
配
列
か
ら
考
え
て
石
室
幅
は
北
寄
り
で

九
〇
セ
ン
チ
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
撹
乱
を
う
け
て
は
い
る
が
遺

物
の
出
土
範
囲
が
熊
石
の
南
で
長
さ
約
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
〇
セ
ン
チ
に
及

ん
で
い
る
こ
と
を
考
般
す
れ
ば
、
石
室
の
長
さ
も
ほ
ゞ
三
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
に

及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
石
室
の
方
位
は
N
五
度
巳
前
後
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

周
陸
は
、
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
東
、
北
を
調
査
し
た
が
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
前

後
の
小
規
模
な
睦
が
石
室
遺
残
地
点
よ
り
約
二
メ
ー
ト
ル
の
近
距
離
に
め
ぐ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
石
室
の
西
方
は
開
田
工
事
の
畦
畔
と
抵
触
す
る
の
で
調
査
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
局
限
の
具
体
的
な
内
径
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

東
、
北
の
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
観
察
と
石
室
の
位
置
か
ら
推
定
さ
れ
る
範
囲
で

は
、
内
径
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
周
陸
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
石
室
の
南

側
は
他
の
例
で
も
周
陸
が
認
め
ら
れ
な
い
の
か
通
例
で
あ
る
の
で
、
調
査
は
省
略

し
た
。

こ
の
古
墳
出
土
の
遺
物
は
す
べ
て
撹
乱
さ
れ
て
、
石
室
内
部
と
推
定
さ
れ
る
個

所
か
ら
礫
と
混
在
し
て
発
見
さ
れ
、
原
位
置
を
止
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
は

な
か
っ
た
。

こ
の
古
墳
出
土
の
遺
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

錬
鉄

環
状
鉄
器
片

金
銅
製
飾
金
具
片

0

鉄
錫
(
第
2
 
7
図
)

八
-

若
干

鉄
鎌
の
中
二
個
は
錬
頭
で
あ
り
、
無
茎
腸
扶
平
板
式
で
あ
る
。
中
央
に
径
二

ミ
リ
の
小
孔
を
有
し
て
お
り
、
完
全
な
形
を
示
し
て
い
る
。
長
さ
五
セ
ン
チ
、
幅

二
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
ミ
リ
で
錬
先
は
三
角
形
状
を
呈
し
、
底
辺
に
逆
刺
を
有
す

る
。
底
辺
を
欠
い
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

鉄
錫
の
他
の
六
例
は
楠
部
の
茎
断
片
で
あ
る
が
、
全
長
を
知
り
得
る
も
の
が
な

い
。
す
べ
て
一
辺
四
-
七
ミ
リ
程
度
の
断
面
柾
形
の
も
の
で
あ
る
。

0

環
状
鉄
器
片

こ
の
破
片
は
、
現
存
五
・
五
セ
ン
チ
の
壇
曲
し
た
環
状
鉄
製
品
断
片
で
あ
り
、

五
ミ
リ
前
後
の
矩
形
鉄
錆
を
曲
げ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
状
か
ら
考

え
て
馬
具
残
片
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
が
判
然
と
し
な
い
。

日

金
銅
製
飾
金
具
破
片

= 図書∃



第
七
二
号
墳
か
ら
は
、
珍
し
く
金
鋼
製
品
が
出
土
し
た
。
方
形
鉦
金
具
破
片
の

中
、
最
も
大
き
い
も
の
は
、
現
在
縦
一
・
七
セ
ン
チ
、
横
二
・
一
セ
ン
チ
で
周
縁

が
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
想
定
さ
れ
る
復
原
形
は
一
辺
二
・
五
セ
ン
チ
前
後

の
方
形
飾
金
具
で
あ
ろ
う
。
表
面
は
金
メ
ッ
キ
さ
れ
、
細
い
沈
刻
に
よ
っ
て
旭
光

状
の
文
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
鋲
一
個
を
残
す
の
み
で
あ
る
、
か
、
元
来
は

四
隅
に
鋲
を
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
金
具
と
共
に
、
更
に
薄
手
の
縦
一

・
七
セ
ン
チ
、
旗
二
セ
ン
チ
の
金
具
が
あ
る
。
こ
の
金
具
は
文
様
は
有
し
な
い

が
、
片
面
に
金
メ
ッ
キ
が
施
さ
れ
、
中
央
に
機
長
矩
形
の
透
し
が
あ
る
。

こ
の
外
に
、
鋲
付
円
形
の
笠
形
金
具
が
二
伸
出
土
し
て
い
る
。
直
径
二
・
二
セ

ン
チ
、
高
さ
三
五
ミ
リ
で
、
表
面
か
金
メ
ッ
キ
さ
れ
、
方
形
金
具
と
同
様
の
文
様

が
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
金
銅
製
飾
金
具
は
比
較
的
小
形
の
飾
金
具
で
あ
る
が
、
帯
金
具
と
し

て
使
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
七
三
号
墳

第
七
三
号
項
は
、
五
条
丸
古
墳
群
の
南
部
の
畑
地
に
位
置
し
、
河
原
石
が
三
個

発
見
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
か
、
そ
の
状
態
は
多
分
に
石
室
基
底
部
の
側
壁
小

口
積
石
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
し
、
若
干
の
礫
や
木
炭
が
発
見
さ
れ
て
、

こ
の
個
所
に
石
室
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
但
し
、
そ
の
道
存
状
態
が

極
め
て
悪
い
為
に
石
室
の
具
体
的
な
規
模
は
知
り
得
な
い
。

こ
ゝ
か
ら
は
遺
物
と
し
て
は
刀
子
破
片
が
一
点
発
見
さ
れ
た
。

周
陸
は
調
査
を
し
な
か
つ
た
の
で
不
明
で
あ
る
。

遺
物
と
し
て
は
刀
子
破
片
が
一
個
あ
る
の
み
で
あ
る
。

現
存
長
九
セ
ン
チ
の
刀
子
刃
部
で
あ
る
。
中
央
部
で
幅
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る

が
関
近
く
な
る
に
従
い
幅
広
く
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
鋸
化
が
甚
し
い
の
で
は
っ

き
り
し
な
い
。

第
七
四
号
墳

調
査
古
墳
群
の
南
部
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
六
号
項
の
南
、
第
七
〇
号
質
の
北

に
位
置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に

ょ
っ
て
、
現
地
表
面
下
三
〇
セ
ン
チ
で
著
し
く
崩
潰
し
散
乱
状
態
に
あ
る
河
原
石

一
〇
個
を
発
見
し
た
。
そ
れ
で
南
北
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ

に
ト
レ
ン
チ
を
拡
げ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
何
物
を
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
前
述
の
第
七
〇
号
域
の
場
合
と
同
様
に
周
陸
跡
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
墳
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

周
陸
の
探
査
は
石
室
の
東
側
の
南
と
北
と
に
二
つ
東
西
に
平
行
に
ト
レ
ン
チ
を
い

れ
黄
褐
色
粘
土
の
地
山
の
間
に
撹
拝
黒
褐
色
土
の
陸
跡
の
一
部
を
発
見
し
た
。
そ

の
陸
は
南
と
北
の
測
点
を
む
す
ぶ
線
上
か
ら
北
よ
り
の
も
の
は
一
メ
ー
ト
ル
二
五

セ
ン
チ
、
幅
六
〇
セ
ン
チ
、
南
よ
り
の
も
の
は
二
メ
ー
ト
ル
七
五
セ
ン
チ
、
幅
は

一
メ
ー
ト
ル
二
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
よ
っ
て
前
記
の
河
原
石
群
は
古
墳
の
石
室
の

一
部
の
も
の
と
想
定
し
て
よ
い
。
そ
れ
で
西
、
南
、
北
の
方
向
に
は
ト
レ
ン
チ
を

い
れ
ず
に
終
え
た
。
方
位
略
三
度
西
と
数
え
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
一
切
は

遺
物
も
含
め
て
崩
潰
状
態
の
た
め
不
明
と
い
う
ほ
か
仕
方
が
な
い
。

第
七
五
号
墳

-
39
-



調
査
古
墳
群
の
南
西
部
よ
り
の
畑
地
に
あ
り
、
第
三
五
号
蝶
の
東
、
第
七
四
号

項
の
西
に
位
置
す
る
。
そ
の
所
在
は
第
三
次
調
査
の
さ
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小

試
掘
に
ょ
り
確
め
ら
れ
、
現
地
表
面
下
三
〇
セ
ン
チ
で
発
見
さ
れ
た
。
南
北
四
メ

ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
発
見
さ
れ
た
石
室
の
状

態
は
側
壁
の
基
底
部
の
一
部
と
床
面
と
み
ら
れ
る
木
炭
細
片
を
含
む
著
し
い
礫
群

と
で
あ
る
。
そ
の
大
い
ざ
は
残
存
部
分
で
の
長
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
、

幅
は
北
部
で
四
三
セ
ン
チ
、
中
央
部
で
四
二
セ
ン
チ
、
南
部
で
四
四
セ
ン
チ
、
方

位
は
一
度
東
と
計
測
で
き
る
以
外
は
崩
演
の
た
め
に
明
か
で
は
な
い
。

周
陳
は
石
室
を
中
心
に
、
南
の
方
向
を
除
い
て
東
、
西
、
北
の
三
万
両
に
ト
レ

ン
チ
を
い
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
で
堰
跡
が
確
認
さ
れ
た
の
は
東
に
い
れ
た
ト
レ
ン

チ
の
み
で
、
そ
の
螺
は
他
の
古
墳
の
鰹
と
同
様
に
黄
褐
色
粘
土
の
地
山
の
間
に
黒

褐
色
土
が
耕
土
層
の
下
に
発
見
さ
れ
た
。

出
土
遺
物
は
上
記
の
木
炭
細
片
の
ほ
か
に
石
室
の
床
面
の
中
央
部
の
礫
の
間
か

ら
刀
子
一
個
(
残
存
部
分
で
の
長
さ
四
セ
ン
チ
九
ミ
リ
、
幅
九
ミ
リ
、
最
大
の
厚

さ
四
五
ミ
リ
)
、
ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
、
完
全
な
も
の
七
個
(
平
均
し
て
玉
の
外
側

の
径
三
・
五
ミ
リ
、
内
の
孔
の
径
一
ミ
リ
、
厚
さ
二
ミ
リ
)
、
半
分
欠
除
し
た
も
の

一
個
、
合
計
八
個
、
加
工
の
跡
の
あ
る
木
片
(
材
質
、
檜
)
二
伸
、
お
よ
び
西
南

方
の
道
路
の
そ
ば
か
ら
定
脅
式
の
磨
製
石
斧
一
個
(
長
さ
八
セ
ン
チ
三
ミ
リ
、
最

大
の
幅
五
セ
ン
チ
二
ミ
リ
、
最
大
の
厚
さ
三
セ
ン
チ
二
ミ
リ
)
が
発
見
さ
れ
た
。

第
七
六
号
墳

第
七
六
号
韻
は
五
条
丸
古
墳
群
の
中
央
北
部
の
水
田
中
に
位
喧
し
、
水
田
南
下

約
二
〇
セ
ン
チ
で
河
原
石
積
が
発
見
さ
れ
た
。
積
石
の
配
列
は
決
し
て
良
好
と
は

い
え
な
い
が
、
ほ
ゞ
小
口
積
の
原
形
を
止
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
黄
褐
色

粘
土
に
喰
い
込
ん
で
見
出
さ
れ
、
石
室
の
遺
残
と
認
め
ら
れ
た
。
河
原
石
の
小
口

積
さ
れ
た
長
さ
は
東
側
の
側
壁
で
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程
あ
り
、
石
室
幅
は
約
四
五

セ
ン
チ
あ
る
。
石
室
底
面
に
は
礫
が
少
量
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
石
室
で
は
遺
物
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
又
、
周
陸
は
期
間
が
な

く
、
未
調
査
で
あ
り
、
不
明
で
あ
る
。

第
七
七
号

第
七
七
号
と
命
名
さ
れ
た
も
の
は
第
一
七
号
項
の
東
北
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
水

田
中
に
位
置
す
る
。
こ
の
地
点
で
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
河
原
石
が
水
田
下
に
存
在

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
発
掘
を
行
な
っ
た
。
発
掘
の
結
果
は
、
水
田
南
下
約

二
五
セ
ン
チ
前
後
の
深
さ
に
河
原
石
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
分

布
範
囲
は
南
北
に
六
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
黄
褐
色
粘
土
層
中

に
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
薄
の
中
に
乱
雑
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
幅
も
一
メ
ー
ト
ル
以

内
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
河
原
石
と
共
に
こ
の
海
中
か
ら
は
瀬
戸
物
破

片
が
発
見
さ
れ
、
到
底
そ
の
状
態
か
ら
は
石
室
等
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
遺
物
も
特
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
個
所
は
古
墳
と

は
全
く
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
恐
ら
く
既
存
の
溝
に
後
世
、
附

近
の
河
原
石
を
投
入
し
て
水
田
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
七
八
号

第
七
八
号
は
第
六
二
号
の
北
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
北
寄
り
の
水
田
中
に
位
置
す

る
。
水
田
面
下
二
〇
セ
ン
チ
に
河
原
石
丸
個
が
存
在
し
た
が
、
配
列
も
乱
れ
て
お

二四Ⅲ国王



り
、
石
室
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
七
九
号
墳

第
三
次
調
査
の
最
終
日
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
小
試
掘
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
。
本
項
の
位
置
は
調
査
古
墳
群
の
最
東
北
端
の
水
田
中
に
あ
り
、
南
北
三
メ
ー

ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン
チ
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
現
地
表
面
下
二
〇
セ
ン
チ

で
発
掘
さ
れ
た
石
室
は
、
著
し
く
崩
潰
し
た
側
壁
の
基
底
部
に
使
用
し
た
と
み
ら

れ
る
河
原
石
群
が
や
や
乱
雑
な
状
態
で
残
存
し
て
い
た
。
そ
の
大
い
さ
は
残
存
部

分
で
の
長
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
は
北
部
で
五
〇
セ
ン
チ
、
商
都
で

五
五
セ
ン
チ
、
方
位
は
一
八
度
東
と
測
定
さ
れ
た
ほ
か
は
崩
演
の
ゆ
え
一
切
不
明

で
あ
る
。

周
陳
は
時
間
的
な
関
係
で
発
掘
で
き
ず
、
ま
た
同
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
何
ら
の
遺

物
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

第
五
章

考

察

一
、
古
墳
の
外
形

今
回
の
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
大
き
な
収
獲
の
一
つ
は
五
条
丸
古
墳
の
多
く
に

局
限
す
な
わ
ち
周
囲
の
空
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
発
見
で
あ

る
。
周
陸
は
第
二
一
号
古
墳
で
最
初
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
調

査
し
た
三
五
基
の
古
墳
の
中
で
二
九
基
ま
で
は
周
陸
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ

た
。
こ
れ
ま
で
五
条
丸
古
墳
の
よ
う
な
積
石
石
室
を
も
つ
古
墳
は
県
内
で
も
、
猫

谷
地
、
熊
堂
、
太
田
な
ど
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
墳
に
周
睦
か
あ
る

と
い
う
こ
と
は
気
附
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
五
条
丸
古
墳
で
発
見
さ
れ
て

見
れ
ば
、
ど
こ
の
古
墳
に
も
周
陸
が
あ
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

周
陸
発
見
後
保
存
状
態
の
よ
い
猪
谷
地
第
一
号
増
を
精
密
に
観
察
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
周
陸
の
地
表
が
明
ら
か
に
窪
ん
で
い
る
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
江
釣
子
村
内
の
新
平
に
あ
る
古
墳
ら
し
い
円
丘
の
周
囲
に
も
深
い
空
堀
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
堀
が
深
い
の
で
従
来
古
墳
と
見
る
こ
と
に
疑
問
が

持
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
五
条
丸
古
墳
に
は
こ
の
よ
う
に
深
い
堀
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
新
平
も
五
条
丸
古
墳
と
同
じ
く
古
墳
と
見
て
差
支
え
な
い
。
小

さ
な
丘
の
周
囲
に
あ
る
例
は
、
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
町
西
根
古
墳
お
よ
び
水
沢
市
見
分

森
古
墳
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

東
北
北
部
の
小
円
墳
に
周
腔
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
古
墳
調

査
で
、
墳
丘
の
も
と
の
大
い
ざ
を
復
原
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
ろ
う
。
五
条
丸
古

墳
の
大
部
分
は
耕
地
に
あ
る
た
め
、
墳
丘
が
削
ら
れ
て
石
室
の
一
部
分
し
か
の
こ

つ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
積
石
塚
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た

が
、
周
陸
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
は
す
べ
て
に
墳
丘
が
あ
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
墳
丘
が
削
ら
れ
て
、
内
部
の
石
室
を
構
成
す
る
右
横
だ
け
が
の
こ

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
周
陸
の
幅
は
一
-
一
・
五
メ
ー
ト

ル
が
普
通
で
あ
る
。
周
哩
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
墳
丘
の
形
は
円
形
で
、
直
径
は
最

小
六
メ
ー
ト
ル
、
最
大
一
四
・
九
メ
ー
ト
ル
、
普
通
は
七
-
八
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。
古
墳
の
前
面
は
周
睦
が
切
れ
て
い
て
、
古
墳
の
入
口
に
至
る
通
路
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

墳
丘
の
も
と
の
高
さ
は
現
在
よ
り
も
高
く
二
五
メ
ー
ト
ル
か
二
メ
ー
ト
ル
ぐ

星案閣 一



ら
い
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

珪
石
、
航
輪
の
類
は
存
在
し
な
い
。

周
陸
の
発
見
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
う
一
つ
の
暫
実
は
古
墳
が
非
常
に

接
近
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
墳
丘
を
の
こ
す
も
の
が
な
い
発
掘
前

の
状
況
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
周
陸
を
発
掘
し
た
結
果
、
古
墳
と
古
墳
と
が

椚
接
し
て
お
り
、
近
い
場
合
に
は
そ
の
間
は
わ
ず
か
一
メ
ー
ト
ル
と
い
う
場
合
も

あ
っ
た
。
も
し
も
と
通
り
.
の
墳
丘
が
見
ら
れ
る
と
し
た
な
ら
は
、
そ
こ
は
墳
丘
が
一

面
に
並
ん
だ
大
古
墳
群
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
八
幡
か
ら
猫
谷
地
、
五
条
丸

と
連
続
す
る
も
の
で
、
耕
作
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
も
の
を
考
え
れ
ば
数
百
基
の
古

墳
よ
り
な
る
大
群
集
頓
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
内
部
構
造

今
回
発
掘
調
査
し
た
五
条
丸
古
墳
群
は
耕
地
内
に
あ
っ
た
た
め
、
永
年
の
耕
作

に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
石
室
底
部
を
の
こ
す
だ
け
の
も
の
が
多

か
つ
た
。
内
部
構
造
が
無
傷
で
の
こ
つ
て
い
た
の
は
第
二
二
号
墳
だ
け
で
あ
っ
た
。

五
条
丸
古
墳
の
構
造
は
、
一
般
的
に
言
う
と
地
表
面
に
河
原
石
を
小
口
積
に
し

て
、
細
長
い
長
方
形
の
石
室
を
つ
く
る
。
石
室
の
大
い
ざ
は
最
小
(
第
二
二
号
)
長

さ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
幅
〇
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
/
第
五
二
号
)
四
・
九
五
メ
ー

ト
ル
、
幅
〇
・
六
五
メ
ー
ト
ル
で
、
長
さ
三
-
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
五
-
〇
・

六
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
普
通
で
あ
る
。
石
室
内
部
の
高
さ
は
上
部
が
削
ら
れ
石
室

下
部
し
か
残
さ
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
石
室
が
完
全
に
の

こ
つ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
二
号
項
で
は
五
八
セ
ン
チ
あ
っ
た
。
二
二
号
損

は
最
小
の
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
も
の
は
七
〇
セ
ン
チ
か
ら

一
メ
ー
ト
ル
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
猪
谷
地
古
墳
の
例
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
南

に
開
行
す
る
横
穴
式
石
室
の
形
式
を
と
っ
て
お
り
、
南
に
蓑
門
を
有
し
、
奥
壁
に

立
石
を
有
す
る
こ
と
も
猫
谷
地
古
墳
と
同
じ
で
あ
っ
て
第
一
九
、
二
二
号
に
は
羨

門
両
側
の
石
が
残
っ
て
お
り
、
二
〇
号
、
二
二
号
に
は
奥
壁
に
立
石
が
残
っ
て
い

た
。
第
五
二
、
六
六
号
に
お
い
て
は
羨
門
の
両
側
の
柱
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
羨

門
部
か
ら
石
の
並
び
方
が
ひ
ら
い
て
、
入
口
が
こ
ち
ら
に
あ
っ
た
こ
と
を
恩
ね
せ

た
。
入
口
は
南
を
む
き
、
東
西
に
ふ
れ
て
も
大
部
分
が
十
三
度
以
内
の
フ
レ
で
あ

る
。
中
に
は
二
四
号
域
の
よ
う
に
三
六
度
東
に
ふ
れ
た
も
の
、
五
二
号
項
の
よ
う

に
三
五
度
東
に
ふ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
完
全
に
南
東
、
も
し
く
は
南
西
に
向
い

た
も
の
は
な
い
。
玄
門
は
石
を
つ
め
て
外
側
か
ら
基
い
で
あ
る
。
石
室
の
床
面
に

は
一
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
厚
さ
に
小
砂
利
を
敷
い
た
も
の
が
多
く
、
砂
利
の
中
に

は
木
炭
を
湛
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

細
長
い
河
原
石
を
撞
い
て
石
室
の
床
面
を
仕
切
っ
た
も
の
も
多
い
。
そ
の
仕
切

石
は
第
三
七
号
項
で
は
六
カ
所
に
撞
か
れ
て
い
た
。

ま
た
左
右
の
両
壁
に
相
対
立
す
る
立
石
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

砂
利
層
ま
た
は
床
石
の
下
は
附
近
の
地
表
に
見
ら
れ
る
黒
土
層
が
あ
り
、
そ

の
下
が
粘
土
層
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
石
室
は
黒
土
層
に
い
と
な
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。
天
井
石
は
保
存
が
完
全
と
思
れ
る
二
二
号
項
で
も
天
井
に
か
ゝ
つ
た
ま

ま
の
位
置
に
あ
っ
た
も
の
は
少
く
、
皆
石
室
の
中
に
お
ち
こ
ん
で
い
た
。
天
井
に

か
ゝ
つ
た
状
態
で
長
い
天
井
石
が
の
こ
つ
て
い
た
の
は
二
一
号
、
三
〇
号
の
端
の

方
の
一
-
二
枚
に
す
ぎ
な
い
。
お
ち
こ
ん
だ
石
は
普
通
の
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴

式
古
墳
の
天
井
石
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
形
の
石
は
な
く
、
石
室
周
囲
の
石
と
同

じ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ
現
象
は
猫
谷
地
古
墳
お
よ
び
宮
城
県
加
美
郡
色

二四田園∃



麻
村
の
上
郷
古
墳
群
で
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
故
後
藤
守
一
博
士
が
東
京
都
瀬
戸
岡
古
墳
群
の
古
墳
に
つ
い
て
言
わ
れ

た
よ
う
に
、
板
も
し
く
は
丸
太
を
石
室
の
柴
に
使
用
し
、
そ
の
上
に
河
原
石
を
の

せ
た
も
の
と
見
る
の
が
も
つ
と
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

石
室
は
い
ま
見
て
来
た
よ
う
に
羨
門
を
も
ち
、
横
穴
式
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
型
式
的
な
も
の
で
こ
の
高
さ
お
よ
び
幅
で
は
羨
門
か
ら
屍
体
を
入
れ
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
実
際
に
は
竪
穴
式
石
室
の
よ
う
に
上
か
ら
死
体
を
入
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
滝
口
氏
が
猪
谷
地
古
墳
に
つ
い
て
後
藤
氏
が
瀬
戸
岡
古
墳

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
通
り
で
あ
る
。
五
条
丸
古
墳
に
お
い
て
は
人
骨
は
二
九
号

項
を
除
い
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
細
長
い
石
室
に
お
さ
め
得
る
人
間
の

遺
体
は
一
個
で
あ
ろ
う
。

石
室
の
周
囲
は
周
壁
の
積
石
よ
り
も
や
ゝ
小
さ
い
河
原
石
を
積
ん
で
楕
円
形
の

平
面
を
も
つ
右
横
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
は
猪
谷
地
古
墳
の
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
五
条
丸
で
は
耕
作
の
た
め
に
周
囲
か
ら
削
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
右
横
の
形
は
変
っ
て
お
り
完
全
な
形
で
の
こ
つ
て
い
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
石
室
お
よ
び
右
横
の
築
造
は
当
地
の
地
表
面
か
、
地
表
面
を
少
し
は
り

く
ぼ
め
た
と
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

一
つ
の
古
墳
に
は
一
個
の
石
室
が
原
則
で
あ
る
が
、
第
四
三
号
境
に
お
い
て
は

四
個
の
石
室
が
一
つ
の
右
横
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
異
例
と
す
べ
き
で
あ
る
。

も
つ
と
異
例
な
の
は
二
九
号
項
で
あ
る
。
こ
こ
は
地
上
に
東
西
四
メ
ー
ト
ル
、
南

北
二
メ
ー
ト
ル
の
直
角
三
角
形
に
封
土
ら
し
き
土
盛
り
が
の
こ
つ
て
い
た
。
こ
ゝ

か
ら
は
以
前
人
骨
が
出
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
言
伝
え
が
あ
り
、
土
地
所
有
者
は

盆
に
は
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
発
掘
し
て
見
る
と
、
そ
の

部
分
か
ら
も
石
積
み
が
あ
ら
わ
れ
た
が
、
こ
の
右
横
よ
り
一
段
ひ
く
い
レ
ベ
ル
で

東
西
八
メ
ー
ト
ル
南
北
七
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
石
積
み
が
あ
っ
た
か
、
石
室
は
発

見
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
こ
の
右
横
の
下
の
粘
土
面
に
径
二
〇
セ
ン
チ
位
の
穴
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
人
間
の
頭
盗
骨
の
破
片
と
大
腿
骨
の
破
片
が
一
緒
に
出
た
。

人
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
以
上
墳
墓
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
い
ま
ま

で
の
古
墳
の
概
念
で
は
律
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
異
様
な
右
横
で
あ
る
。
類
例
の

発
見
を
ま
つ
よ
り
ほ
か
に
解
釈
の
途
が
な
い
。

五
条
丸
古
墳
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
細
長
い
積
石
石
室
を
も
つ
古
墳
は
、
こ
れ
に

隣
接
す
る
猪
谷
地
古
墳
群
の
ほ
か

盛
岡
市
太
田
大
字
上
太
田
森
合
蝦
夷
森
古
墳
群

花
巻
市
湯
口
大
字
上
根
子
熊
堂
古
墳
群

な
ど
岩
手
県
中
部
地
方
に
は
類
例
を
見
る
が
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
他
の
地
方

に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
、
こ
の
地
方
独
特
の
古
墳
型
式
と
い
う
こ
と
が
出
来

る
。
も
ち
ろ
ん
河
原
石
を
も
っ
て
横
穴
式
石
室
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
土
を
か
ぶ
せ

て
墳
丘
を
つ
く
る
や
り
方
は
中
央
の
古
墳
時
代
後
期
末
の
横
穴
式
古
墳
の
流
れ
を

汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
岩
手
県
中
部
以
南
に
も
、
以
北
に
も
こ
の
よ
う
な
石
室

を
も
つ
古
墳
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

宮
城
県
で
こ
の
古
墳
に
も
つ
と
も
よ
く
似
た
構
造
を
も
つ
も
の
は
加
美
郡
色
麻

村
の
上
郷
古
墳
群
で
あ
っ
て
、
小
さ
な
古
墳
が
群
集
し
て
い
る
点
、
河
原
右
横
石
室

で
あ
る
点
、
石
室
の
奥
壁
に
立
石
が
あ
る
点
は
両
者
共
通
で
あ
る
が
、
両
者
は
全

く
同
じ
で
は
な
く
、
か
な
り
ち
が
つ
た
点
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
色
麻
古
墳
は
石
室

は
玄
室
と
羨
道
が
は
っ
き
り
わ
か
れ
て
お
り
、
か
つ
玄
室
の
プ
ラ
ン
は
楕
円
形
で

あ
り
、
か
つ
羨
道
が
実
用
的
で
横
穴
式
石
室
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
ず
、
ま
た
玄

ェ開運国王



室
内
に
は
一
人
以
上
の
人
を
葬
っ
た
例
も
あ
っ
て
家
政
粟
で
あ
る
。
ま
た
五
条
丸

古
墳
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
側
壁
の
相
対
す
る
立
石
、
床
面
の
仕
切
石
な
ど
は
色
麻

古
墳
で
は
見
ら
れ
な
い
。
五
条
丸
古
墳
の
型
式
は
色
麻
古
墳
か
ら
の
影
響
を
う
け

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
色
麻
古
墳
の
喧
模
で
は
な
い
。
南
方
の
横
穴
式
古
墳

の
様
式
を
と
り
入
れ
て
、
こ
の
地
方
で
営
ま
れ
た
独
自
の
古
墳
型
式
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
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玉

土

玉

紡
錘
車
破
片

須
恵
器
破
片

土
師
器
破
片

一
個
(
第
五
一
号
墳
)

一
個
(
第
五
一
号
墳
)

三
個
(
第
七
二
号
墳
)

二
五
個
(
第
一
四
・
一
九
二
一
四
・
五
〇
・
五
二
号
墳
)

七
個
(
第
一
四
・
二
四
・
四
五
・
四
八
・
七
一
号
墳
)

三
八
八
個
(
第
等
撃
襲
撃
聖
一
一
一
)

四
六
四
個
(
第
薫
.
三
。
.
三
九
.
四
八
∴
ハ
六
.
七
一
)

(
第
六
六
号
墳
)

(
第
三
九
・
四
三
・
四
四
・
四
八
号
墳
)

(
第
六
六
号
墳
)

三
、
出
土
遺
物

今
回
の
発
掘
に
よ
っ
て
五
条
丸
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
主
要
な
遺
物
は

蕨
手
刀

両

刀

刀

子

鉄

鍛

鉄

轡

三
本
(
第
二
〇
・
二
三
・
三
〇
号
墳
)

一
〇
本
(
第
霧
‥
詫
誌
。
。
三
五
.
四
七
.
五
二
)

一
六
本
(
竺
宰
≒
≒
.
一
基
葦
二
六
.
三
九
)

約
六
五
本
(
望
互
三
善
四
七
.
四
九
.
五
一
.
六
九
)

二
伸
(
第
四
七
・
五
一
号
墳
)

で
あ
る
。

こ
の
数
は
発
掘
し
た
古
墳
の
数
に
比
す
れ
ば
、
決
し
て
多
数
と
は
言
い
得
な
い

が
、
大
部
分
の
古
墳
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
割
に
は
よ
く
残
っ
て
い
た
方
で
あ
る
。

個
々
の
遺
物
に
つ
い
て
は
第
四
葦
に
記
述
が
あ
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
武
具
で

は
蕨
手
刀
の
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
馬
具
で
は
鏡
板
を
も
っ
た
も
の
が
な
い
こ
と

鉄
鍬
な
ど
の
農
具
が
出
土
し
た
こ
と
、
玉
で
は
管
玉
の
な
い
こ
と
、
土
玉
が
出
て
い

る
こ
と
な
ど
が
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

蕨
手
刀
は
県
内
で
は

胆
沢
郡
胆
沢
町
若
柳
大
字
上
若
柳
開
拓
地

田

柄
都
田
大
字
都
鳥
角
塚

和
賀
耶
和
質
町
藤
根
字
長
沼

ー44 「



同

江
釣
子
村
大
字
上
江
釣
子
猪
谷
地

同

五
条
丸

花
巻
市
湯
口
上
根
子
熊
堂

紫
波
郡
紫
波
町
古
館
駅
東
南
水
田

紫
波
郡
部
南
村
見
前
大
字
三
本
柳
大
道
西

周

飯
岡
大
字
上
飯
岡
商
館

盛
岡
市
太
田
大
字
上
太
田
蝦
夷
森

宮
古
市
花
輸

二
戸
郡
金
田
一
村

の
二
一
カ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
胆
沢
村
の
角
塚
出
土
と
伝
え
る
も

の
は
果
し
て
角
塚
か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
か
疑
う
べ
き
余
地
が
あ
る
が
、
花
巻
市

熊
堂
古
墳
、
盛
岡
市
太
田
の
蝦
夷
森
古
墳
な
ど
は
い
ず
れ
も
五
条
丸
、
猪
谷
地
古

墳
と
同
一
構
造
を
も
っ
た
同
時
代
の
古
墳
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
蕨
手
刀
は

東
北
地
方
の
古
墳
、
横
穴
な
ど
か
ら
多
く
出
土
す
る
も
の
で
、
西
日
本
の
共
通
の

古
墳
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ぬ
の
み
か
、
奈
良
正
倉
院
に
伝
世
品
が
一
本
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
熊
堂

古
墳
で
は
蕨
手
刀
と
和
銅
開
称
が
出
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
蕨
手
刀
は
東
北
地
方
か
ら
多
く
出
土
す
る
故
に
「
蝦
夷
好
み
」
の
太
刀

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
正
倉
院
に
伝
世
晶
が
あ
り
、
ま
た
関
東
地
方
の
各
地
、
長

野
県
、
さ
ら
に
遠
く
徳
島
県
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
東
北

に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
全
国
一
般
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
時
代
の
古
墳
は
東
北
に
多
い
が
ゆ
え
に
東
北
か
ら
多
く
出
土
す
る
も
の
と
考
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

東
北
は
馬
の
産
地
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
古
墳
か
ら
馬

具
の
出
土
す
る
こ
と
は
き
れ
め
て
少
い
。
こ
と
に
北
部
の
古
墳
で
は
本
県
紫
波
部

矢
幅
村
狭
森
古
墳
か
ら
壷
燈
が
出
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
回
五
条
丸
か
ら

鉄
轡
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
例
を
加
え
こ
の
時
代
に
東
北
北
部
で
も
騎

馬
の
鳳
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
。
鉄
轡
の
類
品
は
福
島
県
須
賀
川
面
公
民

館
所
蔵
の
須
賀
川
附
近
出
土
品
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
の
正
確
な

出
土
地
を
記
憶
し
て
い
な
い
。

鉄
鍬
の
出
土
は
花
巻
市
熊
堂
古
墳
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ま
た
こ
ゝ
に
一
例
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
当
時
農
業
か
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
鉄
斧
は
後
期
古
墳
か
ら
普
通
に
出
る
型
式
の
も
の
で

あ
っ
て
、
本
県
で
は
花
泉
町
杉
山
古
墳
出
土
品
中
に
そ
の
例
が
あ
る
。

帯
筋
金
具
と
し
た
も
の
は
小
さ
な
断
片
で
あ
る
た
め
に
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
が
、
薄
い
銅
板
で
つ
く
り
、
鍍
金
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
革
帯
の
装
飾
で

あ
っ
た
ろ
う
。

勾
玉
は
瑠
璃
製
コ
の
字
形
勾
玉
が
大
部
分
を
占
め
、
他
に
は
硬
玉
製
の
も
の
が

一
個
、
署
王
君
製
の
も
の
が
一
個
あ
る
の
み
で
あ
る
。
切
子
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
い
ず

れ
も
普
通
の
も
の
で
あ
る
が
土
玉
の
出
土
は
普
通
の
古
墳
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
粘
土
で
径
七
-
九
ミ
リ
の
小
玉
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
黒
漆
ら
し

き
も
の
を
塗
っ
た
も
の
で
、
そ
の
光
沢
は
内
黒
の
土
師
器
の
光
沢
に
よ
く
似
て
い

る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
濃
紺
の
ガ
ラ
ス
玉
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
他
地
方
の
古
墳
に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
い
土
製

の
玉
が
多
く
出
土
す
る
と
こ
ろ
に
東
北
北
部
の
古
墳
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

墓園圏話



須
恵
器
、
土
師
器
は
破
片
で
器
形
の
完
全
な
も
の
は
出
土
し
て
い
な
い
。
土
師

器
は
ロ
ク
ロ
使
用
の
痕
跡
な
く
、
底
面
に
木
の
葉
文
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

小
破
片
で
あ
る
た
め
、
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が
、
お
そ
ら
く
氏
家
和
典
君
の
第
五
型
式

に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
土
師
器
の
護
の
良
好
な
資
料
は
猪
谷
地
古
墳
か
ら
出

土
し
て
い
る
。

註
工
、
岩
手
県
史
第
一
巻
三
九
一
兵

2
、
大
場
盤
雄
「
蕨
手
刀
に
就
い
て
」

(
「
考
古
学
雑
誌
」
第
三
四
巻
第
一

〇
号
)

3
、
小
笠
原
謙
吉
「
岩
手
県
最
初
の
古
墳
発
掘
記
録
」

(
「
東
北
文
化
研
究

第
一
巻
第
一
号
)

4
、
氏
家
和
典
「
東
北
土
師
器
の
型
式
分
類
と
そ
の
編
年
」
(

「
歴
史
第
一

四
輯
)四

、
五
条
丸
古
墳
の
年
代
と
造
営
者

以
上
に
見
て
来
た
よ
う
な
構
造
と
副
葬
品
を
も
つ
本
古
墳
群
は
い
つ
頃
、
何
人

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
墳
の
内
部
構
造
か
ら
言
う
と
本
古
墳
の
石
室
は
横
穴
式
積
石
石
室
の
流
れ
を

汲
ん
で
い
る
が
、
横
に
口
を
開
い
て
い
る
の
は
型
式
的
な
も
の
で
、
実
際
に
は
死

体
は
上
か
ら
お
き
め
た
も
の
で
あ
る
。
横
目
式
積
石
石
室
の
形
を
の
こ
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
横
口
式
積
石
石
室
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
後
期
古
墳
よ
り
時
代
が
お
く
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
は
前
に
の
べ
た
よ
う
に

猫
谷
地
古
墳
群
の
ほ
か
に
も
盛
岡
市
太
田
蝦
夷
森
古
墳
群
、
花
巻
市
湯
口
熊
堂
古

墳
群
な
ど
岩
手
県
中
部
地
方
に
は
類
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
で
は
ま
だ
報

告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
岩
手
県
中
部
独
特
の
古
墳
様
式
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
五
条
丸
古
墳
と
同
じ
型
式
の
花
巻
市
熊
堂
古
墳
か
ら
は
蕨
手
刀
、
和

銅
開
称
が
出
て
い
る
。

熊
堂
古
墳
は
も
と
は
五
〇
I
六
〇
基
よ
り
な
る
群
集
項
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

い
ま
は
上
根
子
第
二
五
地
割
字
谷
地
八
七
の
平
賀
氏
の
屋
敷
内
に
径
一
〇
・
六
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
小
円
墳
一
基
を
の
こ
す
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
内
部
構
造
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
が
、
土
地
の
人
の
話
で
は
や
は
り
積
石
石
室
で
、
中
に
六
本
位
の
立
石
が

あ
り
、
入
口
は
東
商
に
周
っ
て
開
口
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
五
条
丸
や
猪
谷
地
古

墳
と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
副
葬
品
と
し
て
は
鉄
垣
刀
、
蕨
手
刀
、

鉄
鍬
、
勾
玉
、
管
玉
、
切
子
玉
、
臼
玉
、
小
玉
な
ど
五
条
丸
古
墳
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
っ
て
、
玉
類
を
多
く
出
し
た
こ
と
で
は
東
北
北
部
で
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
古
墳
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
和
銅
開
称
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
八
-
九

枚
出
土
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
多
く
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
同
地
上
中
小

学
校
に
そ
の
半
片
が
鉄
垣
刀
四
本
、
瑠
璃
製
勾
玉
二
伸
、
即
有
玉
岩
製
管
玉
一
個
、

青
銅
製
臼
玉
(
?
)
一
個
、
石
製
丸
玉
三
伯
、
土
玉
二
個
、
ガ
ラ
ス
製
小
玉
三
五
個
と

共
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
単
葬
碁
で
あ
る
こ
の
古
墳
か
ら
和
銅
関
亦

が
出
て
い
る
か
ら
に
は
熊
堂
古
墳
の
造
営
は
和
銅
開
弥
の
鋳
造
さ
れ
た
時
代
を
遡

り
得
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
、
か
つ
て
こ
れ
と
同
じ
構
造
を
有
し
、
同
様

の
副
葬
晶
を
も
つ
五
条
丸
古
墳
の
年
代
の
上
根
も
ま
た
こ
れ
と
同
じ
く
奈
良
朝
初

期
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
下
隈
を
明
確
に
示
す
資
料
は
乏
し
い
が
、
五
条

丸
古
墳
、
も
し
く
は
猪
谷
地
古
墳
か
ら
出
土
す
る
土
師
器
は
、
ろ
く
ろ
使
用
の
あ

と
が
な
く
、
胆
沢
城
丑
出
土
の
土
師
器
よ
り
は
古
く
、
胆
沢
城
の
営
ま
れ
た
平
安

二間確国王



初
期
以
前
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
上
限
と
下
限
の
示
す
と
こ
ろ
か
ら
五
条

丸
古
墳
の
造
営
年
代
は
ほ
ぼ
八
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
条
丸
古
墳
の
様
式
か
こ
の
地
方
に
特
殊
な
も
の
で
、
少
く
と
も
東
北
南
部
に

は
こ
れ
と
同
じ
様
式
の
墳
墓
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
が
こ
の
地
方
の

土
着
の
人
々
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
地
方
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
に
お
い
て
は
和
賀
地
方
は
ま
だ
日
本
国
家
の
支
配
下
に
入
っ

て
い
な
い
。
和
賀
郡
の
建
瞳
は
「
続
日
本
紀
」
に
よ
れ
は
弘
仁
二
年
(
八
一
一
年
)

正
月
の
こ
と
で
あ
り
、
和
賀
よ
り
に
稿
の
胆
沢
地
方
に
日
本
国
家
の
勢
力
が
進
出

し
て
来
た
の
は
、
有
名
な
坂
上
田
村
麻
呂
の
蝦
夷
征
伐
の
結
果
で
あ
っ
て
、
延
暦

二
十
年
(
八
〇
一
年
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
八
世
紀
に
五
条
丸
古
墳

を
造
営
し
た
の
は
当
時
蝦
夷
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
方
の
土
着
民
と
認
め
ざ
る

を
得
な
い
。

次
に
問
題
に
な
る
の
は
こ
れ
ら
多
数
相
接
し
て
存
在
す
る
古
墳
は
一
般
人
の
墓

で
あ
っ
た
が
、
ま
た
は
限
ら
れ
た
有
力
者
の
墓
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
古
墳
の
数
の
多
い
こ
と
、
墳
丘
の
小
さ
い
こ
と
、
副
葬
品
が
鉄
刀
、
勾
玉

農
具
の
類
で
、
著
し
く
蒙
審
な
遺
物
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
推
す
と
、
一

般
人
と
さ
ほ
ど
か
け
は
な
れ
た
身
分
の
人
々
の
墓
と
は
思
わ
れ
な
い
。
長
さ
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
中
に
多
く
の
鏡
鑑
、
彬
し
い
武
器
、
美
し
い
装
身
具
を
副

葬
し
た
畿
内
の
古
墳
、
か
示
す
権
力
者
の
存
在
は
こ
こ
で
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
を
一
般
農
民
の
墳
墓
と
す
る
こ
と
も
ま
た
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

岩
手
県
で
現
在
知
ら
れ
て
い
る
古
墳
群
に
は

西
磐
井
那
花
東
町
杉
山
古
墳
群

水
沢
市
見
分
森
古
墳
群

胆
沢
郁
金
ヶ
崎
町
西
根
古
墳
群

和
賀
郡
江
釣
子
村
猪
谷
地
古
墳
群

ケ

八
幡
古
墳
群

ケ

五
条
丸
古
墳
群

〃

和
賀
町
横
川
目
蝦
夷
塚
古
墳
群

花
巻
市
湯
口
熊
堂
古
墳
群

紫
波
郡
矢
幅
村
藤
沢
荻
森
古
墳
群

盛
岡
市
太
田
蝦
夷
森
古
墳
群

岩
手
郡
岩
手
町
一
方
井
浮
島
古
墳
群

二
戸
郡
金
田
一
粒
古
墳
群

な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
江
釣
子
村
に
あ
る
猫
谷
地
、
八
幡
、
五
条
丸
の
三
古

墳
群
を
一
連
の
も
の
と
見
る
と
、
大
体
一
都
に
一
個
所
の
割
合
で
古
墳
群
が
存
在

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
一
都
ぐ
ら
い
の
地
域
に
多
く
の
古
墳
が
散
在
的

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
内
の
一
個
所
に
か
た
ま
っ
て
古
墳
が
あ
り
、
他

の
地
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
農
民
は
全
耕
土
に
散
屈
し
て
耕
作
し
て
い
た

に
連
い
な
い
か
ら
、
古
墳
の
こ
の
よ
う
な
偏
在
は
、
そ
れ
が
一
般
農
民
の
墳
墓
で

は
な
く
、
そ
の
上
に
立
つ
支
配
者
の
墳
墓
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
五
条
丸
古
墳

の
主
も
ま
た
和
賀
地
方
の
蝦
夷
の
族
長
の
一
族
で
あ
っ
た
に
相
違
い
な
い
の
で
あ

る
。八

世
紀
に
お
け
る
蝦
夷
の
族
長
と
し
て
文
献
に
あ
ら
わ
れ
て
来
る
も
の
に
「
続

日
本
紀
」
天
平
九
年
四
月
の
条
に
見
え
る
帰
服
の
秋
和
我
君
計
安
既
、
宝
亀
元
年

八
月
の
条
に
見
え
る
宇
漢
迷
公
宇
鹿
波
字
、
宝
亀
九
年
六
月
の
条
の
伊
治
公
皆
麻

呂
、
延
暦
八
年
六
月
の
条
の
阿
弓
流
為
、
「
日
本
後
紀
」
延
暦
十
一
年
正
月
の
条
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の
斯
波
村
夷
胆
沢
公
阿
政
志
包
、
七
月
の
条
の
爾
散
南
公
阿
破
蘇
、
十
一
月
の
条

の
宇
漢
米
公
憤
賀
、
吉
爾
候
部
荒
島
、
延
暦
二
十
一
年
四
月
の
条
の
盤
具
公
母
礼
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
族
長
本
拠
地
は
現
在
の
宮
城
県
北
部
か
ら
岩
手
県
中
部
に

至
る
地
帯
で
あ
っ
て
、
そ
の
勢
力
は
三
百
人
か
ら
八
百
人
の
手
兵
を
働
か
し
得
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
ひ
く
の
は
和
我
公
計
安
塾
の
名
で

あ
っ
て
、
こ
れ
は
そ
の
名
前
か
ら
見
て
和
賀
地
方
の
蝦
夷
の
族
長
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
五
条
丸
古
墳
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
計
安
塊
一
族
の

墓
と
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
が
和
我
公
計
安
豊
の
名
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
て
い
る
奈
良
時
代
の
蝦
夷
の
族
長
級
の
人
々
の
墳
墓
で
あ
っ
て
、
彼

等
の
生
活
な
り
文
化
な
り
が
こ
の
古
墳
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出

来
な
い
。
和
賀
郡
内
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
古
墳
群
は
他
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。

互
、
五
条
丸
古
墳
か
ら
見
た

岩
手
県
の
奈
良
時
代
の
文
化

五
条
丸
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遣
物
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
墳
の
造

営
者
は
す
で
に
農
耕
を
行
な
い
、
駒
鳴
の
帆
を
も
ち
、
日
本
人
と
同
じ
く
勾
玉
、

小
玉
を
も
っ
て
身
を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
生
活
状
態
に
お
い
て
古
墳
時
代
後
期
の

日
本
人
と
ほ
と
ん
ど
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

彼
等
の
文
化
の
中
に
特
に
蝦
夷
の
文
化
と
し
て
日
本
文
化
か
ら
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
異
質
的
な
も
の
は
何
物
も
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
石
室
の
形
が

他
の
地
方
と
ち
が
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
日
本
の
後
期
古
墳
の
旗
日

式
石
室
の
変
形
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
文
化
が
中
央
の
文
化

に
比
し
て
若
干
お
く
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
奈
良
時
代
の
古
墳
の
存
在
す
る
の
は
江
釣
子
ば
か
り
で
は
な
い
。

若
手
県
内
の
古
墳
に
つ
い
て
は
板
橋
が
「
岩
手
県
史
」
第
一
巻
に
二
十
三
例
に
つ

い
て
概
説
し
た
が
、
そ
の
う
ち
確
実
に
五
条
丸
古
墳
と
同
時
代
と
思
わ
れ
る
の
は

西
磐
井
那
花
東
町
杉
山
古
墳
群

水
沢
市
見
分
森
古
墳
群

胆
沢
郡
金
ヶ
崎
町
西
根
古
墳
群

和
賀
郡
江
釣
子
村
猪
谷
地
古
墳
群

ク

八
幡
古
墳
群

ク

和
賀
町
横
川
目
蝦
夷
塚
古
墳
群

花
巻
市
湯
口
熊
覚
古
墳
群

紫
波
郡
矢
幅
村
徳
田
狭
森
古
墳
群

盛
岡
市
太
田
蝦
夷
森
古
墳
群

岩
手
郡
岩
手
町
一
万
井
浮
島
古
墳
群

二
戸
郡
金
田
一
村
古
墳
群

な
ど
が
あ
る
。

杉
山
古
墳
群
は
宮
城
県
と
岩
手
県
の
県
境
に
あ
り
、
宮
城
県
側
に
約
七
〇
基
、

岩
手
県
側
に
三
六
基
、
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
基
以
上
に
の
ぼ
る
群
集
増
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
、
高
さ
一
-
五
・
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
小
円
墳

で
、
墳
丘
上
に
石
室
の
積
石
が
蕗
出
し
て
、
積
石
塚
の
ご
と
き
外
観
を
呈
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
。
割
右
横
石
室
を
有
す
る
も
の
と
石
室
の
全
く
な
い
も
の
と
が
あ

る
っ
割
右
横
石
室
は
鞭
穴
式
石
室
と
見
る
べ
き
か
、
竪
穴
式
石
室
と
見
る
べ
き
か

明
ら
か
で
な
く
、
し
か
も
天
井
石
を
欠
い
て
い
る
、
:
」
の
点
は
五
条
丸
、
猪
谷
地

な
ど
と
同
じ
特
徴
で
あ
る
。
伊
東
は
昭
和
三
〇
年
に
花
泉
町
教
育
委
員
会
の
依
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婦
で
、
草
間
俊
一
氏
と
と
も
に
こ
の
古
墳
を
発
掘
調
査
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ

の
際
、
一
つ
の
古
墳
の
石
室
か
ら
糸
切
底
を
有
す
る
土
師
器
の
壷
が
二
個
発
見
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
古
墳
群
か
ら
耕

作
の
際
に
発
見
さ
れ
た
遺
物
と
し
て
鉄
斧
、
鉄
錬
、
方
頭
大
刀
、
勾
玉
、
管
玉
、

須
恵
器
な
ど
が
あ
り
、
附
近
の
民
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

水
沢
市
見
分
森
古
墳
群
は
水
沢
市
の
西
南
郊
外
に
あ
る
比
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
孤
立
丘
上
に
あ
り
、
現
在
三
基
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
基
を
昭
和
三
十
三

年
九
月
に
水
沢
市
教
育
委
員
会
の
依
願
で
発
掘
し
た
と
こ
ろ
、
墳
丘
の
榊
を
め
ぐ

る
葺
石
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
西
一
一
メ
ー
ト
ル
も
、
南
北
九
・
五
メ
ー

ト
ル
の
東
西
に
長
い
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
内
部
に
は
石
室
は
な
く
、

封
土
中
か
ら
土
師
器
の
杯
が
四
個
出
土
し
た
。
土
師
器
に
は
ロ
タ
ロ
の
痕
が
見
ら

れ
、
奈
良
末
か
ら
平
安
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
た
。

金
ヶ
崎
町
の
西
根
古
墳
群
に
は
大
正
十
年
頃
ま
で
十
五
-
十
六
基
の
古
墳
が
残

っ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
二
基
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
昭
和
三
十
四
年
県
教

育
委
員
会
と
金
ヶ
崎
町
教
育
委
貝
の
依
頼
で
、
そ
の
二
基
を
発
掘
調
査
し
た
。
一

っ
は
径
二
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
三
-
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
、
他
は
-
径
一
一
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
の
小
円
墳
、
径
二
〇
-
三
〇
セ
ン
チ
の
河
原
石

を
も
っ
て
表
面
を
葺
い
て
い
る
。
石
室
、
石
和
の
類
は
な
く
、
単
に
封
土
中
に
遺

骸
を
葬
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
た
。
こ
の
両
古
墳
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
て
副
葬

品
は
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
大
正
年
間
に
こ
の
古
墳
群
か
ら
は
鍔
帯
金
具
、
勾

玉
、
蕨
手
刀
、
鉄
面
刀
、
和
銅
関
亦
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
い
ま
東
京
国
立
博

物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
五
条
丸
古
墳
の
そ
れ
と
大
差
な

く
、
ほ
ゞ
同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

猪
谷
地
古
墳
群
お
よ
び
八
幡
古
墳
群
は
五
条
丸
古
墳
群
の
東
に
接
し
て
存
在
し

大
き
な
意
味
で
は
同
一
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
現
在
は
一
二

-
一
三
基
を
の
こ
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
も
円
墳
で
径
七
-
一
三
メ
ー

ト
ル
前
後
、
高
さ
〇
・
七
-
一
・
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
さ
い
も
の
で
、
封
土
は

石
室
を
覆
い
か
く
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
猪
谷
地
古
墳
は
昭
和
二
十
六
年
五
月

に
早
稲
田
大
学
滝
口
宏
教
授
な
ど
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
部
構

造
は
五
条
丸
古
墳
と
全
く
同
じ
く
、
河
原
石
を
小
口
積
に
し
て
、
細
長
い
石
室
を

つ
く
っ
た
も
の
で
、
石
室
内
部
の
大
き
さ
は
長
さ
三
-
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
〇
・
六

五
I
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
横
に
入
口
が
あ
る

に
も
拘
ら
ず
、
実
際
に
は
竪
穴
式
石
室
の
よ
う
に
上
か
ら
屍
体
を
お
き
め
た
も
の

で
な
か
つ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
は
五
条
丸
に
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
奥
壁
に
一

本
の
立
石
が
あ
る
こ
と
、
床
面
に
仕
切
石
が
あ
る
こ
と
も
五
条
丸
と
同
じ
で
あ
る
。

副
葬
品
と
し
て
は
蕨
手
刀
、
耳
環
土
師
轟
、
土
師
壷
、
須
恵
壷
、
切
子
玉
、
切
子

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

和
賀
町
横
川
目
の
蝦
夷
塚
古
墳
群
は
い
ま
は
全
く
破
壊
さ
れ
て
見
る
こ
と
が
出

来
な
い
が
、
「
岩
手
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
」
第
五
号
所
載
の
伊
能

舞
姫
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
周
囲
九
-
一
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
内

外
の
小
円
墳
一
〇
基
あ
ま
り
か
ら
な
り
、
河
原
右
横
石
室
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

熊
堂
古
墳
群
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

矢
幅
村
の
荻
森
古
墳
も
か
つ
て
は
滞
在
し
て
い
た
と
い
う
が
、
い
ま
は
径
七
メ

ー
ト
ル
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
一
基
だ
け
を
の
こ
す
の
み
で
あ
る
。
鉄
刀
、
玉

類
、
壷
鐙
な
ど
が
出
土
し
て
る
と
い
う
が
、
内
部
構
造
は
明
ら
か
で
な
い
。
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盛
岡
市
太
田
の
蝦
夷
森
古
墳
群
も
明
治
の
中
頃
ま
で
は
四
〇
基
近
く
残
っ
て
い

た
と
い
う
が
、
現
在
は
五
塞
を
の
ー
」
†
の
み
で
あ
る
ー
。
そ
の
う
ち
一
基
が
用
水
路

工
事
の
た
め
破
壊
さ
れ
石
室
か
巌
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
調
査
し
た
小
岩
栄
治
氏

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
細
長
い
河
原
石
を
小
口
積
に
し
た
も
の
で
、
積
石
の

現
存
部
は
長
径
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、
短
径
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
二
五
で
長
馬

蹄
形
を
な
し
て
い
る
。
石
室
の
大
き
さ
は
長
さ
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
中
央
部

で
六
〇
セ
ン
チ
、
両
端
三
〇
セ
ン
チ
で
舟
形
を
な
し
て
い
る
。
石
室
奥
壁
に
は
高

さ
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
〇
セ
ン
チ
の
花
崩
若
の
割
石
を
立
石
と
し
て
お
り
、
両
側
に

も
四
対
の
立
石
が
あ
る
。
桐
対
応
す
る
立
石
と
立
石
の
間
の
床
面
に
は
撞
き
石
が

あ
っ
て
石
室
を
五
つ
の
部
分
に
区
劃
し
て
い
る
。
床
面
に
は
石
が
敷
詰
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
古
墳
群
か
ら
も
蕨
手
刀
、
喧
刀
、
コ
の
字
形
勾
玉
、
土
師
器
、
須
恵

器
が
出
土
し
て
い
る
。

岩
手
町
の
浮
島
古
墳
梢
は
大
正
九
年
の
小
田
島
線
郎
氏
の
調
査
に
よ
れ
は
十
四

基
の
円
墳
か
ら
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
径
六
-
三
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
・
六

-
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
い
も
の
で
あ
る
。
大
止
二
一
年
に
梅
原
末
治
氏
が
、

そ
の
一
基
を
発
掘
、
昭
和
三
十
二
年
に
草
間
俊
一
氏
が
四
基
を
発
掘
し
た
。
内
部

構
造
は
石
室
か
な
く
地
面
に
長
さ
三
-
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
-
一
・
五
メ
ー
ト
ル

の
丸
味
を
も
っ
た
土
壌
を
は
り
、
底
面
を
た
た
き
か
た
め
、
そ
の
中
に
遺
骸
を
入

れ
、
そ
の
上
に
土
を
盛
っ
て
径
九
-
一
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
○
。
五
-
一
メ
ー
ト
ル

の
塚
を
築
い
た
も
の
で
、
土
坂
の
中
か
ら
は
木
炭
か
出
る
。
梅
原
氏
は
こ
れ
を
も

っ
て
火
葬
が
行
お
れ
た
も
の
と
し
た
が
、
草
間
氏
は
遺
骸
を
焼
い
た
痕
跡
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
造
椴
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
土
壌
中
に
木
炭
を
散
布
し
た
も
の

と
し
た
へ
し
副
葬
品
と
し
て
は
直
刀
、
刀
子
、
錬
鉄
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
丸
玉
な
ど
、
か

あ
る
。
こ
の
古
墳
も
錬
鉄
の
形
か
古
墳
出
土
の
も
の
よ
り
も
止
倉
院
の
も
の
に
近

い
と
こ
ろ
か
ら
見
て
奈
良
時
代
の
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

金
田
一
村
の
古
墳
は
今
日
全
部
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
近
年
ま
で
小
門
項

が
三
基
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
ゝ
か
ら
も
瑠
璃
製
の
勾
玉
と
蕨
手
刀
が
出
土
し

て
い
る
。

以
上
に
の
べ
た
古
墳
に
は
石
室
を
有
す
る
も
の
と
、
石
室
か
な
く
、
封
土
中
に

直
接
死
体
を
葬
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
と
の
二
種
類
あ
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
に

属
す
る
熊
堂
古
墳
群
か
ら
も
、
後
者
に
属
す
る
西
根
古
墳
群
か
ら
も
和
銅
開
坤
が

出
土
し
て
い
る
の
で
、
両
者
と
も
に
奈
良
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
造
営
で
あ
る
こ

と
は
断
言
出
来
よ
う
。
副
葬
品
中
に
蕨
手
刀
の
多
い
こ
と
も
こ
れ
ら
の
古
墳
が
奈

良
時
代
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
何
と

な
れ
ば
蕨
手
刀
は
普
通
の
後
期
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
な
い
上
に
、
正
倉
院

に
伝
世
品
が
一
振
あ
っ
て
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
の
古
墳
が
岩
手
県
南
都
か
ら
、
北
部
に
至
る
各
地
に
散

在
し
て
お
り
、
そ
の
副
葬
品
は
ほ
ゞ
五
条
丸
古
墳
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

五
条
丸
古
墳
は
こ
の
地
方
に
お
け
る
特
殊
な
文
化
で
は
な
く
、
当
時
一
般
的
な
文

化
を
示
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

岩
手
県
内
に
は
確
実
に
奈
良
時
代
以
前
と
思
わ
れ
る
古
墳
は
胆
沢
郡
胆
沢
町
南

都
田
角
塚
古
墳
以
外
に
な
い
。
角
塚
古
墳
は
胆
沢
平
野
の
中
央
部
に
あ
り
、
長
さ

四
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
後
門
部
二
八
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
後
門

部
五
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
前
方
部
か
趣
端
に
低
く
狭
い
が
、
前

方
後
円
墳
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
か
現
在
の
と
こ
ろ
本
邦
最
北
の
前
方
後
円
墳
で
あ

一団萱∃



り
、
ま
た
軌
輸
円
筒
を
出
す
古
墳
の
北
帳
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
ど
う
見
て
も
奈

良
時
代
ま
で
下
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
れ
以
外
に
は
奈
良
時
代
以
前
と
見
ら

れ
る
古
墳
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
胆
沢
平
野
ま
で
ほ
普
通
の
意
味
の
古
墳
文
化
が
存
在
し
た
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
か
ら
北
で
は
古
墳
は
奈
良
時
代
ま
で
は
造
営
さ
れ
る
こ

と
が
な
か
つ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
奈
良
時
代
に
な
る
と
小
さ

い
な
が
ら
古
墳
が
岩
手
県
中
部
以
北
に
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
残
し
た
の
は
当
時
の
蝦
夷
の
族
長
た
ち
で
あ
っ
た
。
古
墳
か

ら
の
出
土
物
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
彼
等
は
日
本
人
の
変
ら
な
い
生
活
を
営
ん
で
い

た
。
こ
れ
は
族
長
た
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
一
般
農
民
も
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
当
時
の
一
般
農
民
の
住
居
で
あ
る
竪
穴
住
居
地
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県

内
に
は
各
地
に
、
奈
良
時
代
、
も
し
く
は
そ
れ
以
前
と
思
わ
れ
る
竪
穴
住
居
地
が

あ
る
。
そ
こ
か
ら
の
出
土
物
の
示
す
当
時
の
農
民
の
文
化
も
、
関
東
地
方
中
部
地

方
の
古
墳
時
代
後
期
の
一
般
農
民
と
文
化
と
何
等
興
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

蝦
夷
は
文
献
的
に
は
延
暦
十
七
年
四
月
十
六
日
の
太
政
官
符
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
「
狩
漁
を
業
と
な
し
、
養
蚕
を
知
ら
ず
、
加

ぅ
る
に
居
住
定
ま
ら
ず
、
浮
遊
す
る
こ
と
雲
の
如
き
」
狩
猟
採
集
経
済
の
段
階
に

あ
り
、
い
ま
だ
農
耕
の
術
を
知
ら
な
か
っ
た
原
始
民
族
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
五
条
丸
古
墳
の
示
す
と
こ
ろ
は
こ
れ
と
は
ち
が
い
蝦
夷
は
立

派
な
農
耕
民
で
あ
っ
て
、
日
本
人
と
変
ら
ぬ
生
活
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
従
前
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
五
条
丸
古
墳
は
よ
り
よ
く
こ

れ
を
証
明
し
て
く
れ
た
。

五
条
丸
古
墳
の
大
部
分
は
今
回
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
永
久
に
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
破
壊
寸
前
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て
、
こ
の
古
墳
群
の
実
体

を
記
録
に
留
め
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
東
北
史
の
研
究
に
新
ら
し
い
資
料

を
提
供
す
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
わ
れ
わ
れ
の
よ
ろ
こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。註

1
、
田
中
喜
多
美
、
滝
口
宏
、
中
川
成
夫
、
桜
井
清
彦
、
玉
口
時
雄
、
菊
池

啓
次
郎
「
猫
谷
地
古
墳
発
掘
調
査
報
告
」

(
「
岩
手
史
学
研
究
」
第
九

輯
)

2
、
小
笠
原
謙
吉
「
紫
波
郡
に
お
け
る
古
墳
」

(
「
岩
手
県
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
調
査
報
告
」
第
二
号
)

3
、
小
岩
末
治
「
岩
手
郡
太
田
村
蝦
夷
森
古
墳
調
査
報
告
」

(
「
岩
手
史
学

研
究
)
第
一
八
輯
)

4
、
梅
原
栄
治
「
陸
中
一
方
井
村
古
墳
の
調
査
」

(
「
歴
史
と
地
理
」
第
十

三
巻
第
五
号
)

5
、
草
間
俊
一
「
浮
島
古
墳
」

(
岩
手
町
教
育
委
員
会
発
行
)

6
、
田
中
喜
多
美
「
胆
沢
都
南
都
田
村
角
塚
古
墳
」

(
「
岩
手
県
文
化
財
調

査
報
告
」
昭
和
二
十
五
年
)

伊
東
信
雄
「
角
塚
古
墳
」

(
岩
手
の
文
化
財
)

了
、
伊
東
信
雄
「
考
古
学
上
か
ら
見
た
東
北
古
代
文
化
」

(
「
東
北
史
の
新

研
究
」
)
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1.五条丸古墳群北部地域

2.第2次・第3次発綱調査地域

3.第17号墳



4.第18号墳

5.第14号墳石室残存状態

二本 二で

′‾

圏 国書園田圏

鮭
〆-

言
一一ふく 三㌔

問題

ごノ

6.第14号墳出土勾玉(左下が硬玉製他は鴨璃製)



7.覆土を取除いた第19号墳

8.第19号墳羨門封鎖状態

9.第19号墳羨門



10.発掘前の第20号墳(南から)

11覆土を取除いた第20号墳

12.第20号墳石室



田 園謹圏 閣園囲 圏

田

園圏 園豊
田

13.第20号既出土造物

14.発掘前の第21号墳

15.覆土を除いた第21号墳
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16.第21号墳石室

17.第21号墳
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19.第21号墳周壕断面

・・閏韓露・・藍議閏閣議園園
′

20.第21号墳出土品

21.獲土を除いた22号墳(南から)



22.第22号墳石室に天井石の落ち込んでいる状態

23.第22号墳石室

24.第22号墳羨門部



25.第22号墳遣物出土状態(直刀・鉄鍛)
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轟
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26.第22号噴出土遺物

27.発掘前の23号墳(東から)



28.北から見た第23号墳石室

2?.第23号墳蕨手刀出土状態
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31.第23号墳出土上玉

32.第24号墳石室残存状態
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33.第24号現出土嚢類



34.第29号噴石積全景
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35.第29号墳磁石下人骨出土状態

36.第30号墳石室



37.第30号墳蕨手刀・面刀出土状態

38.第35号墳石室残存状態

39.第35号墳直刀,刀子出土状態
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41.第35号墳出土ガラス玉

42.第36号墳石室残存状態



43.第37号墳石室残存状態
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45.第39号墳出土遺物



47.第43号噴石室残存状態

48.第44号墳石室残存状態

琶



50.第46号墳石室残存状態

51.第47号墳石室残存状態 53.第50号墳石室残存状態
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52 第47号墳出土遺物
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54.第51号現出土遺物(l)
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55.第51号墳出土遺物(2)

56〇第52号墳石室残存状態
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58.第54号墳石室残存状態

59.第60号墳石室残存状態



61.第66号墳石室右敷状態 62.第69号墳石室

63.第69号墳遣物出土状態



64.第69号現出土造物

65.第71号噴石書残存状態

66.鉄 錫



67.太田蝦夷塚古墳

68.猫谷地第1号墳石室

69.見前森古墳



70.金ヶ崎西根古墳

71.新平古墳
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第一図 五条丸古墳群位置
5万分黒沢尻図幅に拠る。 Iは和賀川氾濫原, IIは和質月l第1

河冊貴高二,皿は第2河阜段丘を示す。

八幡・猫各地・五条丸の3古墳群はすべて第l河畔段丘上に立

地している。
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